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　櫻さくら井い小こ春はるは今までに味わったことのない緊張を覚えながら、ごくりと喉のどを鳴らして、顔を上げた。

　白い壁に一部ガラス張りのビルが、そびえ立っている。

　地下鉄大おお手て町まち駅近くにある近代的なこの建物は、一見したところは、ファッションビルのようだ。

　だが、そうではない。

　このビルがひょろりと細長いのは、皇居を見守る櫓やぐらであり──、

「ここが、関東の陰おん陽みよう師じが招集される本部なんて、やっぱり不思議……」

　小春は、しみじみとつぶやく。

　同時に、昨日の電話で、賀か茂も澪れい人とが言っていた言葉が脳裏を過よぎった。

『東の本部長が、ぜひ、小春ちゃんにお会いしたい言わはるんや。良かったら、時間作ってくれへん？』

　再び緊張を感じて、小春は目を伏せる。

「どうして、私に会いたいんだろう？」

　もし、優秀で大切な西の審神者さにわ頭がしらの彼女が、どんな人物なのか見定めたいと思っていたら、どうしよう。

　小春は、自分の着ている服を確認する。

　白地に薄い水色のストライプが入った、半はん袖そでに膝ひざ下した丈のワンピースだ。

　夏らしい爽さわやかなデザインで、華美すぎず清潔感があるのでは、と選んだもの。

　だが、いざ関東本部の前まで来ると、礼服のような黒いワンピースを着て来るべきだったのではないか、という迷いも生じてくる。

　しかし、着替えに帰る時間はない。

　手土産である風ふう林りん堂どう──叔父おじの宗そう次じ朗ろうが世話になっている和菓子屋──の菓子折りが入った紙袋の紐ひもをギュッと握り、意を決してロビーに入った。

　自動ドアが開くと、受付にいた女性二人が待ち構えていたかのように立ち上がる。

「櫻井小春様ですね、どうぞこちらに」

　顔を覚えられていたことに驚きながら、小春は「はい」と頷うなずいて女性の案内に続く。

　いや、このビルに女子高生が訪ねてくることなど、滅めつ多たにないから、覚えられていて当然かもしれない。

　フラッパーゲートを通り、エレベータに乗り込みながら心臓がドキドキと音を立てていた。

　現代の陰陽師たちが活動する組織は、主に関東本部、関西本部と呼ばれる二つの部署で形成されている。

　名称こそ、関東と関西だが、関東本部が東日本を、関西本部が西日本を統括している。

　そのため、内部の者たちは関東・関西とは言わずに、東と西、と略して呼んでいるそうだ。

　本部長たちのことも、正式には、関東本部長、関西本部長、なのだが、東の本部長、西の本部長と呼んでいた。

　東の本部長は、一体どんな人なのだろうか？

　西の本部長のように優しそうな人であれば良いいのだけど。

　チン、とエレベータが、歯切れの良い音を立てて開く。

　すぐに、大きな襖ふすまが目に入り、小春はどきりとした。

　ビルの中に、こうした襖があることが、少し奇妙だ。

　襖の前には木の踏み台があり、そこで靴を脱ぐよう指示を受けて、小春はどぎまぎしながら靴を脱ぐ。

「櫻井様が、到着されました」

　案内人の彼女はそう声を上げて、襖を開いた。

　ようやく靴を脱ぎ終えて、小春が顔を上げると、見渡す限りの大広間に、狩かり衣ぎぬ姿の男性──東の陰陽師たちがずらりと並んでいる。

　皆は揃って深く頭を下げていた。

　大政奉還が行われた二に条じよう城の大広間のようであり、まるで過去にタイムスリップしてしまったような錯覚に襲われる。

「……え」

　小春が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、

「小春ちゃん」

　と、澪人が歩み寄ってきた。

「澪人さん」

　澪人も皆と同じように烏え帽ぼ子しをかぶった狩衣姿だ。

　だが、小春にとって彼のそうした格好は見慣れており、ホッとする。

「ようこそ、東の本部へ。皆さん、ぜひ一度、あなたにお目にかかりたいと切望したはりまして」

「わ、私に？」

　どうしてなのかが分からず、小春の目が泳ぐ。

「それは、澪人さんの彼女、だからですか？」

　審神者は、陰陽師たちを束ねるリーダーであり、審神者頭は、さらにそのリーダーたちを統括する者だ。

　そんな『審神者頭の彼女』というのは、自分が思う以上に重要なポジションなのかもしれない。

　不安に駆られながら小声で尋ねた小春に、澪人の頰がほんのり赤くなった。

「『澪人さんの彼女』て」

　ぽつりと零こぼした澪人に、小春は戸惑う。

「あ、かんにん、ちょっと嬉うれしかっただけやねん」

　その言葉に、今度は小春の頰が熱くなる。

「あなたに会いたいて言うんは、僕の彼女やからやなくて、あなた自身……『現代の斎さい王おう』に会いたいて、皆さん思ったはるんです」

　小春は、え……、と洩もらして、大広間を見渡す。

　今もこちらに向かって頭を下げている審神者を含む現代の陰陽師たち。

　彼らが自分に向かって頭を下げているということを初めて自覚し、小春は慌てて畳に膝をつき、自分も同じように頭を下げた。

「は、はじめまして、櫻井小春です。今日はお招きありがとうございます」

　挨あい拶さつをして、ゆっくり顔を上げると、皆も同じタイミングで顔を上げる。

　彼らの中に、小春に西洋占星術について教えてくれた川かわ瀬せ博ひろ也やの姿もあった。

　川瀬は、小春と目が合うなり、笑顔で小さく手を振る。

　知っている顔を目にし、小春は少しホッとして、会釈を返した。

　陰陽師たちの年齢は、青年から中年まで様々だ。

　間違いなく、一番若いのは澪人だろう。

「小春ちゃん、こっちに」

　澪人は、当たり前のように小春を上座へ案内する。

「いえ、その、ここは、そんな」

　仰天して首を振ったが、既に席は用意されていたらしく、押し問答を続けるのも迷惑かと思い、小春は恐縮しつつ、上座にちょこんと座った。

　陰陽師たちは、席に着いた小春をジッと見詰めている。

　その眼まな差ざしの熱さに居たたまれなくなり、小春が身を縮ませていると、一人の男性が、小春の前に出てきた。

　優しげで温厚そうな雰囲気の初老の男性だ。

　彼だけは狩衣ではなく、直衣のうしだった。

　第一印象は、『山小屋が似合う優しそうなおじさん』だったが、彼の顔をよく見るうち、小春の口から「あっ」と声が漏れた。

　見たことがある顔だった。

　だが、知り合いではない。

　雑誌かテレビで観たことがあるといったところだ。

　一体、誰だっただろう？

「はじめまして、小春さん。東の本部長を務めております、菅すが原わら昭あきらと申します」

　彼はそう言って深く頭を下げる。

　小春も頭を下げながら、息を吞のんだ。

　名前を聞いて、思い出した。

　彼は、人気のイラストレーターだ。

　雑誌や小説の表紙や、広告ポスターなどを手掛けている。

　陰おん陽みよう師じや鬼をモチーフにした作品が印象的であり、鬼気迫るような作風に圧倒され、記憶に残っていたのだ。

「小春ちゃんは、東の本部長のことを知っていたみたいやね」

「は、はい。雑誌でお顔を拝見したことがあって……作品も見たことがあります」

　小春の心に残っていたのは、『百鬼夜行』という作品。

　鬼たちが嬉き々きとして歩く姿は、引きずり込まれそうなほどの迫力で、背筋が冷えたほど。

　そのことを伝えると、菅原は気恥ずかしそうに頭を撫なでる。

「わたしも澪人君と同じで陰陽師家系に生まれ育ちまして、世間一般の人たちと自分の住む世界との乖かい離りに思い悩んだ時代がありました。自分の家で当たり前のことが、他の家では考えられないことであり、自分には当たり前に見えるものが、他の人には見えない。それを歯がゆく感じていたんです。元々、絵を描くのは好きでして、そんなうっぷんを晴らすように鬼の絵を描いていたら、皮肉なことに世間に認められまして、創作物として発信するなら、こうした陰陽師の世界のことも受け入れてもらえることが分かったんですよ」

　彼は、ふふっ、と柔らかく目を細める。

　本物の陰陽師が描いた、鬼の絵。

　それはリアルなはずだ、と小春は納得する。

「ですが、怖い絵ばかり描いているわけではないんですよ。今は時代小説作家の表紙を担当していまして、平安時代の女性の後ろ姿なども手掛けております」

『紫の恋文』という作品なのですが……、と一ひと頻しきり世間話をしたあと、菅原はジッと小春を見詰めた。

　まさに穴が開くほど見ている彼に、顔に何かついているのかもしれない、と小春は戸惑いながら頰に手を当てる。

「露骨に見てしまって申し訳ありません。驚いてしまいまして」

　何に驚いたのだろう？

　澪人の彼女がこんな平凡な子だったとは、と思っているのだろうか？

「澪人君や西の本部長から、あなたはかつて斎王であり、今世に於おいてもその役割と力を持って生まれてきていると聞き、『どんな御方なのだろう』と、お会いできるのを楽しみにしていました。今、こうして対面させていただいて、とても納得しています。あなたは、まさに斎王だと」

　はっきりと言った菅原に、小春は目を瞬かせた。

　思えば、西の本部長にも言われたのだ。




『こら、ほんまに「斎王」やな』と──。




「自分たちは古いにしえの時代に活躍した斎王……形式ばかりの斎王ではなく、本物の神み子このことですが、そんな斎王にもちろん会ったことがありません。きっと巫女みこ体質の女性のような感じなのだろう、と想像していたのですが、あなたにお会いして、『なるほど、斎王とはこういう方なのだ』と」

　しみじみと言う菅原に、彼の背後に座る陰陽師たちは同意とばかりに相あい槌づちをうっている。

　澪人は、どこか楽しげな様子だ。

　一方の小春は、どういうことなのか分からず、首を捻ひねった。

「……私の何が、『納得』なのでしょうか？」

　そう問うと、菅原も陰陽師たちも、小さく笑う。

「そうですよね。ご自身では分からないもの。清涼な森の中にいる精霊のような波動があなたから感じられるんです」

　清涼な森の中にいる精霊──。

　ふと、前世で過ごしたおたぎ山が脳裏に浮かぶ。

　滝と川と森があり、過去生の自分はそこで育ったのだ。

　もしかしたら、そのことが影響しているのかもしれない。

「澄んだ水のように清らかで、朝露のように透明に輝いている。俗世の人間にはまず感じられない、優しく心地よく、美しいエネルギーです。なるほど、斎王とはこういう方か、と納得したわけです」

「…………」

　いくら前世の影響を遺のこしていたとしても、過大評価ではないか。

　小春は決まりの悪さに肩をすくめた。

　自分は、十分俗っぽい人間なのだ。

「あらためて礼を言わせてください。小春さん、このたびはご神託をありがとうございました」

　菅原が畳に手をつき深く頭を下げる。

　すると、それが合図のように、澪人も他の陰陽師たちも一斉に頭を下げた。

「いえ、あの、頭を上げてください。それに、神託って？」

　小春は、戸惑いながら前のめりになり、隣の澪人に助けを求めるように顔を向けた。

「あなたのアドバイスのことや」

「アドバイス？」

「蛇の姿をした負の念が放たれている場所が、東京タワーやて伝えてくれたやろ」

　小春は、えっ？　と目を瞬かせる。

　東京の波動が下がっている原因を調べる中でたしかに伝えたが、神託と言えるのだろうか？

　元々は、審神者さにわであり西洋占星術師でもある川瀬の教えから、東京の町を調査して回り、なんとか出した答えだ。

『神託』という感じがまるでしなかった。

　澪人は、そんな小春の気持ちを察して、微笑むように目を細める。

「あなたにとっては、持っている知識や閃ひらめきをもって、ようやく出した答えなのかもしれへんのやけど、そのすべてが『神託』なんやで」

　にこやかに言う澪人に、小春は「そういえば」と息を吞む。

　東京の町中を見て回り、最後にあの答えに辿たどり着いたのは、若わか宮みやの誘導があった。

　神託というと、神棚の前で紙垂しでを振って神様の知恵を授かるイメージが未いまだにあったが、実はそうではないのかもしれない。

　澪人が言ったように、苦労して駆けずり回り、ようやく導き出した答えも、『神託』なのだろう。

　小春が納得していると、菅原が話を続けた。

「小春さん、あなたはどうやら今回の騒動と縁があるようです。だから、このたびは東京まで来ることになったのでしょう」

　菅原の言葉に、小春は「はい」と頷うなずく。

　それは、小春自身も感じていたことだ。

　東京に来てすぐに、良からぬ波動をキャッチし、その後、空に浮かぶ蛇を見た。

　この事件は、自分と関わりがあるのだろう。

　それが、前世からのものなのか、今世の役割なのかは分からないが……。

「こんなことを言うのは、虫が良い話なのですが、あなたのご協力を賜ることができたらと思うのです」

　少し申し訳なさそうに告げた菅原に、小春は「もちろんです」と、すぐに答える。

「協力なんておこがましいですが、私も少しでも力になれたらと思いました」

　小春の迷いのない返答に、一同は「おお」と嬉うれしそうな様子を見せた。

「では、正式にお願いをしてもよろしいでしょうか」

「は、はい」

　少し大おお袈げ裟さに思いながらも、よろしくお願いします、と小春は頭を下げる。

「ありがとうございます。どうぞこちらをお持ちください」

　菅原は一礼したあと、桐の箱をスッと差し出した。

「これは……？」

「この中に、調査や捜査をするために役立つものが入っています。スマホも入っていますので関東にいる間、我々との連絡用にお使いください。また、そのスマホであなたの居場所が分かります。ですので、危険を感じたらすぐにお知らせください」

　菅原は、すぐにその箱を風ふ呂ろ敷しきで包み、そのまま小春の前に差し出した。

「中は家に帰ってから、ゆっくり確認してください」

「……はい」

　今、ここで開けるな、と言われていることを察し、小春は戸惑いながら傾く。

「どうか、東の都をよろしくお願いいたします。椿つばきの斎王様」

　にこりと微笑んだ菅原に、小春はプレッシャーを感じて肩をすくめた。

「出来る限りになりますが、がんばります」

　そう言って、小春は風呂敷に包まれた桐の箱を受け取る。

　そのすぐ側で、柱の陰からコウメが顔を出し、がんばって、と熱い視線を送っていたが、小春がその気配に気付いた時には、姿は消えていた。




　箱の中に多額の調査費と謝礼金が入っていて、小春は仰天することになるのだが、それは半日後の話だ。

　東の都で、西の斎王が本格的に動き出す。

　それに、どんな意味があるのか、小春にはまだ何も分かっていなかった。
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　京都では、水みず原はら愛あ衣い、三み善よし朔さく也や、安あ倍べ由ゆ里り子こ、賀茂和かず人と──ＯＧＭのメンバーが、『さくら庵あん』の二階に集っていた。

　四人は西の本部長から頼まれていた、『目に見えない社』への挨あい拶さつ回りを無事終えて、一息ついていたところであり、そんな皆の視線は、テーブルの中心にあるタブレットに注がれている。

　画面には、ソファーに並んで座る澪人と小春の姿が映し出されていた。

　ホテルのように洗練された内装の雰囲気から、そこが関東本部の宿舎──澪人が使っている部屋であることが分かる。

　二人は関東本部で本部長たちとの対面を終えたばかりで、澪人は狩かり衣ぎぬ姿のままだ。

『皆さん、ついに結界の挨拶回りを終えたんやね』

『みんな、お疲れ様でした』

　労ねぎらいの言葉をかける澪人と小春に、京都にいるＯＧＭメンバーたちは、おのおの少し得意気な笑みを浮かべた。

「それじゃあ、乾杯しようか！」

　朔也が張り切ってグラスを手にすると、

『そら、ええね』

　と、澪人も自分の前にあるグラスを手に取った。

　皆のグラスに注がれているのは、アルコールなどではなく、冷たい緑茶だ。

　愛衣、由里子、和人、そして画面の向こうにいる澪人と小春も揃って、乾杯、と声を上げて、グラスを掲げた。

　皆はグイッと緑茶を飲んで、ふーっ、と息をつく。

「ねぇ、小春の前にあるお菓子はなに？」

　愛衣は画面に顔を近付けて、興味津々に尋ねた。

　小春と澪人の前には、透明の皿が置いてある。

　そこに、賽さいの目状のゼリーのようなものが盛られていた。色は白く濁っていて、その上にレモン色のとろみのあるソースがかかっている。

『これね、宗次朗さんの新作なの』

『そやねん、「風林堂」さんで買こうて来たんやで』

　宗次朗の新作と聞いて、皆は顔を明るくさせた。

「宗次朗さん、浅あさ草くさでも変わらずに新作出しているんだね」

　さすが、と洩もらす愛衣の横で、朔也が画面に顔を近付けて、目を凝らす。

「それは……ゼリーなんだよね？」

『これは、「蜂はち蜜みつレモン寒天ゼリー」。爽さわやかで美味おいしいよ』

『レモン風味の寒天に、蜂蜜レモンのソースがかかっているんや』

　賽の目に切られた甘酸っぱい寒天ゼリーの上に、とろりとかけられた蜂蜜レモンソース。

　想像するだけで口の中に唾だ液えきが溜たまり、京都ＯＧＭチームは揃って、悶もだえるように拳こぶしを握り締める。

「それは、絶対美味しいやつじゃん」

「うん、絶対だよ」

「いいわね」

「うん、いいなぁ」

　次々に言う皆に、小春と澪人は笑った。

『宗次朗さん、他にも新作を手掛けているみたいだから、それが出来たら一緒に送るね』

　そう言った小春に、皆は「うんうん」と頷く。

「楽しみに待ってるよ、コハちゃん」

『夏だから、つい甘酸っぱいものが多くなるって、宗次朗さんは言ってたけど』

『僕は、甘酸っぱいものが好きやさかい、嬉しいんやけど』

『あ、私もです』

　小春がそう続けると、澪人は『同じやね』とつぶやき、小春は『本当ですね』と照れたように目をそらす。

　画面の向こうでもじもじしている二人の姿に、和人は「はぁぁ、眼福だよね。今日も澪人が可愛すぎる」と熱っぽく洩らして合掌し、「和人さん、相変わらずブラコン」と愛衣と由里子は噴き出すも、朔也だけは面白くなさそうにチッと舌打ちした。

「ちょっと、賀茂くん、コハちゃん、いちいちイチャイチャしない。今は京都と東京にいるＯＧＭが、こうして顔を合わせられる貴重な時間なんだよ？　自重しようか」

　朔也に窘たしなめられて、小春と澪人は戸惑ったように顔を見合わせた。

『えっ、今イチャイチャなんかしてないよ？』

『ほんまや』

　ぽかんとする二人に、朔也は「ああ、もういいや」と手で払うような仕草をした。

　由里子は、そんな朔也をちらりと見て、微かすかに苦笑する。

「朔也君もそう言ってることだし、本題に入ろうか」

　すると、空気を一いつ旦たん変えるように、和人がパンッと手を打った。

　その一言で、皆は気持ちを切り替えたように座り直す。

「それじゃあ、あらためて報告だね。僕たちは、三角形の結界にある社への挨拶回りを終えたところだけど、東京組に何か変化はあった？」

　和人の問いに、澪人が『そやね』と口を開いた。

『関東本部の皆が小春ちゃんに会いたいて言うて、対面を済ませたところや。ほんで、小春ちゃんは、関東本部からも正式に今回の件について任せられました』

　その報告に、皆は「へええ」と感嘆の声を洩らす。

「それって、小春が関東の陰おん陽みよう師じたちに認められたってことだよね？」

「小春さん、すごいじゃない」

「さすが、我らがコハちゃん」

　愛衣、由里子、朔也の三人は手放しで喜んだが、和人だけは顔をしかめて、腕を組んだ。

「今回の一件の黒幕は、あの谷たに口ぐちさんだったんだよね？　小春さんが危険な目に遭ったりするんじゃないか、僕は正直心配だな」

　今回の一件とは、ある良からぬグループが画策して、東京タワーに禁忌の祝詞のりとを放ち、そこから邪悪な蛇の気を放射状に放っていたことだ。

　そうすることで、東京全体の波動を少しずつ下げていた。

　グループの正体は、陰陽師組織を追われた面々であり、そのリーダーが、関西の元審神者さにわ頭がしらである『谷口透とおる』だということが、分かったのだ。

　和人は、少し前に谷口から直接、攻撃を受けた経験がある。

　そのため、小春を心配する言葉には、強い熱がこもっていた。

　澪人が何か言う前に、小春が口を開いた。

『和人さん、心配してくださってありがとうございます。でも、このことはきっと、私も関わる縁がある気がするんです。関東本部に協力をお願いされましたが、お話をいただかなくても、絶対に巻き込まれる運命にあると思うので、それならいっそ正式に澪人さんと一緒に動く許可をもらえた方がずっとありがたいし、安全じゃないかなと思うんです』

　ハッキリと言い切った小春に、それまで険しい表情を浮かべていた和人だったが、すぐに、「は、はい」と膝ひざを揃えた。

　そんな和人に、朔也は「んん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

「和人さん、どうして、いきなり正座まで？」

「いや、今気付いたんだけど、僕は小春さんにとても弱いみたいだ。前世の影響かな」

　記憶はまったくないんだけどなぁ、と洩らす和人に、皆は「前世？」と不思議そうに小首を傾げる。

　前世で、和人は小春の息子だったのだが、そのことは話していなかった。

　内緒にしているわけではないが、現時点で仲間にそのことを伝える必要性を感じなかったというのが、小春、澪人、和人に共通した思いだった。

　話す必要が来たならば打ち明けるかもしれないが、今世を生きている以上、当事者以外の人たちにまで過去生を意識してほしくないというのが本音だ。

「それで、今後、澪人と小春さんはどうやって動くつもりなの？」

　和人は、気を取り直して、さらりと話題を変える。

『とりあえず、僕らは谷口さんの調査をしていこうて話をしてました』

「谷口さんの過去？」

『はい。彼の過去から、すべて紐ひも解といていったら真実に行きつく気がしまして』

　澪人と小春の回答に、皆は、ふむふむ、と頷うなずく。

「谷口さんは、京都でしばらく活動していた人だし、こっちの情報が必要だったら、いつでも声かけてね」

　そう言った和人に、澪人と小春は『はい』と頷いた。

「私もなんでも協力するから言ってね」

　すぐにそう続けた愛衣に、小春は『ありがとう』と微笑んだ。

『そうだ、愛衣。新居は落ち着いた？』

　小春はふと思い出したように、愛衣に向かって尋ねる。

「すっかり落ち着いたよ。毎日、お父さんと神主と巫女みこ気分でがんばってるところ。そうそう、私ね、今住んでいる家について調べようと思ってるの」

『家を調べる？』

　小春も皆も、どういうことだろう、という表情を浮かべた。

「家というか、土地のルーツをね。ほら、うちの土地は元神社だったという話じゃない？　どんな神社だったのか、なんとなく気になって」

　すると、澪人が『ああ』と頷いた。

『そら、ええわ。あなたは、情報を司つかさどる神の加護にある人やし、気になったてことは、きっと何かあるんやて思う』

「そんなら、俺も協力するよ、愛衣ちゃん」

「もちろん、私も協力するわ」

　すぐにそう言う朔也と由里子に、愛衣は「ありがとう」と微笑む。

　そんな中、和人だけが少し申し訳なさそうに、眉まゆ尻じりを落とした。

「僕も協力する、って言いたいところなんだけど、僕はちょっと、やらなきゃいけないことがあって……」

「いえいえ、和人さん、そんな。引っ越しを手伝ってもらえただけで大恐縮ですし」

「そっすよ。大学のあれこれがある中、リーダーをやってくれて」

「ええ、その上、結界の挨あい拶さつ回りを最後まで付き合ってくださって、ありがとうございます」

　矢継ぎ早に礼を言う愛衣と朔也と由里子に、和人は肩をすくめた。

「嫌だな、僕も今やチームの一員なんだよね？　そんなお礼はいらないよ」

　皆は、そうですけど、と笑う。

「ま、それはさておき、京都チームは愛衣さんの住む土地のルーツを、東京チームは谷口さんのルーツを調べるってことだね。また、何か分かったら報告し合うってことでいいかな」

　和人は簡潔に話を纏まとめて、皆を見回した。

「なんていうか、さすが、リーダーだよね」

　小さくつぶやいた朔也に、由里子が「本当ね」と頷く。

「なんだか、賀茂君よりリーダーっぽいわ」

「ま、まぁ、和人さんは、澪人さんのお兄さんですし」

　と、最後に愛衣が小声でフォローした。

　そんな皆に、『全部、聞こえてますし』と澪人は少しだけ面白くなさそうにぽつりと零こぼす。

　小春は、ふふっと笑いながら、慰めるようにその背を撫なでた。

　すると、澪人はすぐに気分が良くなったようで、明るい顔でにこりと微笑む。

『ほんなら、兄の言う通り、また何かあったら、報告し合いましょう』

　はーい、と皆は声を上げる。

『みんな、それじゃあ、また』

　画面の向こうで手を振る小春と澪人に、「またねー」と皆も手を振り返した。





二






　澪人・小春との通信を終えたＯＧＭのメンバーは、和室を綺き麗れいに片付けた後、一階の『さくら庵』に顔を出した。

「吉よし乃のさん、ありがとうございました」

「お邪魔しました」

　吉乃はいつも通り木製カウンターに座り、友人の弥生やよいと愉たのしげに語らいながら、皆に向かって「また、いつでも遊びに来るんやで」と手を振る。

　皆は「はい、ありがとうございます」と会釈をして『さくら庵』を後にする。

「それじゃあ、私は親に頼まれたお使いがあるから、ここで」

「俺はスクーターだから、ここで」

　そう言った由里子と朔也に、愛衣は、「はい、また」と手を振った。

「愛衣さんは、どうやって帰るの？」

　にこやかに尋ねてきた和人に、愛衣は戸惑いながら「あ、バスで」と答える。

「それなら、方向一緒だし、家まで車で送るよ」

　愛衣の鼓動が、どきんと跳ねた。

「え、でも、方向一緒って言っても、和人さんは下しも鴨がもで、私は今、上かみ賀が茂もの方ですし」

　同じ洛らく北ほくだが、下鴨は左さ京きよう区、上賀茂は北きた区だ。

　近いと言うほどではない。

「ううん、上賀茂の家に行く用事があるんだ。だから、気にしないで」

　その言葉に、愛衣は嬉うれしさを感じながらも、強こわ張ばった表情でぎこちなく頷く。

「そ、それではよろしくお願いいたします」

「うん、それじゃあ、こっち」

　和人は、近くのパーキングに向かって歩き出す。

　彼が乗っている車は、レモン色の軽自動車だった。

「これが、和人さんが乗ってる車なんですね」

　愛衣は少し意外に思いながら、息をつく。

「うん。家が病院というと外車に乗るイメージがあるみたいで。愛衣さんも、意外だった？」

「いえ、軽であることは、別に……便利ですし」

　そう話しながら、二人は車に乗り込んだ。

　実際、小路の多い京都は、軽自動車との相性が良く、乗っている人は多い。

　だから軽自動車であることには、違和感はなかった。

「意外だったのは色です。和人さんは、落ち着いた色合いの良い意味でシンプルな服を着ているし、車もそんな感じなのかなと思っていたので」

　こんなに可愛らしいレモン色であることが意外だった。

　すると、和人は運転しながら、「あー」と納得したように相あい槌づちをうつ。

「たしかに服は、シンプルにしてるかも。でも、実際はこういうパステルカラーが好きなんだよね」

「そうだったんですか？」

「うん。愛衣さんの好きな色は？」

「私は……藍あい色いろとか。パステルカラーも綺麗だと思うんですが、身に着けることはできないんですよ。落ち着かなくて」

「ああ、その気持ちも分かる気がする。僕は、自分の外見が地味なせいか、結構、華やかなものを好む傾向にあるのかもしれない。でも、パステルカラーのような色の服は、似合わないというか、浮いてしまうのも分かってるから、車とか時計のベルトとか、持っている小物に取り入れるようにしてるんだ」

　愛衣は、その言葉を聞きながら、ちらりと和人の左手首に目を向けた。

　とても綺麗な水色のベルトであり、愛衣は「へぇ」と頷く。

「アクセントになって素敵ですね」

　そう言うと、和人は「ありがとう」と嬉しそうに目を細めた。

　思えば、自分も『華やかな色は自分には似合わない。だから、身に着けても落ち着かない』と決めつけて、ネイビーやブラウン、グレーといった地味な色ばかりを身に着けていた。

　けれど、パステルカラーのような綺麗な色を見るのは好きだった。

　服は無理でも、和人のように時計や小物に、そういう華やかな色を取り入れていくのも良いだろう。

　もしかしたら、自分と和人は感覚が似ているのかもしれない。

　少し嬉しく感じていると、和人がふと思い出したように「そういえば」と口を開いた。

「そういえば、愛衣さん、お父さんと元担任の先生の件はどうなったの？」

　その話題に、愛衣は瞬間的に『嫌だな』と感じ、微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「……あれから、特に進展はなくて」

　と、当たり障りのない言葉を返して、窓の外に目を向けた。

　本当は、父親と元担任の早さ乙女おとめは、スマホでメッセージのやりとりをしているらしいことは分かっている。

　そうした様子を察すると、どうしても胸が騒いでしまうのも事実だ。

　だが、そのことは口に出せなかった。

　また、和人に、『気持ちは分かるけど、お父さんにも幸せになる権利はあると思うし、素直に応援できる気持ちになれたらいいね』といったことを言われてしまっては、胸が苦しくなってしまうからだ。

　そんなこと、自分が一番分かっている。

　分かりながらも、素直にできないから苦しいのだ。

　愛衣が口を閉ざしたことで、車内に沈黙が訪れた。

　空気が気まずく、居たたまれない。

　和人も気を遣ったのか、話題を振ってくれる。

　だが、そうやって気を遣わせること自体が申し訳なく感じてしまい、会話を続かせることができなかった。

　早く家に着かないかな、と信号ばかり確認してしまう。

　ようやく家に着き、

「本当にありがとうございました」

　と、愛衣は和人に心からの礼を言って、家に入る。

　まだ、父親は就業中であり、家には誰もいない。

　リビングに入るなり、愛衣はソファーに飛び込んで、はーっ、と大きく息を吐き出した。

「なんだか、もやもやする」

　自分は和人に恋をしていると思っていた。

　自分と彼が似ているのかもしれないと感じて、嬉しくも思ったのだ。

　それなのに、突っ込んだ話はしたくなくて、二人きりの時間を居たたまれなく感じるなんて。

「…………」

　愛衣は、徐おもむろにバッグの中からスマホを取り出し、なんとなく、小春にメッセージを送った。

『小春は、自分が分からなくなる時ってある？』

　送信した後、愛衣は後悔した。

　自分は一体、何を送っているのだろう。

　小春も戸惑うに違いない。

　このメッセージを小春が目にする前に、削除してしまおうと思った瞬間、ブルル、とスマホが鳴動した。

　それは小春からの着信であり、愛衣は慌てて体を起こし、電話に出る。

「あ、もしもし」

『愛衣、ごめんね。メッセージ見て気になって。今、大丈夫？』

「うん、今、家に一人だから。小春こそ大丈夫？」

『私も、澪人さんの部屋に一人だから』

「澪人さんは？」

『今、東の本部長に呼ばれて、部屋を出ているの』

「澪人さんの部屋で、留守番してるんだ？　奥さんみたい」

　愛衣がくすりと笑うと、『お、奥さんなんて』と小春は動揺した声を上げている。

『そんな。話が終わったら、二人で今後の対策を話し合おうって言ってて、それで待ってるだけで……』

　ぎこちなく言う小春に、愛衣はぷぷっと笑った。

「ごめんごめん。でも、誰かの部屋で留守番って、落ち着かないよね」

『うん、落ち着かない。食器もポットも冷蔵庫も部屋にあるものを好きに使っていいって言ってもらえてるんだけどね。だから、愛衣に電話できて良かった』

　すぐにそう言った小春に、愛衣の心が温かくなる。

　あらためて、良い友達を持てたと感じた。

『愛衣、自分が分からなくなるような出来事があったの？』

　少し言い難にくそうに尋ねる小春に、愛衣は「……うん」と頷うなずいた。

「なんとなく、『好きかもしれない』と思っていた人がいてね」

　そう話し始めると、小春が息を吞のんだのが分かった。

　愛衣は小さく笑って話を続ける。

「でも、もしかしたら、好きは好きだけど恋愛とは違うのかも？　と思うことがあって、自分が分からなくなって」

　愛衣はスマホを耳に当てたまま、ソファーの背もたれに身を委ゆだね、宙を見詰めた。

　澪人と違って、和人のルックスはいたって普通だ。

　けれど、自分は和人の外見が好みだったように思える。

　人に安心感を与えるような笑顔も、前向きな考え方も、あのリーダーシップも……。

　和人と関わることが増えて、その人となりをさらに知ることで、より尊敬を覚えるようになった。

　だから、もっと好きになっても良いものなのに、二人きりになり、その尊敬できる部分に触れると、苦痛に感じるのだ。

　苦痛は言い過ぎかもしれないが、『こんな立派な人と一緒にいるのが、居たたまれない』という気持ちにさせられる。

「結局、自分はどんな人が好きなのかなぁ、なんて思って。自分が分からなくなったというか」

　話しながら、愛衣は自分が落ち着いてきたことを感じた。

　こうして吐き出すだけで、随分と楽になるものだ。

　小春は、うんうん、と熱心に聞きながら、

『ホロスコープから、愛衣の属性を伝えることはできるけど、良かったらやってみる？　あくまで参考程度に受け取ってもらえたらなんだけど』

　と言い出したので、愛衣は思わず前のめりになった。

「う、うん、ぜひ！　面白そう」

『ちょっと待ってね、タブレット出すから』

　小春がゴソゴソしている間、愛衣は少しわくわくしながら、スマホを操作して、自分のホロスコープを表示させてみた。

　だが、見たところで、ちっとも分からない。

　小春は、『前にも話したことはあるんだけど、あらためて』そう前置きをして、

『星座には「太陽星座」と「月星座」があってね……』

　と、話し始めた。

　星占いで馴な染じみなのは、誕生日から見る『太陽星座』だ。

　太陽星座とは、表の自分、人から見える自分、社会に見せている自分であり、それに対して月星座は、素の自分、自分の内面だそうだ。

『愛衣の太陽星座は、水みず瓶がめ座だよね』

　愛衣は「うん」と頷く。

『水瓶座は、「独創性豊かなアイデアマン」、なおかつ「自由」で「冷静」。自分の目で見極めて物事を判断するし、情報にも敏感なの。こだわりも強いから、人にマニアックに見られるところもあって』

　そう話す小春に、まさに自分だと愛衣は笑う。

『でね、愛衣の内面を示す月星座は、「乙女座」なの』

　ホロスコープを見ると、月は乙女座の室に入っている。

『乙女座は、「堅実と安定を重んじる気配り上手」な人。物静かで理知的で慎重。人を助けることを喜びとするところがある、縁の下の力持ちタイプ。時に自分自身が目立つことを好まない部分もあるみたい。誰かを助けて、「名乗るほどの者ではありませんので」って、立ち去ったりするのを素でやれるのが乙女座なの』

　愛衣は、ぷっと噴き出して、口に手を当てた。

「分かるっ！　自分でもそういう部分あると思うもの。お金持ちだったら、どこかに多額の寄付をして、名乗らないままでいたいとか思うもん」

『やっぱりそうなんだ』

　と、電話の向こうで小春も笑っている。

『で、ホロスコープで、好む異性のタイプも分かるのよ』

　愛衣は「へええ」と目を瞬かせる。

「どうやって分かるの？」

『女性の場合は、火星がどこの星座にあるかで分かって、男性の場合は金星のある位置で分かるそうだよ』

　その言葉に、愛衣は火星と金星に目を向ける。

　火星を示すマークは『♂』であり、金星は『♀』で、まさに男性と女性を暗示していた。

　なるほど、と相あい槌づちをうっていると、

『愛衣の火星は、獅し子し座にあるね』

「うん、本当だね」

『獅子座って、太陽の加護を受けた、すごく華やかで、明るい天真爛らん漫まんな星座なの。リーダーシップのあるムードメーカー。なんていうのかな……だから愛衣はアイドルみたいな人が好きな暗示』

　そう話した小春に、愛衣はごほっとむせた。

「ア、アイドル？」

　外見の良い男性を思い浮かべるなり、澪人の姿が過よぎる。

「いやいや、私、あんまり外見の良い人とか苦手で。気後れしちゃうもん」

　そこまで言った後、宗次朗の姿を思い浮かべた。

「あ、でも、宗次朗さんは好きかな」

　思えば、宗次朗は、獅子座の象徴のようだ。

　宗次朗のバックに獅子が吠ほえているイメージが浮かび、愛衣は頰を緩ませる。

　自分が、宗次朗に対して、『素敵』と思ったのは、火星が獅子座の位置にあるのも関係していたのかもしれない。

　その後に、和人のことを思い浮かべ、獅子座的な華やかさを持った人ではないな、と苦笑した。

「ちなみに、小春のホロスコープはどんな感じなの？」

『私は四月生まれだから、太陽は、牡お羊ひつじ座』

「リーダーシップの星座だね」

　愛衣は、ふむ、と相槌をうつ。

『で、内面を暗示する、月星座は牡牛座なの』

「牡牛座って？」

『まさに牛のイメージで、のんびりゆったり一歩一歩前に進む堅実な努力家で、大らかなんだって。あと、ラグジュアリーというか、上質なものを好む傾向にあるみたい』

「あ、分かる気がする。それで、小春の好きな男性像を示す火星は？」

　澪人のような人を好むということは、自分と同じ獅子座だろうか？

　それとも、彼は聡明な印象だから、水瓶座かもしれない。

　そう思っていると、小春はぽつりと口を開いた。

『私の火星は、山羊やぎ座にある』

「山羊座って、どんな暗示なの？」

『「とても冷静かつスマート。責任感のある常識人」で、真面目で実直……時々不器用、誠実だから年長者からの引き立て運はあって』

　その言葉に、愛衣はまた噴き出した。

「まさに、澪人さんじゃん。めっちゃ当たってる！」

『山羊座は、実は野心家な部分もあるんだけど、とても辛抱強くて』

「やだ、澪人さん、そのまますぎる！」

　愛衣はソファーに倒れて笑う。

「ねぇ、澪人さんのホロスコープは？」

『前に、本人に確認して見せてもらったことがあるから、それを保存してるはず。ちょっと待ってね』

　と、小春はタブレットを操作しているようだ。

『ええと、澪人さんは、三月二十日生まれだからギリギリ魚座なのね。牡羊座の要素も少しある魚座というか』

「ああ、ロマンチストで献身的、感受性が強い魚座と、リーダーシップの牡羊座……」

『で、内面を示す月星座は、山羊座にある』

　愛衣は、ぷっ、と笑った。

「やっぱり、真面目なんだ。ていうか、小春の求める男性像が山羊座で、澪人さんの内面を示す月星座が山羊座って、これはもう運命じゃない？」

『う、運命って』

　小春は照れたようで、しどろもどろになっている。

「やっぱり、ホロスコープって本当に面白いね」

『本当だね。もちろん、ホロスコープがすべてじゃないんだけど……』

「うん、分かってる」

『でも、少し参考になったかな？』

「すごくなった。自分の違和感の正体がつかめたというか」

　良かった、と小春が嬉うれしそうに笑っているのが分かった。

　その後も少しお喋しやべりをし、

「ありがとう、小春。それじゃあ、またね」

　と、愛衣は、礼を言って電話を切った。

　スマホをテーブルに置いて、ソファーに横たわり、うん、と体を伸ばす。

　胸の内側のもやもやは、すっかりなくなり、青天のような晴れやかな気持ちだった。

「さて、今夜もお父さんのために美味おいしい夕食を作ろう」

　と、体を起こす。

　愛衣が祖父母の家に身を寄せていた時は、祖母や使用人が何から何までやってくれていた。

　父と二人暮らしを始めた今、家のことをしなくてはならない。

　他の人から見れば、『大変ね』と同情されるかもしれないが、愛衣はそれが楽しかった。

　もしかしたら、それは、縁の下の力持ちであることが好きな『乙女座』の気質から来ているものかもしれない。

　ふと、元担任の早乙女の姿が浮かぶ。

　引っ越しの日、彼女は、ご馳ち走そうがたくさん詰まった重箱を持って、この家に訪れたのだ。

　早乙女が、この家に入り、『母親』になって家事をすることを思うと、もやもやする。

　だが、二人が恋人同士になって、時々デートするのは、『仕方ないな』と思う程度で済むのだ。

「……そっか、お父さんに恋人ができるのはいいんだ。この家に『母親』になる人がやってきて、自分の役割を奪われるかもしれないのが、嫌だったんだ」

　自分の気持ちがはっきりと分かり、

「なるほどなぁ」

　と、大きな声で言って、ふふっと笑う。

　小春の言う通り、ホロスコープがすべてではない。

　だが、ホロスコープから自分を知ることで、納得したり、楽になったりすることはたしかにあるものだ。

　それは、今後の進路を考える上でも、参考になるだろう。

「よし、今日も縁の下の力持ち、がんばるぞ！　夕食作りの前に、水回りの掃除をしよう」

　愛衣は弾んだ足取りで、キッチンへと向かった。





三






　翌日から京都チームは、愛衣の家の調査を始めた。

　まずは図書館に行き、昔の地図を確認する。

「あっ、見てよこれ、本当に神社になってるよ」

　思わず大きな声を上げた朔也に、愛衣と由里子は「しーっ」と人差し指を立てる。

　瞬時に、ここが図書館であることを思い出した朔也は、「ごめん」と肩をすくめた。

　図書館にあった一番古い地図は、明治維新後に作られたものだった。

　朔也の指差した先には神社の地図記号、鳥居のマークが記されている。

「まさかと思っていたけど、本当に神社だったんだ」

　愛衣は、今自分が住んでいる土地の、過去の地図を見下ろして、息をつく。

「一体、お社はいつ頃からなくなったのかしらね？」

「大正時代はどうだったのかな？」

　明治時代、大正時代と、確認していくと、昭和初期に作られた地図には、社は存在し、戦後に作られた地図では、もう空き地となっていた。

「これって、もしかして空襲でやられたってことなのかしら？」

　由里子がぽつりと零こぼすと、愛衣は「えっ、でも」と首を傾げる。

「京都は空襲に遭ってないんだよね？」

　すると、由里子が「いいえ」と首を振った。

「どうしてか、そんな風に思っている人が多いんだけど、京都でも空襲はあったのよ」

「そうなの？　京都には歴史的価値のある文化遺産が多いから、米軍もそれを考慮して、爆弾を投下しなかったって話を聞いたことあるけど」

　そう言う朔也に、愛衣も、うんうん、と頷うなずく。

「人が人を虐殺して、それが正義とされるような凶星に取り憑つかれているような時に、文化遺産のことなんて考えないわよ。爆弾の投下が他の地方より少なかったのは、たまたまの話。もちろん、神仏の加護があったんだとは思うけれど、それでも、京都御所や西にし陣じんにも爆弾は投下されたの」

　腕を組み、少し険しい表情で言う由里子に、朔也と愛衣は圧倒されながら、相あい槌づちをうつ。

「ところで、由里子さん、『凶星に取り憑かれているような時』って言いましたけど、それはどういうことですか？」

　そう問うた愛衣に、由里子はぱちりと目を開く。

「あら、よく使う言葉じゃない？」

「え、使わないっすよ。使ったことないし」

「私も使ったことないです」

　と、朔也と愛衣は、苦笑した。

「それじゃあ、これは安倍家に限ってのことなのかしら？　たとえば戦争のように、自分の意思とは裏腹に、どうしても禍まが々まがしい方向に進むしかなくなるような状況の時のことを『凶星に取り憑かれている時』って言い方をするのよ」

　そう話す由里子に、二人は「へぇ」と感心したような声を上げる。

　そんな話から、京都の空襲に興味を持った三人は、戦争の記録も調べることにした。

　京都空襲は一九四五年（昭和二十年）の一月十六日から六月二十六日にかけて五度にわたって行われていた。

　第一回は、一月十六日、二十三時二十三分頃、馬うま町まち空襲（東ひがし山やま区馬町）。

　第二回は、三月十九日、春日かすが町ちよう空襲（右う京きよう区）。

　第三回は、四月十六日、太秦うずまさ空襲（右京区）。

　第四回は、五月十一日、京都御所空襲（上かみ京ぎよう区）。

　第五回は、六月二十六日、早朝、西陣空襲（上京区出で水みず）。

　報道管制が敷かれたため、被害の詳細は判明していないそうだが、多くの人が亡くなっていることだけは分かった。

　事実を目の当たりにし、朔也と愛衣は苦々しい気持ちで、目を伏せる。

「どうして、『空襲なんてなかった』なんて思われてるんだろうな。亡くなった人もたくさんいるのに、変に美談のようにされて……そういうの、すげぇやりきれないよな」

　朔也は、ぐっ、と唇を嚙かみしめる。

「朔也君……」

　愛衣も同じ気持ちだった。

　突然の圧倒的暴力で、すべてを失った人たちがいるというのに、それがなかったように伝わっている。

　もし、大切な人が空襲で亡くなっていたら、それなのに、『京都には空襲がなかった』なんて伝えられていたりしたら、自分はとても憤りを感じるだろう。

　悔しい思いをするに違いない。

　本当のことを知る大切さが、胸に迫った。

　由里子も同じ気持ちだったようで、朔也と愛衣の背中をポンッと軽く叩たたく。

「……話を戻しましょう。愛衣さんの住む土地は、空襲の被害地からは離れているけれど、戦争が何らかの影響をもたらして、なくなってしまったと考えるのが自然じゃないかしら」

　由里子の言葉に、朔也と愛衣は「たしかに」と頷く。

　その後も、愛衣の住む土地に関することを調べていったが、図書館で得られる情報には限界があった。







　三人は図書館を出て、とりあえず愛衣の家に向かっていた。

「この辺の歴史に詳しい人の話を聞けたらいいんだけどなぁ」

　朔也は歩きながら、体を伸ばしつつ言う。

「詳しい人って、町内会の人とかかしら？」

「あとは、地主とか？」

「ああ、地主さん」

　そう話す朔也と由里子に、愛衣が「そうだ」と声を上げた。

「吉乃さんに聞いてみるのはどうでしょう？」

　朔也と由里子は、吉乃さん？　と振り返る。

「吉乃さんは、かつては上賀茂に住んでいたそうですし、顔も広いので、この辺りのことに詳しい人を知っていそうな気がしまして」

「おー、それいいかも。愛衣ちゃん、ナイス」

「本当ね。今、一番の得策よ。電話して聞いてみましょう」

「あ、ちょっと待ってくださいね」

　愛衣はすぐにスマホを操作して、吉乃に電話をかける。

『はい、もしもし、「さくら庵」です』

「あ、もしもし、こんにちは、愛衣です」

　愛衣はスマホを手にしたまま、ペコペコと頭を下げ、その姿に朔也と由里子が口に手を当てて笑いを堪こらえる。

　愛衣がそのまま、今住んでいる土地のことや、歴史に詳しい人を尋ねると、

『詳しい人といえば、そら、徳とくちゃんや』

　吉乃は、間髪を容いれずにそう答えた。

「徳ちゃん……って？」

『あんたらもよう知っているはずやろ。学園長やし』

「えっ、徳ちゃんって、学がく徳とく学園の学園長の徳とく松まつ先生のことなんですか？」

　愛衣は驚きから、声を上ずらせる。

　吉乃は、『そやで』と、あっさり答え、

『ほんなら、徳ちゃんに連絡しておいてあげるさかい、訪ねてみるとええわ。確認取って折り返すさかい、ちょっと待ってな』

　吉乃は、それだけ言って電話を切った。

「お礼を言う暇もなかった。それにしても、学園長とも知り合いだったなんて……」

　愛衣はスマホを手に呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「さすが、吉乃さんだなぁ」

「本当ね」

　感心していると、すぐに吉乃から折り返し電話がきた。

　徳松学園長は、今日は一日学徳学園にいるということで、時間も作ってくれるとのことだった。

「学園長、わざわざ、部室を訪ねてきてくれるって」

「よっしゃ、それじゃあ、学徳学園に行こう」

　そう声を上げた朔也に、愛衣と由里子は「おーっ」と拳こぶしを上げ、跳ねるように学徳学園へと向かった。





四






　ＯＧＭが学園内での活動の拠点として使っているミステリー研究会の部室は、中庭に建つ中央塔の一階にある。

　元々この中央塔は、学生寮であり、その一階は生徒と家族が面会する際に使う応接室だったのだ。

　室内はヨーロピアンテイストで、天井にはシャンデリア、中央にアンティークな応接ソファーが向かい合っている。壁際には、大きなテーブルが一つ。

　部室というより、豪邸の応接室にしか見えない。

　人の良さそうな笑顔で、にこやかに部室を訪れた徳松は、ソファーに腰を掛け、愛衣は紅茶の準備を、由里子は菓子の用意をしていた。

　愛衣と由里子が、「どうぞ」と紅茶と菓子をテーブルに置くと、徳松は「ありがとう」と微笑み、カップを手にする。

「ここに入るのは、久しぶりだけど、随分と綺き麗れいにしてくれているんだね。ちょっと前までは、掃除をしていても、お化け屋敷のような雰囲気だったのに……」

　徳松は、室内を見回して、こんなにお洒落しやれだったかな、と感心したようにつぶやく。

　由里子が、「そうですね」と、相あい槌づちをうった。

「誰にも使われていなかったら、たとえ掃除をしていても部屋も荒すさんでいくものですから」

「ああ、たしかにその通りだ。この部屋は、君達に使ってもらって、とても喜んでいるんじゃないかな。イキイキしているように感じるよ」

　徳松は、愛衣の淹いれた紅茶を口に運び、「美味うまい」と息を吐きだしながら言う。

　ゆっくりとカップを置いて、皆の顔を見回した。

「それで、わたしに訊ききたいことというのは？」

　愛衣は、「えっと」と洩もらして、正面に腰を下ろして、テーブルの上に北区の地図を広げる。

「今、私は、ここに住んでいまして」

　と、愛衣は自分の住んでいる土地に、赤い印をつけた。

「ここは、どうやら、元神社だったのでは、という話を聞いたんすよ」

　そう続けた朔也に、徳松は、ふむふむ、と相槌をうちながら、少し前のめりになる。

「それは、もしかして、小春さんか澪人君の霊視なのかな？」

　吉乃の旧友である徳松は、即座に状況を理解したようだ。

　話が早くて助かる、と思うと同時に、徳松のキラリと輝く目を見ながら、彼はもしかしたら、弥生同様、吉乃のファンであり、こうした不思議な話が好きなのかもしれないと感じた。

「ええ、そうです」

「コハちゃん……櫻井さんと賀茂くんの霊視っす」

　頷うなずく由里子と朔也に、

「いやはや、やっぱり、二人ともさすがだねぇ……」

　徳松は、心から感心したように言う。

「それじゃあ、やっぱり本当にここに神社があったんですか？」

　愛衣は、地図を指差したまま、徳松を見上げた。

「ああ、人づてに聞いた話だけれど、その神社はどうも江戸時代後期に造られたそうだよ。とある高貴な血筋のお方が神主としてそこにいらっしゃったとか。いわゆる『落とし胤だね』というのかな？　父親はやんごとなきお方だけれど、母親の身分が低かったとかでね、その方は、生まれつき『見けん鬼き』の能力があり、その力の強さから『白はつ鬼き』なんて言われて恐れられていたところもあったようだよ。だけど、当時、恐ろしい魔物を封じたことで、周囲の見る目が変わったらしい。それがキッカケで、神社の神主になることを選んだとか」

『見鬼』の能力。

　それはすなわち、鬼を見ることができる力。

　霊能力を意味している。

　皆は黙って相槌をうつ。

「元々、母親の身分が低かったことで、随分と蔑さげすまれたそうなんだ。結局は貴族の世界が嫌になったんだろうね。ただ、そうした理由で俗世を離れるお方は寺に入って剃てい髪はつし、出家をすることが多いんだけど、そうはせずに髪を残して神社に入ったのは、どこかで俗世に未練があったのかもしれないね。そのためなのか、明治維新後に都が東に遷うつった際に、彼もどうやら行ってしまったようなんだ」

「東京に？」

　そう問うた朔也に、徳松は「おそらく」と頷く。

「神主をしながらの生活も楽ではなかったそうで、多分、革命後ならば自分の境遇も大きく変わると思ったのかもしれないね。その後、その方が、どうなったのか分からないのだけど……。そうして、神社は無人となってしまったそうです」

　朔也、愛衣、由里子の三人は、へええ、と洩らす。

「まぁ、これも、いろんな方から聞き伝えられたことなので、どこまで本当のことか分からないのだけど。そうして、主あるじを失った社は、どんどん朽ちていって、戦争が終わる頃には何もない空き地となっていたとか」

　話を聞き終えて、三人は、なるほど、と頷いた。

　その土地から、人も社も姿を消しても、精霊たちは残っていたのだろう。

　誇りも持ったままだったのだろう。

　いつか、主が戻って来てくれることを待っていたのかもしれない。

　そう思うと、愛衣の胸が詰まり、目に涙が浮かんだ。

「愛衣さん、どうしたの、大丈夫？」

　突然、涙を滲にじませた愛衣に、由里子は驚いたように顔を向ける。

「あ、ごめんなさい。社に残された精霊たちのことを思うと切なくて……私、彼らに喜んでもらえるような住人になりたいとあらためて思って」

「愛衣ちゃん……」

　そんな愛衣を前に、朔也は頰を緩ませた。

「……あの土地に、いつの間にか住宅が建っていて、住人が居着かない話は聞いていたんだ。『そりゃあそうだろう』とわたしは思っていた。けれど、君のようにすべてを分かっていて、そういう気持ちでいてくれる人が住んでくれたら、あの家も土地もきっと嬉うれしいと思うよ」

　徳松はそう言って、柔らかな笑みを見せる。

　愛衣は目に浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐいながら、「ありがとうございます」と頭を下げた。





五






　一方、少し前の東京では──。

「落ち着かない」

　ＯＧＭの報告会を終えた後、小春は一人きりで、澪人の部屋の中をうろうろと歩き回っていた。

　澪人は東の本部長に呼び出されて、部屋を出て行ってしまったのだ。

　ちょうど、家に着いたらしい愛衣から連絡が来て、電話で少し話すことができたのだが、それを終えた後は、窓の外を眺めたり、ソファーに腰を下ろしたり、部屋の中をうろついたりと身の置き場に困ってしまっていた。

　部屋にある物はなんでも好きに使って良い、と言ってくれたことを思い出した小春が、お茶でも淹れようといそいそとキッチンに立ち、用意をし始めた時、澪人が部屋に戻って来た。

「かんにん、つい話し込んでしもて。退屈やったやろ」

　部屋に入るなり、澪人は申し訳なさそうに言う。

「退屈というか、やっぱり落ち着かないですよね。あっ、ポットお借りしました。あの、この紅茶のティーバッグいただいても良いですか？」

「もちろんや。なんでも使つこて」

「澪人さんの分も淹れますね」

　小春はもう一客カップ＆ソーサーを取り出す。

「あ、僕がやるし」

「いえ、ついでですから」

　小春が首を振ると、

「おおきに。ほんなら、甘えさせてもろて、僕は着替えることにするわ」

　と、澪人は、頭の冠を取った。

　彼は今、狩かり衣ぎぬ姿だ。

　エアコンで空調が整えられているとはいえ、やはり夏の暑さは厳しい。

　たしかに、その格好の必要がなくなったのならば、すぐに着替えたいだろう。

　澪人は、私服を手に脱衣所へと入っていき、目の前で着替えられたらどうしよう、とドキドキしていた小春は、少しホッとして胸に手を当てた。







　紅茶の用意ができる頃、脱衣所の扉が開いた。

　ジーンズに白いシャツ姿という、シンプルだが爽さわやかな出いで立ちだ。

「紅茶のええ匂いや」

　澪人は微笑んで、小春の正面に腰を下ろした。

「棚に入っていたティーバッグですよ。英国のメーカーで、とてもお洒落しやれなパッケージでした」

「そういう備品のチョイスは、川瀬さんがやったはるみたいや」

「そうなんですね」

　センスがいいんですねぇ、と小春は洩もらす。

「西洋占星術のスペシャリストになるくらいやし、やっぱり英国のもんが好きなんやろね」

　英国は、『西洋占星術の本場』と言われているため、そうかもしれませんね、と小春は相あい槌づちをうつ。

「小春ちゃんも英国のもんが好きやったりするん？」

「不思議の国のアリスとかテディベアとか可愛いとは思いますけど……、でも、やっぱり私は、和のものが好きです」

「僕もや。なんやホッとするし」

「そうなんです。ホッとしますよね」

　同じ感覚であることを嬉しく思いながら、二人は微笑み合う。

　だが顔を見合わせているうちに気恥ずかしくなって、小春は誤魔化すようにカップに目を落とした。

「あの、東の本部長とどんな話を？」

　話題を変えると、紅茶を飲んでいた澪人は、「ああ」と顔を上げた。

「しっかり釘くぎを刺されてしもて」

「釘？」

　きょとんとする小春に、澪人は「なんでもあらへん」と苦笑する。

「……東の本部長に僕らで谷口さんのことを調べようと思うてことを伝えたら、そのサポートをしてくれるて言うたはりました。何か分かり次第、報告してくれるそうや」

　小春は、うんうん、と相槌をうつ。

「今回捕らえた谷口さんの部下やけど、彼らは皆、黒スーツやったんや。そのスーツの裏地に五ご芒ぼう星せいが縫われていた。それが、ただの五芒星やなくて、逆さやねん」

「逆さ……」

「そや。逆五芒星や。正五芒星は、解放と封印、結界を司つかさどる大きな力を持つ印やけど、逆さにしたら悪魔の印にもなるて話や。海外では『デビルスター』て呼ばれ方もしてるとか」

　澪人の言葉に、小春の背筋がぞくりと冷えた。

「そのことから、今、関東本部では彼らを『凶きよう星せい』て呼ぶようになったんや」

　と、澪人は前置きをして、話を続ける。

「谷口さんの調査を進めつつ、僕は『凶星』のメンバーが下げてしまった波動を上げたいて思うているんや。それには、あなたの力が必要やねん」

「私の……？」

　小春は戸惑いながら、澪人を見た。

「そや。あなたは、自分が思う以上に、大きな力を持ってるんや」

「そ、そうでしょうか？　褒めてもらえるのは嬉しいのですが、自分ではまったく分からないので、お役に立てなかったらと思うと……」

　小春はプレッシャーを感じて、身を小さくする。

「さっきも東の本部長が、あなたのことをめちゃめちゃ褒めたはりました。『滝に打たれずに滝に打たれたくらいの波動を感じられた』て」

　その譬たとえがよく分からずに、小春は「はぁ」と苦笑する。

「他の陰おん陽みよう師じたちも、『斎王にお会いできた』って、まるでアイドルにでも会ったようなはしゃぎっぷりで……」

「ええ？」

　小春が、ぎょっと目を見開くと、澪人は小さく笑う。

「あの場にいた大勢の陰陽師たちが、あなたの特別な波動に触れて喜んだくらいや。自信持ってよろしい」

「……澪人さんは、私に初めて会った時、『特別な波動』を持ってると思いました？」

　いまいちピンとこない小春は、信じられない様子で澪人を見る。

「初めて会おうた時は、そないには感じひんかって。あの頃のあなたは、自分の殻に閉じこもっていたし。それは波動にも現われるんや」

「あ、そうなんですね」

「その後、あなたはいろいろあって、今のあなたになったんや。きっと、野のの宮みやで神託を降ろしていた頃の──前世のあなたと変わらない波動を今は纏まとってはると思います」

　無意識なのか、澪人は小春に対して敬語を使っていた。

　小春が圧倒されて何も言えずにいると、澪人は自分の胸に手を当てた。

「それに、僕かて、最初会うた時と今やったら、随分、波動が変わってるんやないかて思うんやけど……」

「たしかに、別人のようです」

　真顔で答えた小春に、澪人は噴き出した。

「即答やね」

「だ、だって」

　あの頃の澪人は、今とはまったく違っている。

　何を考えているのか分からなかったし、瞳ひとみには何も映していない印象もあった。

　それは、心を閉ざしていたためなのだろう。

「本当に、随分変わりましたよね」

　くすくすと笑う小春に、澪人はばつが悪そうに目をそらし、「まぁ、それはさておき」と話題を変えた。

「早速、明日あしたから動き出したいんやけど、小春ちゃんは大丈夫やろか。朝九時くらいから行動したいて思うんやけど」

「大丈夫です」

「ほんなら、明日の朝九時に、待ち合わせの場所は、この前宗次朗さんたちと行った、東とう京きよう大だい神じん宮ぐうで」

　はい、と頷うなずいた後、小春は不思議そうに首を傾げる。

「でも、波動を上げるって、どうやるんですか？」

「ああ、それは、あの時と同じやねん」

「同じ？」

「そや、『結界の補強』や」

　澪人は、そう言って笑みを見せた。





六






　翌朝、小春は、澪人と待ち合わせた東京大神宮へと向かっていた。

　張り切って家を出たためか、待ち合わせ時間の十五分前、八時四十五分には、神宮の入口に着いていた。

「ちょっと早く着いちゃった」

　と、小春は、腕時計に目を落とす。

　少し早いけれど、あの境内は気持ちが良いし、ベンチで休みつつ澪人を待っていよう。

　そう思いながら鳥居をくぐり、階段を上る。

　夏休み中とはいえ、平日の朝は、人の姿が少ない。

　そのため、彼の姿がすぐに目に入った。

「澪人さん……」

　境内には、すでに澪人が到着していた。

　彼は、ジーンズにシャツと、昨日と同じような出いで立ちで、境内の中心に立って、ぐるりと辺りを見回している。

　すぐに小春の気配に気付いたようで、微笑みながら顔を向けた。

「おはよう、小春ちゃん。早いんやね」

「おはようございます。早いのは、澪人さんこそです」

「僕は下準備があったさかい」

「下準備？」

　小春が小首を傾げると、澪人は手招きをして、ベンチへと誘導した。

　澪人は、ベンチに座るなり、ポケットから地図を取り出す。

「かんにん。地図なんて、スマホで事足りるんやろうけど、どうしてもアナログな人間やさかい、紙の方が見やすく感じてしもて」

　折り畳んであった地図を広げながら言う澪人に、小春は「私もです」と小さく笑う。

「京都に五芒星の結界が張られていたように、東京にも結界があるんやけど……」

　京都に張られた五芒星の結界とは、上賀茂神社、松まつの尾お大たい社しや、銀ぎん閣かく寺じ、金きん閣かく寺じ、八や坂さか神社の五社寺だ。

　それは、かつて稀き代たいの陰陽師と謳うたわれた安あ倍べの晴せい明めいが、張ったもの。

　千年の時を経て、その効力がなくなり、結界が崩れかけた時、上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松尾大社、金閣寺、そして再び上賀茂神社と、円を描くような順で祈き禱とうをしたことで、その結界は復活したのだ。

「東京の五ご芒ぼう星せいの結界は、日ひ枝え神社、明めい治じ神じん宮ぐう、靖やす国くに神社、大おお國くに魂たま神社、ほんで東京大神宮なんやけど、これは『表』結界なんや」

「表？　東京の結界には、表と裏があるんですか？」

　京の町では、五芒星以外に九く字じと三角形の結界があるが、東京では、五芒星の結界に表と裏があるようだ。

「そうやねん。実は、京にも裏結界はあるんやで」

「えっ、そうなんですか？」

　初耳だったため、小春は驚きから声を上ずらせる。

「鞍くら馬ま寺でら、大おお原はら野の神社、醍だい醐ご寺じ、化あだし野の念ねん仏ぶつ寺じ、宇う治じ神社や。これらは、表に比べて後の陰陽師たちが張った新しい結界やって、大掛かりな修繕をするほどでもなく、西の陰陽師たちの祈禱に任せたんやけど」

「そうだったんですねぇ」

「僕は、今回の件、表結界よりも裏結界に力を入れた方がええような気ぃしてるんや。そやから、表の結界の祈禱は関東本部の陰陽師たちに任せて、僕らは、裏結界の祈禱をして回って、東の都の波動回復に努めようて思う」

　小春は真剣な面持ちで、はい、と頷く。

「裏結界の五社は、表と被かぶっているんやけど、まずはこの東京大神宮、神かん田だ明みよう神じん、水すい天てん宮ぐう、金こ刀と比ひ羅ら宮ぐう、日枝神社や」

　澪人は、地図を小春に見せた。
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　その五社は、皇居を囲むようにぐるりと円を描いている。

「これらは、五行でもあるんや。東京大神宮は『木』、神田明神は『火』、水天宮は『水』、金刀比羅宮は『金』、日枝神社は『土』」

　その言葉に、小春は「ん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

「え、でも、円形に詣まいっても、五行の相そう生せいにはなりませんよね？」

　五芒星の五行は、木、火、土、金、水に表わされる。

　破壊であり、解放させることもできる『五行の相そう剋こく』は、頂点から右下、右下から左上と移動していく。




　木は土に剋か（勝）ち（木は土から養分を吸い）、

　土は水に剋ち（土は水をせき止め）、

　水は火に剋ち（水は火を消し）、

　火は金に剋ち（火は金属を溶かし）、

　金は木に剋つ（金属は木を切る）。




　だが、星の外周を時計回りに辿たどると、逆に作用するのだ。




　木は火を生じ（木は燃えて火を生み）、

　火は土を生じ（火は灰となって土になり）、

　土は金を生じ（土は年月をかけて金属を作り）、

　金は水を生じ（金属は冷えて水滴を作り）、

　水は木を生かす（水は木を育む）。




　と、各々を生かす、『五行の相生』となる。

　木、火、土、金、水、そして木と回るのが、『五行の相生』。

　だが、東京の裏結界は皇居の周りを囲むようにある五社、東京大神宮、神田明神、水天宮、金刀比羅宮、日枝神社。

　円になっているのをそのまま回ると、木、火、水、金、土、になってしまう。

「そうやねん。そやから、円を回るように詣るんやなくて、『五行の相生』の順に行くんや」

「やっぱり、そうなんですね」

　何より優先すべきは、円を描くよりも『五行の相生』の順に詣る──『木』の東京大神宮、『火』の神田明神、『土』の日枝神社、『金』の金刀比羅宮、『水』の水天宮、そして再び『木』の東京大神宮に戻るということだ。

「そういうわけで、まずは東京大神宮で祈禱やな」

「分かりました」

　澪人と小春が、立ち上がった時、ふわりと風が螺ら旋せんを描き出した。

「っ！」

　つい先日も感じたばかりの大きなエネルギーに、小春と澪人は驚きながら境内の中心に視線を移す。

　木の葉が舞い上がる中、境内の中心に水干姿の少年が姿を現わした。

「……若宮くん」

　目の前に現われた若宮に、小春は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

『こんにちは、小春さん』

　若宮は、にこり、と目を細める。

　そんな彼の腕の中には、コウメの姿もあった。

「コウメちゃんまで……」

「ほんまや」

　驚く二人を前に、若宮は、ふふっと笑った。

『突然すみません。ぜひ、僕も同行したいと思いまして』

　小春は、わぁ、と声を上げて、若宮を抱き寄せる。

「若宮くんが同行してくれるなんて嬉うれしい！」

『僕も、小春さんと久々に行動できるのが嬉しいです』

　と、若宮も小春を抱き締め返す。

　一方の澪人は、素直に喜ぶ小春の姿を見ながら、そっと眉まゆを顰ひそめた。

『澪人さん、そんな怖い顔をなさらないでください。もう離れますから』

　若宮は、腕の中のコウメを小春に預けて、パッ、と離れる。

「……あ、いえ。くっついたことちゃいます。あなたが同行しはるって、今回の件は、僕が予想している以上に大きなことなんやろかて思いまして……」

　静かに尋ねる澪人に、若宮は『どうでしょう？』と小首を傾げる。

「良かった。波動を上げるための祈禱に、若宮くんとコウメちゃんが同行してくれるって、心強いですよね？」

　小春は、コウメの背を撫なでながら、明るい顔で振り返った。

　コウメは三本の尾を嬉しそうにぶんぶんと振っている。

「そら、こない強力な助すけっ人とはいませんやろ。同行していただけるなんて、ありがたい話や。ほんまにおおきに。どうぞよろしくお願いいたします」

　そう言って澪人が頭を下げると、若宮は扇で口くち許もとを隠しながら、ぷっ、と笑った。

「何が可笑おかしいんやろ？」

『あなたは相変わらず、何もかもを背負おうとする』

　えっ？　と澪人は目を瞬しばたたいた。

『僕もあなたも縁があって東の都に降り立った、いわば同じ立場。ですから、この都を背負っているかのように礼を言う必要はないんですよ』

　若宮はさらりと言って、小春の手を取る。

『それでは、小春さん。まずは、ここの祈禱をしましょう』

「うん」

『その次は、神田明神ですね。僕は一度、電車というものに乗ってみたかったので嬉しいです』

「そっか、若宮くんが電車に乗る機会なんて、なかなかないものね」

　小春は、若宮と手をつないだまま歩き出す。

『乗り物自体、小春さんが僕を運んでくれた時に乗った自転車と、澪人さんが運転してくれた車しか乗ったことがなくて』

「ああ、吉よし田だ神社の大だい元げん宮ぐうに運んだ時……」

　澪人が、楽しげに会話をする二人の姿をぼんやりと見ていると、コウメが小春の腕からするりと降りて、『元気出せ』とでも言うように、澪人の足をポンッと叩たたいた。

「いや、僕は別に……しゃあないことやって思うてますし」

　どういうこと？　と、コウメは首を傾げた。

「小春ちゃんにとって、あの方は特別なんや。それはもう、抗あらがえないことやて思うてるし」

　そう零こぼした澪人に、コウメは、やれやれ、という様子で首を振る。

「そやけど、気遣ってくれておおきに」

　澪人が屈かがみ込んで、頭を撫でようとすると、コウメは素早くそれを避よけた。

「……そういえば、あなたは男が嫌いやったね」

　澪人は、微笑むように目を細め、

「ほんなら、行きましょか」

　と、小春と若宮の後を追って、本殿へと向かった。







『木』の東京大神宮の祈き禱とうを終えて、ＪＲ飯いい田だ橋ばし駅から総そう武ぶ線・千葉行の電車に乗って、御お茶ちやノ水みず駅で降りた。

　乗車時間は五分に満たず、電車に乗れたことでウキウキしていた若宮とコウメは、少し不服そうな顔を見せる。

『もう降りるんですね』

「ほんまにあっという間なんやね」

　東京の電車に慣れていない澪人も、しみじみと言う。

「そうなんです、飯田橋駅から御茶ノ水駅はすぐだから」

　小春はくすくす笑って、電車を降りて構内を歩く。

「さすが、東京の人や」

『本当ですね、都会人ですね』

「ちょっ、やめてください。ちなみに、神田明神に行くのは、初めてなんです」

「そうなん？　僕は何度か」

「あっ、それなら、安心です」

「そやけど、いつも車やさかい、駅から歩くのは初めてなんやけど」

「…………」

　小春は、スマホの地図アプリを開く。

　だが、地図アプリに頼らなくても、神田明神自体が、エネルギーを放っているため、位置を感じることができた。

「あそこやね」

「はい」

『木』の東京大神宮は、大木のような温かさと包容力を感じさせたが、この神田明神は、その属性の通り、まさに『火』を思わせる神社だった。

　ドンと構えられた鮮やかに朱あかい社は、威風堂々としている。

　主に、商売繁盛、縁結び、厄除よけ、勝負ごとにご利益があると言われている。

「ここは、一ノ宮に大おお己なむ貴ちの命みこと、二ノ宮に少すくな彦ひこ名なの命みこと、三ノ宮に平たいらの将まさ門かどの命みことの三柱を祀まつったはります」

「平将門って、かつてクーデターを起こして、怨おん霊りようになったという……」

「そやね。処刑後、祟たたりが絶えず、その怒りを鎮めるために、ここに供養されたて話や」

「菅すが原わらの道みち真ざね公のようですね」

「ほんまやね」

『怒りというのは、強いエネルギーでもありますからね。それを上手うまく土地の発展やご自分の勝負運として取り入れるのは良いことでしょう。神とは所しよ詮せん、エネルギー体なのですから』

　さらりと言って、若宮は本殿へと歩み寄る。

　若宮が一歩前進するごとに、他の参拝客たちが、自然と境内を離れていく。

　同時に、ここにいる精霊たちが、『どうして、この方がここに？』と驚き、畏おそれをなして後あと退ずさる様子が見えた。

　半透明だった彼らは、すぐに狩かり衣ぎぬ姿の青年へと姿を変えて、平伏していく。

「ここにいる精霊の皆さん、随分驚いてますね？」

「そら、突然こないな高次の神様がやってきたら、仰天しはるやろ。彼らの目には、巨大な黒こく龍りゆうに見えたはると思います」

「それで、怯おびえた様子なんですね」

　小春が納得していると、

『なんだか、申し訳ないですね』

　若宮は、決まり悪そうに肩をすくめる。

　気が付くと、境内にひと気はなくなっていて、小春は「はー」と感心の息をついた。

「こら、やりやすくてよろしい」

　本殿の前に小春、コウメ、若宮、澪人と並び、祈禱を始める。

　境内に巨大なエネルギーの渦ができて、天まで立ち昇るイメージが脳裏に浮かんだ。

「ほな、行こうか」

「はい」

　小春は、皆と共に、晴れやかな笑顔で、境内を後にした。







「次は、日枝神社だね」

　と、小春たち一行は、弾んだ足取りで『土』の日枝神社に向かう。

　ＪＲ御茶ノ水駅から電車を乗り継いで国会議事堂前駅まで行き、東京メトロ千ち代よ田だ線・代よ々よ木ぎ上うえ原はら行きに乗り換える。

『電車、楽しいですね！』

　若宮とコウメは、大喜びで、電車の中を見回す。

　澪人は、スマホに届いたメッセージを確認し、険しい表情を見せていた。

「どうかしましたか？」

「谷口さんの情報が届いたんや」

　すぐに赤あか坂さか駅に着き、若宮とコウメが少し残念そうにする中、皆は電車を降りた。

「どんな情報ですか？」

「彼がどういう経緯いきさつで、陰おん陽みよう師じになったのか調べてもらったんや。彼は僕らのように先祖代々陰陽師ていうんやない、元々は一般の人で」

　澪人は歩きながらそう話す。

「一般の人でも、そういう特殊な世界に入ることがあるんですね」

「あんまり多くはないんやけど、時々あるんや。いわゆる、スカウトってやつやね。西の本部長かて、元は普通の人やし」

　そうなんですか、と小春は相あい槌づちをうつ。

「今から二十年くらい前、歌か舞ぶ伎き町ちように現われては人に取り憑ついて、自殺に追い込んでいた怨霊がいたんやて。その除霊に東の陰陽師たちは、かなり手こずっていたそうなんや。それを谷口さんがアッという間に除霊しはったそうで、谷口さんは、その才能を組織に見込まれて、この世界に入ったそうや」

　そう話す澪人に、小春は無言で頷うなずく。

「谷口さんは、陰陽師組織に入れたことを光栄に思い、とても真しん摯しに励んだそうや。そやけど、一般出身やし、肩身の狭い思いもしていたとか……。そんな時に西の本部長に会って、彼も自分と同じ一般の出身で本部長にまでなった御方であることから、西の本部長に心酔し、関西本部への異動を切望したそうや」

「それで、京都に来たんですね」

「そやね。彼は努力を重ねて、審神者さにわ頭がしらにまでならはった。そやけど……」

　澪人はそこまで言って、口を噤つぐんだ。

　彼は、澪人に嫉しつ妬とし、道を誤ってしまった。

　陰陽師の世界では、賀茂家というブランドは、相当なものだろう。

　一般出身で肩身の狭い思いをしながら、懸命に努力してきた谷口にとって、澪人は如何いかんともしがたい複雑な存在だったに違いない。

　羨せん望ぼうと嫉妬、そんなものが渦巻いていたのだろう。

　自分が上司でいるうちは、そんな澪人を部下として使えることに優越を感じていたかもしれない。

　だが、その座を追われると思った時、彼の中で何かが壊れてしまったのだ。

　壊れてしまったのは、結界が不安定だったこともあるのだろうが……。

　小春は苦々しい気持ちで、目を伏せる。

「日枝神社は、何度来ても、驚かされるし」

　澪人のつぶやきに、小春は我に返って顔を上げた。

「私、実は日枝神社も初めてで……」

　そこまで言って、神社の入口を見るなり、小春は絶句した。

　巨大なコンクリートの鳥居の向こうに、階段があり、その横にエスカレーターが設置されていた。

　とても近代的な様相ながらも、神社としての風格も誇っている。

「ほんま、『首都・東京の神社』て感じや。こないな神社、他の地方にはあらへん」

「ですね、永なが田た町ちようの神社ですしね。それにしても、神社にエスカレーターって」

　小春も少し圧倒されながら、相槌をうつ。

「そやけど、僕はそんな近代的なのもあれやし、階段を……」

　澪人が階段を上ろうとするも、若宮とコウメは既にエスカレーターに乗っていた。

『僕、エスカレーターに初めて乗りました。楽しいです』

　若宮はとても嬉うれしそうな様子で、手を振っている。

『あれ、乗らないんですか？　楽でとっても良いと思いますよ』

　などと続ける若宮に、澪人は絶句している。

「澪人さん、私も階段を上りますよ」

　小春は、ふふっ、と笑いながら、澪人と共に階段を上る。

　愉たのしげに手を振っていた若宮だが、急に『何か』に気付いたようにその手を下げて、真剣な表情を見せた。

　同時に、コウメの三本の尾が、ビンッと立ち上がる。

　特に何も感じていなかった小春と澪人は、一体何だろう？　と、顔を上げた。

　そこに、少年がいた。

　小学校五年生くらいだろうか？

　Ｔシャツにハーフパンツというラフな出いで立ちだ。

　通り過ぎる人たち皆が皆、少年を見て振り返っていく。

「見て、あの子」

「うん、驚いた。綺き麗れいだね」

　境内を後にする人たちの口から、そんな囁ささやき声が洩もれる。

　振り返られるのも無理はない。

　彼は、おそらく普通の人よりも、極端に色素が薄いのだろう。

　髪も肌も、眉まゆ毛げや睫まつ毛げさえ、透き通るように真っ白だった。

　顔立ちは、普通に日本人的な、あっさりとした容姿のため、その白さがより目立って見える。

　その神秘的なさまは、息を吞のむほどに美しいと感じさせた。

「なんや、あの子……」

　澪人は、額の汗を拭ぬぐって、息を吐き出す。

　小春も同じ気持ちだった。それは、少年の外見の話ではない。

　すれ違った瞬間、頭の先から足の先まで電流が走った感覚がしたのだ。

「今も鳥肌が立っています……少し離れたところにいた時は、何も感じなかったのに……」

　小春が胸に手を当てて、瞬時に感じた緊張から解き放たれたように息を吐き出す。

「おそらく、あの子も朔也君タイプやろ」

　朔也は、自分の能力を隠し続けた過去を持っているがために、普段は自分の特別な力がオーラとなって現われないタイプなのだ。

「今の子も、自分の力を内側に抑えている……？」

　澪人と小春が振り返ると、少年は階段下にいて、こちらを見上げていた。

　目が合うなり、ほんの少し口角を上げる。

　おそらく、少年もこちらのエネルギーを感じたのだろう。

　少年は、そのまま、何事もなかったように立ち去っていった。

　ふと、エスカレーターの方を向くと、若宮とコウメの姿がなくなっていた。

「あれ、若宮くん、コウメちゃん？」

　先に本殿に向かったのかと思ったが、階段を上り切っても見当たらない。

「どこ行ったんだろう？」

　呆ぼう然ぜんとする小春に、澪人は苦笑した。

「おそらく、目的を果たしたんやて思います」

「目的って？」

「あの方が、若宮様が、今日同行したいて申し出たのは、きっと、あの子に出会うことが目的やったんやないかて」

「えっ、あの子は何者なんですか？」

「……分からへん。そやけど、そんな気がして仕方あらへん」

　澪人は、静かに言って、拳こぶしを握り締め、小春は息を吞む。

　自分たちが思う以上の、何かが起こり始めていることを二人は肌で感じていた。





七






　日枝神社で祈き禱とうを終えた日の夜。

　小春は、あの少年の夢を見た。

　髪も肌も睫毛さえも純白で、離れている時は特別な力を感じなかったというのに、すれ違った瞬間には、全身の毛が逆立つほどの強いエネルギーを感じた。

　その不思議な少年は、部屋の隅で膝ひざを抱えて座っていた。

　誰かが、その不思議な少年の頭を撫なでている。

　その手は、指が長く、色白でとても美しかったが、その大きさから、大人の男性の手であることを感じさせた。

　──何も不安はいりませんよ。

　──あなたこそが、選ばれし器なのです。

　聞いたことがある声だ。

　誰なのだろう、顔が見たい、と小春は夢うつつに思う。

　一方で、他の声も聞こえてきた。

『やっかいなことに、結界を強化させようとしているらしい』

『なんとかして、阻止しなくては』

『とりあえず、次の満月まで──』

　何を話しているのだろう？

　少年は、無表情ながらも、そんな大人たちの話を聞いて胸を騒がせている。

　──大丈夫ですよ。

　と、また、大きな手が頭を撫でる。

　まるで小春もその手に撫でられたような気分になった。

　ああ、この手を自分はよく知っているというのに。

　この果実のような香りも──。

「…………」

　窓から差し込む朝陽に、小春はそっと目を開けた。

　ぼんやりとした頭のまま、ベッドサイドに置いている手帳を手に取る。

　印象的な夢を見た時は、メモを取るようにしていたのだ。

「次の満月って、何日後なんだろう？」

　東京タワーで『凶星』を確保したのが、新月。

　それから、約一週間経過している。次の満月は、八月下旬だ。

「あと、八日……」

　小春は日付に丸を付けて、険しい表情を浮かべ、手帳を胸に抱き締めた。








第二章　禁忌の術式。
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　その小さな門は、堀ほり川かわ通を西に入ったところにあった。

　道行く人たちは、ごく普通の住宅街の中にぽつんとある門に気を留めず素通りしていく。

　由里子は、その門を潜り、鰻うなぎの寝床のような小こ径みちを奥へと進んだ。

　そこを抜けると、それまでが噓のような広い庭に出る。

　池に鹿しし威おどし、花々が美しい和風庭園であり、そこに溶け込むように古めかしい平屋の和邸が構えていた。

『安倍』という表札に、引き戸の上の五ご芒ぼう星せい。

　普通の人にはまず気付かれることはないが、門から小径、庭や邸やしきに至るまで、ここには様々な魔ま除よけのまじないが施されている。

「さすが本家ね……」

　由里子は、しみじみとつぶやいて、敷地内を見渡す。

　ここは、かつて稀き代たいの陰おん陽みよう師じとして名を馳はせた安倍晴明の流れを汲くむ一族が住む家だ。

　由里子にとっては、大おお伯父おじの家にあたり、親しん戚せき筋の間では『本家』と呼ばれている。

　あの安倍晴明の子孫であるが、今では一族の間に於おいて、特別な力を持つ者が少なくなっていた。

　大伯父をはじめ、本家筋の者たちは、『まぁ、それも星の意思やろ』と、気にもしていない様子だったが、分家の人間は焦っていたそうだ。

「ここに連れて来られたのは、幼稚園の頃だったかな……」

　ぽつり、と零こぼして由里子は、苦笑した。

　幼い頃、東京に住む由里子が強い霊能力を持っていることを知った両親を含む安倍家の者たちは歓喜し、由里子の才能を伸ばそうと、この本家に住む手て筈はずを整えた。

　しかし、よく分からないまま、両親から引き離された由里子にとっては苦痛でしかなく、やがて自分の持っている力を内側に隠してしまったのだ。

　そのことを知った、ここの主あるじである大伯父は、『ああ、大変や。こら、いかん』と、慌てて由里子を両親の許もとに戻したのだった。

「大伯父様も大おお伯母おば様も、とても良い方だったのに、あの頃の私は泣いてばかりで、悪いことをしてしまったわ……」

　そう洩もらしていると、がらりと玄関の引き戸が開き、大伯母・安倍紅べに緒おが姿を現わした。

「由里子ちゃん、よお来んしゃった」

　丸い顔をくしゃくしゃにして、微笑む。

　彼女は、大伯父と同じ、古希に届く年齢だが、肌はだ艶つやが良くて潑はつ剌らつとしているため、十歳は若く見える。愛あい嬌きようのある可愛らしい女性だ。

「こんにちは、伯母様」

　正しくは、『大伯母様』だが、由里子はお世話になった、この家の夫婦のことを『伯父様、伯母様』と呼んでいる。

「今日は、わざわざごめんなさいね」

「いいえ、近所ですし」

　由里子は、ここから徒歩数分先のマンションに両親と共に住んでいた。

「うちの人が『最近、由里子の顔見てないなぁ』なんて言うものやけん。やけど、こんなに早く来てくれるなんて」

　大伯母の出身は、九州の博はか多ただ。

　京都の大学に進学して、大伯父と知り合ったらしい。

　元々、博多弁を使っていた大伯母。その可愛らしさに惹ひかれたと、大伯父は時おり話しているが、京都での生活が長くなり、今やその博多弁も随分となりを潜めてしまっている。

　由里子は、ご無ぶ沙さ汰たしてしまって、と会釈をした。

　ここに来るのは、正月以来であり、今日、訪れたのは昨夜、大伯母から電話がきたためだ。

「伯父様が、私の名前を出すなんて、何かあったんじゃないかって気になって、すぐ駆け付けますよ」

「あら、うちの人は、純粋に由里子ちゃんの顔が見たいってだけなんやし、そんな深く受け取らなくても」

　大伯母は、くすくすと笑う。

　彼女に特別な霊感はないそうだ。

　だが、太陽のような明るいエネルギーを発していることが分かる。

　そういえば、このエネルギー、誰かに似ている。

　誰だっただろう？

「さっ、はよ入って」

「お邪魔します」

　由里子は、玄関から家に入る。

「由里子ちゃんは、夏休み、なんしとーと？」

「ええと、部活動を……」

「えらかね」

　歩きながら言う大伯母に、由里子は「そんな偉くもないです」と肩をすくめた。

　この家は、中央に居間があり、五行の本ほん命めい卦かによって、寝室や台所、浴場やトイレが配置されている。

　大伯母は、和室の襖ふすまを開けて、にこりと微笑んだ。

「ここで待っとってね」

「伯父様は？」

「今、回覧板を渡しに行ってるの。すぐに戻ると思うから」

「はい」

　由里子は、頷うなずいて部屋に入った。

　八畳の和室に、書机とテーブルと本棚がある。

　ここは、大伯父の書斎ともいえる部屋で、幼い頃はよくここで本を読んでいた。

　由里子は、本棚に並ぶ背表紙に目を向けた。

　五行陰陽に関する本、祝詞のりとの本など様々だ。

「ここの本、小さい頃は、なにがなんだか分からなかったな……」

　天文学の本が多く、九きゆう星せい気き学がくや算さん命めい学がくといった東洋占星術の本もある。

「西洋じゃないけど、占星術の本もあったのね。小春さんとか興味持ってくれそう」

　由里子は本棚の前に立って、一冊手に取り、パラパラとページをめくった。

　自分にはよく分からない、と棚に戻し、高い本棚を見上げる。

『功労者一覧』

　次はそんな冊子を眺める。

　安倍晴明をスタートに、大きな功績を残した陰陽師の名が手書きで連ねられている。

　安倍姓以外の名前があったが、賀茂や三善の姓は見当たらない。

　そのことから、おそらく安倍家縁ゆかりの陰陽師たちであることが分かる。

　ずらりと並ぶ、鬼を退治した、悪霊を封じた、という功績。

　最初こそ物珍しさを感じていたが、次第に退屈になり、書棚に戻した。

「…………」

　昔から、気になっている本が最上段にあったのだ。

　かつては手が届かなかったのだが、今なら取ることができる。

　由里子は、背伸びをして、その本を取った。

　袋とじの冊子だ。

「これも手書きね」

　ページをめくると、両手を組み合わせた印の結び方や、祝詞について記されている。

　ごくり、と由里子の喉のどが鳴った。

　まさに、安倍家に代々伝えられているものなのだろう。

　達筆すぎて、由里子には何を書いているのかよく分からないが、それでも分かることがある。

「ほとんどが、除霊の印ね」

　除霊も、その対象次第でやり方が変わってくるのだ。

　ゲームで、水属性の相手に、火の攻撃が効かないように。

　はっきりとした嫉しつ妬との念には火の攻撃が効果的であり、こびりついた古い怨おん念ねんには清らかな水で流す方が良い場合が多いとも書かれている。

　また、陰陽道の術は、千以上あるのだが、五ご芒ぼう星せいを使わないのは数種類とも書かれている。

　その中に、『身固め』の術や、『召喚』の術があった。

「身固めって、あの破廉恥な術よね。そして、召喚の術……？」

　どうやら、かつて先祖は、知恵を拝借するために大いなる存在を召喚することもしていたようだ。

　どこかで見たような、円陣が描かれていて、

「魔法陣みたいね」

　これもまたゲームのようだ、と由里子はつぶやく。

　円の中心には、五芒星ではなく、正方形を二つ重ねた八芒星があった。

　五芒星は、魔ま除よけの力が強く、

　六芒星は、力を蓄えるのに長たけ、

　八はつ卦けや神器に多く使われる八芒星は、末広がりの『八』であることから、幸運の象徴であるとともに、『完全』、『再生』、『無限』の力を持つそうだ。

「なるほど、それで、『召喚』は八芒星なのね……」

　由里子は頷きながら、パラパラとページをめくり、『禁術』と書かれたページで手を止めた。

　さらに、『呪じゆ術じゆつ』と書かれている。

　その術式は、召喚の円陣に似ていたが、非なるもの。

　逆五芒星を描き、呪う相手の名前と持ち物を中央に置く。

　それを円で囲み、外周に術式を描くというもの。

　そこで、祝詞ならぬ呪詞を唱えるのだ。

『これは、してはならぬ【禁忌の術】である。だが、古いにしえより伝えられし術の記録を個人の独断でやめるわけにはいかず、ここに記す』

　と、書かれていた。

　ぞくりと背筋が冷えて、由里子は勢いよく冊子を閉じて、棚に戻した。

　見てはいけないものを見てしまったのかもしれない。

　今も脳裏に、逆五芒星がこびりついている。

　しかし、安倍家が良からぬ出来事のことを『凶星』という理由が理解できた気がした。

　逆さにした五芒星──あれこそが、禍まが々まがしい印なのだろう。

「由里子ちゃん、うちの人が帰ってきたわよ。縁側に来てくれって」

　大おお伯母おばの声に、由里子は救われたような気持ちで、「はーい」と声を上げる。

　縁側に向かうと、大おお伯父おじ・安倍公こう生せいが、屈託ない笑みを見せていた。

　彼は作さ務む衣えを身に纏まとい、黒々とした髪に黒縁の眼鏡をかけている。眼鏡の奥の目め尻じりの皺しわが、優しげな印象を与えていた。

「おお、由里子」

「こんにちは、伯父様。お久しぶりです。ご無ぶ沙さ汰たしてすみません」

「ほんまやで。ちょっと付き合え」

　彼は手招きをしながら、縁側にある碁盤を示した。

「……囲碁ですか？　私では、相手にならないと思いますよ？」

　相手にならないどころか、未いまだに囲碁のやり方もよく分かっていない由里子は苦笑して、縁側に腰を掛ける。

「ほな、由里子が黒でええ」

　大伯父は、正面に座って、ニッと笑う。

「当たり前です。それに、もっとハンデが欲しいです」

　しゃあない、と大伯父は置石をする。

　縁側で向かい合って、ゆっくりと碁を打つ。

　とてもマイペースでのんびりしている。彼はそうした人物だった。

「今度、お前のチームのリーダーと打ってみたいもんやな」

「賀茂君ですか？　彼はきっと強いと思いますよ」

「そうやろな。たいした若者やって話やな」

　と、大伯父は、碁盤に石を置く。

「ええ、賀茂君は素晴らしいです」

　由里子は、碁盤を睨にらみながら頷く。

「由里子の婿になってほしいて、思ったこともあったんやけど」

　口くち許もとに笑みを湛たたえて目を細める大伯父に、由里子はごほっとむせた。

「えっ、伯父様が、本気でそんなことを？」

「なんとなく賀茂家との縁を感じたんや。そやから、見合いの話も通したんやけど、由里子はその縁談を断ったし、そういう縁やなかったんやな」

「そうですね。チームとしての縁だったかもしれません」

　由里子は、くすりと笑う。

　自分は、かつて同じ弓道部の澪人にときめきを抱いていた。

　それは、恋に違いないと思っていた時、賀茂家から、澪人との縁談の話が回ってきたのだ。

　その話を聞いて、最初は胸が弾んだのだが、詳しい内容を知ると一気に気持ちが引いてしまった。

　当時の彼は大人になる前に、絶命するだろうと言われていた。

　そのため、澪人は、自らの子孫を残すべく見合いの話を進めていたのだ。

　夫婦として過ごせる期間は、ごくわずか。

　何より彼は、自分の子どもを産んでくれる人を探しているだけだった。

　絶対に嫌だと思い、由里子はその話を断った。

　いくら彼が素敵でも、そんなこと受け入れられるものではない。

　もし、自分が結婚するならば、なるべく長く一緒にいたい。

　自分が早く亡くなってしまうから遺伝子を残したいという、人としての本能はあるのかもしれないが、それでも、自分が先立つことを知りながらも、子どもを遺のこそうなんて、妻となる人にも、その子どもにも無責任に思える。

　思えば、あの縁談で、彼へのときめきが恋ではなく憧あこがれだったことに気付けたのだろう。

　とはいえ、あんな話、誰だって断るのではないか？

　……と思っていたこともあるのだが、訊きいてみたところ、意外にも乗り気の女性は多かったようだ。

　優秀な遺伝子を授かりたいと思う本能もあるのかもしれない。

　乗り気の女性の中に、とても美しい人もいたそうだが、話は纏まとまらなかったようだ。

　もしかしたら、澪人の中にも、それは、あまりにも無責任ではないかという躊躇ためらいがあったのかもしれない。

　あの真面目な彼のことだから、それは大いにありえそうな気がする。

　結果、小春と出会ったわけで、やはりすべては縁なのだろう。

　そういえば、以前、小春に訊いたことがある。

『ねぇ、小春さん。もし、あなたにそのお見合いの話がきたらどうしてた？』と──。

　その時、小春は戸惑ったような表情を浮かべた後、

『私は……』

　と、何かを言いかけたところで、自分は少し申し訳なくなって、『なんて、そんなこと答えられないわよね、ごめんなさい』と、謝ったのだ。

　それから、ほどなくしてのこと。

　たしか、彼女と澪人が想いを結ぶ、少し前のことだっただろうか？

　たまたま、二人で部室にいる時に、小春は思い出したように口を開いた。

『以前、由里子さんに訊かれた件なんですが……』

　そう切り出した彼女に、由里子は息を吞のんだ。

　唐突ではあったが、なんの話かすぐに分かったのだ。

『あの時、自分が何て答えようとしていたのか、自分でもよく分からなかったんです』

　そうよね、と相あい槌づちをうつと、

『でも、今はハッキリ分かるんです。私に、そうしたお見合いの話……余命いくばくもない澪人さんの妻になり、子を産むお話が来たら、私は喜んでお受けしたいと思うんです』

　小春は、清すが々すがしいような笑顔でそう答えたのだ。

『迷いはないの？　そんなの嫌じゃないの？』

『とんでもない話だとは、私も思うんですけど、わずかな時間でも、澪人さんと夫婦になれるなら幸せですし、そして、もし、子どもを授かれるなら嬉うれしいに違いない、っていう結論が私の中に出たんです。……なんとなく、由里子さんにお伝えしたくなりまして』

　はにかんで答えた小春の姿に、自分は圧倒されていた。

　二人には、恋とか愛とか、そうしたものを超越した絆きずながあるのだろう、と、心から思ったのだ。

　それが、前世からの縁えにしというものなのかもしれない。

　しみじみ思いながら、由里子は碁を打つ。

「由里子ちゃん、私はちょっと出かけてくるけん、ゆっくりしていってね」

　そう声をかけてきた大伯母に、由里子は「はい」と会釈をした。

　彼女の姿がなくなった後、

「伯母様は、お仕事？」

　と、由里子は、視線を大伯父に移した。

「そうや。今日は、着付け教室や」

　大おお伯母おばは、着付けや花を教えていた。

「伯母様は、相変わらず、働き者ですね。伯父おじ様と違って」

「わしかて、ちゃんと教室の先生やってるし」

「算盤そろばん教室でしたね」

「あとは、書道や。子どもはほんまに可愛い」

「そんな良いい人っぽい言い方をして……本当は下心満載のくせに」

「なんや、人聞きの悪い」

「だって、伯父様は、子どもの無邪気な波動に触れて元気をもらってるんですよね？　それで、伯父様の頭髪はいつも黒々ふさふさで」

「そないないやらしい言い方したらあかん」

　と、大伯父は笑って、碁盤に石を置く。

「それに、紅緒は働き者やけど、全部自分の『好き』なことしかしとらへん」

「だから、伯母様もいつまでも若々しいんですね」

　由里子は、納得した。

　また、大伯母の明るいオーラが誰かと似ている気がしていたのだが、それが誰なのか分かった気がした。

　澪人の姉の杏あん奈なに似ているのだ。

　特別な力はなくても、強いエネルギーを持っている人。

　明るい陽の気。

　宗次朗や大伯父のように、強い霊力を持つ男性は、そうした女性を好む傾向があるのだろうか？

　いや、同じように強い霊力を持っている澪人が惹ひかれたのは、小春だ。

　杏奈の雰囲気とは、また違っている。

　やはり、人それぞれなのかもしれない。

　由里子は、ちらりと大伯父を見る。

　大伯父はおそらく、西の本部長に引けを取らない陰おん陽みよう師じだろう。

　だが、最近は、ちっとも除霊を請け負っていないようだ。

「……伯父様は陰陽師の仕事はしていないんですか？」

「そやな。話は来るんやけど、昼は教室があるし、夕方は腹がすくし、夜は眠いさかい」

「また、そんなことを……」

「面倒くさいねん。わざわざこないな年寄りが出張らんでもええやろ。京都には若いピチピチの陰陽師がぎょうさんいてるし。それに、今の安倍家に、除霊できるほどの強い力を持った若者は少ないさかい、身内に話を振ることもできひん」

「まぁ、そうですけど」

　由里子も霊能力は人よりも強いかもしれないが、たった一人で除霊を請け負えるような力はなかった。

　安倍家の実力者は、皆、大伯父世代なのだ。

　大伯父は、「ほんでも」と明るい顔を上げた。

「算盤教室で、少しは貢献してるんやで」

「どういうことですか？」

「縁なんやろな。時々、珍しいくらい力が強い子が来るねん。そういう子は、みんな苦しい思いをしているんや」

　碁盤に目を落としながら言う大伯父に、由里子は無言で相槌をうつ。

　他の人の目には見えないものが見えて、他の人には聞こえないものが聞こえる。

　陰陽師の家庭で、そんな力のある子が生まれてきたら、大喜びでその力を伸ばす協力をするだろう。

　だが、大抵の場合は、そうではない。

　普通の家庭で生まれた力のある子は、誰にも理解されず、苦しみぬくことが多いのだ。

「わしはそんな子らに、まず、自分の力を誇りに思ってええてことを伝えて、自分の力の使い方、コントロールができるよう教えてるんやで」

「そんなことをされていたんですね」

　それは本当に素敵なことだと、由里子は感心した。

「そうやで」

　と、大伯父は胸を張るも、何かを思い出したように浮かない顔で頰ほお杖づえをついた。

「ほんでも、ネット社会の今の子は大変やな」

「スマホ依存とかですか？」

「まぁ、そういうのもあるんやろな。教室に来てる子が、真っ黒なものを背負って、大変なことになってたんや。視たところ、ネットの掲示板にクラスメイトの悪口を書いていて、その業を背負うてたんや」

　ああ、と由里子が顔をしかめる。

　かつて、小春もクラスメイトに悪口を書かれていたという話だ。

「その子に言うたんや。腹立たしい相手がいても、絶対にネットに書き込んだらあかん。どうしても悪口を言いたかったら、信用の出来る親しい人にそっと聞いてもろてスッキリするとか、もしくは紙に書き殴って、それを誰にも見られへんように破って捨てろって」

「悪口を言ったり、紙に書いたりするのはいいんですか？」

　由里子はぽかんとして尋ねる。

「そら、人は誰しも、面白うない相手がいるもんや。パーッと悪口を言って、空気に溶かしてしまうのは全然問題あらへん。伝える相手を間違わんようにせんと、『悪口を言う人』て評判を落とすから、注意せなあかんのやけど」

　そう話す大伯父に、由里子は、はい、と頷うなずく。

「そやけどネットに書く、電波に乗せるてことは、形となって大勢の人の目に触れるてことや。その一時の悪口は、発した時よりも大きな業となって、とんでもなく跳ね返ってくる。時間を置いて、別の形で必ず返ってくる。ひと時のうっぷん晴らしのために、そない恐ろしい業を背負うなんて、割に合わんことやで」

　なるほど、と由里子は頷いた。

「ほんまは、紙に書いて燃やすとええんや。書きながら、自分の心が浄化されていく。想いを、紙に移して、それを灰にするんが一番なんや。そやけど、子どもに火を使わせるのも心配やし、破って捨てろて言うたんやけど」

「勉強になりました。私も、そういう時が来たら、紙に書いて燃やします」

「おう、そうしたらええ」

「それで、その子はどうなりました？」

「けったいなことを言うな、って顔でこっちを見ただけや。ああいう『魔』に憑つかれてしまったら、なかなかやめられんやろな。後は、その子次第やな」

「分かってくれるといいですね。でも、伯父様のアドバイスを聞けたんですから、その子はラッキーだと思います」

「そやったらええけど。まぁ、なかなか、貢献してるやろ？」

「……でも、それが、『貢献』になるかどうか」

「なるなる。未来の陰陽師を育成して、子どもたちの指導してるんや」

「ちなみに、伯父様の教室から、陰陽師になった子はいるんですか？」

「それは、分からへんのやけど」

　あはは、と笑う大伯父に、由里子は肩をすくめる。

　大伯父は、「そやけど」と息を吐き出すように、話を続けた。

「ちょっと前に、縁のある土地で厄介なことが起こっててな。それはさすがに、『こら、やらなあかんかぁ』って思ってたんやけど、結局、本部の陰陽師が動いてくれはったわ」

　大伯父の言う『本部』とは、関西本部のことだ。

「厄介なこと？」

　由里子は、眉まゆ根ねを寄せる。

「そうや。こら、わしも動かなあかんて腰を上げかけた案件や」

　由里子は、ごくりと喉のどを鳴らした。

　この腰の重い大おお伯父おじが、自ら動こうとしていたなんて、よほどのことだったに違いない。

「それは、どういうものだったんですか？」

「穢けがれや」

「穢れ？」

「黄泉よみの穢れや。長い長い間、埋まっていたものや。掘り起こされんようにしていたはずなんやろうけど、結界が脆もろくなっていた時に、出てきてしもたんやな」

　千年前に張られた結界が綻ほころびを見せ始めたことで、埋まっていた何かが目覚めてしまったということだろう。

　それは、宗次朗と杏奈を筆頭に、自分たちが結界の張り直しに成功する前の話のようだ。

「でも、それは本部の陰陽師……つまり、賀茂君たちの仲間が、解決してくれたってことですか？」

「まぁ、戻もどり橋ばしにその気配はなくなった。そやけど、解決なんやろか？」

「解決してないんですか？」

「分からへん。あの場所になくなったのはたしかやろうけど、なんやまだこの辺がもやっとすんねん」

　大伯父は、胸に手を当てて、苦い表情を見せる。

「それに、あれは、そう簡単なもんとちゃうやろ。おかしなことになってへんとええんやけど……」

　大伯父は、独り言のようにつぶやいて、目を細める。

「…………」

　由里子が、険しい表情をして俯うつむいていると、

「時に、由里子」

　大伯父の言葉に、由里子は我に返って、「はい」と顔を上げた。

「彼氏はできたんか」

「な、なにを言うんですか」

　由里子は、ゴホゴホ、とむせる。

「なんとなくや。大学生活楽しそうやし」

「楽しいですけど、彼氏なんてできてないです」

　由里子は火照った頰を誤魔化すように口を尖とがらせる。

　好きな人はいるけれど、と心の中で続け、朔也の姿を思い浮かべた。

　自分が朔也のようなタイプの男子に恋をしていると知ったら、大伯父は意外に思うのだろうか？

　いつか紹介できる日が来ると良いのだけど……。

　とはいえ、今のままでは、自分と朔也の仲が進展するとは思えない。

　やはり、行動を起こすしかないのだろう。

　由里子は、ちらりと大伯父を見た。

「伯父様？」

「うん？」

「想いは、ちゃんと伝えた方がいいと思いますか？」

「伝えたかったら、伝えたらよろしい。なぁんもしたくなかったら、なぁんもせんでええ」

「えっ、それでいいんですか？」

「そやねん。ただ、それに対して出た結果は、自分が選んだことや。それを受け止めるところまでが、一ひと括くくりや」

「…………」

　たとえば、告白をして、上手うまくいったなら幸せだ。だけど、そこで失恋をしてしまったら、自分は後悔するだろう。

　もしくは、何もせずにいて、彼から告白してくれたら嬉うれしい。けれど、何も進展しない方が現実的だろう。

　朔也は、モテるタイプではあるし、気が付くと彼が他の人と結ばれてしまっていたら、自分は後悔するに違いない。

　すべては、そこまで一括り。

　どちらを選ぶかなのだ。

「ありがとう、伯父様」

「礼を言われるようなことはしとらへんで」

　屈託なく笑う大伯父に、由里子も笑みを返した。





二






　その頃、愛衣は、自転車で北きた山やま通の雑貨店に向かっていた。

　引っ越して間もないまだ飾り気のない家を彩るインテリア小物を探すためだ。

　地下鉄北山駅近くにあるその雑貨店は、京都市内をメインに関西で展開している。ナチュラルで上品、シンプルだけど可愛らしい品が揃っていて、人気のある雑貨店だ。

　愛衣は、自転車を駐輪場に停めて、いそいそと店内に入る。

　相変わらず洗練されたディスプレイに、感嘆の息が洩もれた。

「どれも、可愛い」

　すべて、愛衣の心を強くつかむものばかりだ。

　特に口には出していないが、元々古めかしかった今のミステリー研究会の部室をレトロでお洒落しやれな雰囲気に整えたのも、実は愛衣だった。

　皆が、素敵な部室、と言うたびに、嬉しく誇らしい気持ちになる。

　だが、『でしょう、私がやったの』と前に出るつもりはない。

　それが、月星座・乙女座気質なのかもしれない。

「女執事とか、向いてるかも」

　小声でつぶやいて、ふふっと笑う。

　それは現実的ではないから、将来、インテリアの仕事に就くのも良いかもしれない、と思いつつ、小物を手に取って見ていると、

「水原さん？」

　どこかで聞いたような声に、愛衣は少し驚いて顔を向ける。

　そこには、元クラスメイトの姿があった。

　彼女は誰かと一緒であり、一瞬、居心地が悪いような気持ちになったけれど、連れ立っている人が彼女の母親だと分かると、愛衣は少しホッとした。

　自分が一人で行動している時、友達連れの学校の人に出会うのは、あまり歓迎するシチュエーションではない。

　彼女も咄とつ嗟さに声をかけたものの、自分が母親と一緒であることが気恥ずかしいのか、すぐに小声になる。

「驚いた、ここ近所だから、よく来るんだけど、会うの初めてだよね？」

「最近ね、割と近くに引っ越したの」

　とはいえ、自転車圏内だけど、と心の中で付け加える。

「えっ、でも、水原さんって、お祖母ばあちゃんの家に住んでたよね？　もしかして一人暮らしを始めたとか？」

「ううん、まさか。父が、こっちに転勤してきたから……」

　愛衣がはにかんで言うと、彼女は「ああ」と相あい槌づちをうつ。

「お父さんって、夏休み前の三者面談で学校に来てた人だよね？」

　うん、と頷うなずくと、彼女は「やっぱり、あの人だよね」と洩らし、

「水原さんのお父さんって、早乙女先生と親しいの？」

　素朴な疑問という感じで、尋ねてきた。

　その質問に、愛衣の心臓が、どきん、と嫌な音を立てる。

「えっ、どうして？」

「前に、早乙女先生と水原さんのお父さんっぽい人が、植物園を一緒に歩いているのを見たことがあって……」

　府立植物園は、ここから徒歩数分先にある。

　父も早乙女も好きそうな場所ではあるが、そこに行くなんて、あまりにも二人らしい、と愛衣は苦笑した。

「なんていうか、父も早乙女先生も、元学徳学園の生徒で、その頃の知り合いみたい」

　現時点では、交際宣言もされていないため、これが噓偽りのない情報だ。

　すると、彼女は、「そっかぁ」と納得した様子を見せる。

「実は一瞬、付き合ってるのかなと思っちゃったけど、そんな感じでもなかったしね。何より、早乙女先生は、櫻井さんの叔父おじさんのことが好きみたいだから」

　独り言のように言った彼女に、愛衣は「えっ」と目を丸くした。

「小春の叔父さんって……、宗次朗さんのこと？」

「そう、去年の学園祭で、うちのクラスに櫻井さんの叔父──宗次朗さんが来たじゃない？　優しいおじさんが来ると思ったら、イケメンすぎて、逆にみんなドン引きしてたっていう、あの事件」

　知らないところで、事件扱いになっていたことに、愛衣は思わず噴き出す。

「うん、それで？」

「櫻井さんたちが教室から出て行った後、早乙女先生ったら、結構真顔で『彼、独身かしら』なんて言ってたのよ。早乙女先生って元文学少女っぽいっていうか、生真面目なイメージだったから、宗次朗さんのような人に興味を持つなんて意外と思ったけど、逆にそういう人ほど、ああいう華やかな人が好きなのかもしれないなぁ、と思ったりしてね。水原さんのお父さんは優しそうだけど、あの叔父さんとはまるで違うタイプだし」

　ペラペラとそう話す彼女の話を聞きながら、愛衣は無言で相槌をうつ。

　すると彼女の母親が、「ほら、あんたはいつもペラペラと、お友達困ってるでしょう？」と呆あきれたように窘たしなめる。

「あ、ごめんね。それじゃあ、また」

　彼女は、バイバイ、と手を振って、すぐに「新しいスリッパが欲しいの」と母親にねだっていた。

　愛衣は、眉まゆ根ねを寄せたまま、しばしその場に佇たたずむ。

　ずっと自分は、早乙女は父親に恋をしていると思い込んでいた。

　だが、それは娘の欲目であり、早乙女はあくまで昔むかし馴な染じみとして慕っている可能性も大いにあるのだ。

「……なんだか、分からなくなってきた」

　スマホを確認すると、今日は平日だ。

　夏休みとはいえ、教員は学園内にいる可能性が高い。

　愛衣は、「買うのは、今度にしよう」とつぶやいて、商品を丁寧に棚に戻し、店を出て自転車に跨またがる。

「もういいや、直接、聞いてみよう」

　そう言って、学徳学園に向かい、自転車を走らせた。







　学園に着き、愛衣が中庭を突っ切るように歩いていると、中央塔の部室の窓がバタンと開いた。

「おーい、愛衣ちゃーん」

　朔也が上体を乗り出して、ぶんぶんと両手を振る姿が目に入る。

「びっくりした。朔也君、来てたの？」

　愛衣は、窓の側まで駆け寄って、中を覗のぞく。

　由里子か他の部員がいるのかと思ったが、そこには誰もいなかった。

「もしかして、一人きり？」

「うん。ぼっちだよ」

「えっと、何してたの？」

「勉強」

「えっ、勉強？」

　あまりに意外で、愛衣の声が驚きに上ずる。

「家で勉強してても嫌になるしさぁ。図書館も静かにしなきゃならないっていう、あの空気が苦手で、ここなら捗はかどるなぁって」

　その気持ちは分かる気がした。

「まっ、それは表向きの理由なんだけどね」

　朔也は、窓の縁へりに頰ほお杖づえをついて、面白くなさそうな表情を見せる。

「表向きってどういうこと？」

「姉ちゃんと彼氏が婚約することになったんだ。元々酒蔵の職人さんでさ、三善の祖父母も泣いて喜んでさ。その婚約者、両親を早くに亡くしているらしくて、養子に来るわけじゃないけど、結婚後は同居も考えてるみたいなんだよぉ。で、うちにいることも多くてさぁ」

　そう言って口を尖とがらせた朔也に、愛衣は強く共感し「あー」と額に手を当てる。

「それ、きついね。表面上は、親しくしなきゃいけないし、祝わなきゃいけないし」

「そうなんだよ。でも、なんとなく居場所はないし」

「分かる、すっごい分かる」

「分かってくれて嬉うれしいよ、愛衣ちゃん」

　愛衣は、「同志だね」と、握手の手を差し伸べた。

　朔也は一瞬戸惑った様子を見せるも、少し躊躇ためらいながら、愛衣の手を握り返す。

「ありがと、愛衣ちゃん。なんか元気出た」

　朔也は手を離すなり、少し照れたような表情で、はにかんだ。

「お互いがんばろうね。実は私も、これから決着をつけに行くの」

「決着って？」

「早乙女先生に会って来る」

「え、タイマン？」

　愛衣は「まさか」と噴き出した。

「そんな前時代のヤンキーみたいなことを言わないで」

「だって、愛衣ちゃん、めっちゃ強いエネルギーがみなぎってるし」

「気合入ってるだけ。なんだか、こんな煮え切らない感じも気持ち悪いし、ちゃんとうちのお父さんとどうなってるのか、聞いてくる。……結果的に朔也君みたく居場所なくなっちゃうかもしれないけど」

　愛衣はそう言って、力なく笑う。

「でも、大丈夫。居場所はここにちゃんとある」

　朔也は笑みを浮かべて拳こぶしを差し出す。

　愛衣は笑いながら「うん」と言って、拳を合わせた。

　そのまま、朔也にバイバイと手を振り、校舎へと向かっていった。





三






　一方、大おお伯父おじとの話を終えた由里子は、来た時のように狭い通路を通って、外に出た。

　あらためて周囲を見回すと、ごく普通の住宅街であり、大伯父の家の入口もそんな住宅地にぽつんとある小さな門だった。

　ここを潜ることで、あんな広い庭園に出るなんて想像もつかないだろう。

　何より、あの有名な陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいが住んでいるなんて……。

　少し可笑おかしくなって、由里子は頰を緩ませた。

　ここまで来たのだから、晴明神社を詣まいろうと、歩き出す。

　由里子の家は、大伯父の家よりさらに西側にある。

　つまり、晴明神社は反対方向だ。

　そのため、そう遠くはないというのに、なかなか足を運んでいない。

「駄目ね、氏神様だというのに」

　由里子は自分を叱しつ咤たして、堀川通沿いの石造りの鳥居を見上げた。

　五ご芒ぼう星せいが存在感を示す晴明神社は、今日も観光客で賑にぎわっていた。

　若い女性の姿が多い。

　本殿に向かって歩いていると、初老の女性たちとすれ違った。

「すっかり、観光地になっちゃって」

「そうそう、昔はこんな感じじゃなかったのよ。安倍晴明さんはどう思っているのかしら？」

　棘とげのある言い方をしていた彼女たちに、由里子は苦笑する。

　彼女たちが言っていたように、今の晴明神社は昔とは違っていた。

　だが、それに対して、安倍晴明はどう思っているのか考えようとすると、大伯父をはじめ、本家の伯父たちの姿が頭を過よぎる。

『観光地化？　そんなん、どうでもよろしい』

『エネルギーが集まってるんやったら、そら良かった』

『そや、人が集まるのは、ええことや』

　本家の皆は、間違いなくそう言うだろう。

　おそらく先祖もそんな感じなのではないか？

　そう思いながら、本殿を前に柏かしわ手でをうち、参拝をしていると、

「由里子さん？」

　聞き慣れた声が隣からして、由里子は驚いて声の方向に顔を向ける。

　和人が、驚いたようにこちらを見ていた。

「和人さん、どうしたんですか？」

「この辺に用があって、ついでに参拝に」

「私も、本家に行ってまして、そのついでに」

　由里子がそう答えると、和人は「すごい偶然だね」と笑う。

「本当ですね。まさか、一緒に参拝していたなんて」

「安倍の本家は、やっぱりこの辺りなんだ。大きな家？」

「広いし大きめですけど、上賀茂の賀茂邸に比べたら……。普通の人には、まず見付けられないところにありますし」

　和人は、さすがだなぁ、と洩もらす。

「由里子さんは、本家に呼ばれたんだ？」

「そんな大おお袈げ裟さなものではないですよ。親しい親しん戚せきに顔を見せに行った感じで……。私としても、最近、本家では、どんな仕事を請け負っているのか聞きたかったんですけど、今は、のらりくらりかわして、何もやってないようなんですよ」

　由里子がそう言って肩をすくめると、和人は、ぷっ、と笑った。

「それ、澪人も言ってたよ。安倍家の人たちは、なかなか動いてくれないって」

「そうなんです。感覚で動いているんですよね」

「かつては、藤ふじ原わらの道みち長ながのために尽力したというのにね」

「道長のためというよりも、京の町のためだったようにも思えます」

　ああ、なるほど、と和人は腕を組む。

「時の権力者に気に入られたのも、すべては森羅万象の計らいなのかもね。もしかしたら、道長は晴明という人物に京の町を護まもらせるために、あそこまでの出世をしたのかもしれないね」

「そう考えると、深いですね」

「たしかに」と和人は頷き、「現在の安倍家のトップはどんな人？」と尋ねた。

「私にとって大伯父になるんですが、緩い人ですよ。でも、家は『さすが』と思わせるくらい、結界が張られています」

　和人は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

「そういえば、恐ろしいものを見てしまったんです」

「恐ろしいもの？」

「本棚に、安倍家に伝わる術が記されている冊子が入っていまして、そこに……」

　由里子はそこまで言って、口を閉ざした。

　まるで、家の秘密を漏ろう洩えいするような気分になったためだ。

　だが、和人は察したように、口を開いた。

「もしかして、禁術でも書かれていた？」

「……はい、詳しくは言えないんですが、人を呪う術式とか」

「賀茂家にもそういうのがあるみたい。僕は見てないけどね。それにしても、使ってはいけない術をどうして伝えていくんだろうね？」

「私もそう思っていました。でも、その冊子には、こう書かれていたんです」




『これは、してはならぬ【禁忌の術】である。だが、古いにしえより伝えられし術の記録を個人の独断でやめるわけにはいかず、ここに記す』




　由里子から伝えられた言葉に、和人は納得したように大きく首を縦に振った。

「そうか、伝えてはいけないというのは、人間の判断であって、森羅万象の意思とは違うのかもしれないね」

「そうですね。人間なので、よく分からないんですが」

「僕も」

　二人は小さく笑った。

「そういう呪じゆ術じゆつはやっぱり丑うし三みつ時に行うものなのかな？」

　ぽつりとつぶやいた和人に、由里子は空を仰ぐ。

　太陽が西へと傾き、色付き始めていた。

「それもそうですし、実は陽が落ちる時刻も効果があるとか」

　和人は、ああ、と声を上げる。

「『逢おう魔まが時』と言うからね」

　逢魔が時は、昼と夜の移り変わる夕暮れ時を指している。

「逢魔が時は、元々『禍まが時とき』、禍々しい時を意味するって、伯父に聞いたことがあります。その時分は、薄暗くて人の顔の見分けがつかないから、魔物も人も判断がつかなくなるとか」

「そうだね。あと、夕陽に反射して誰なのか分からない。『誰たそ彼かれ』で『黄昏たそがれ時』とも言うからね」

「和人さん、色々よくご存じですね。こういう話をしたら、引かれることがあるので嬉うれしいです」

「僕も賀茂家の人間で、今はＯＧＭのメンバーだし」

　胸を張る和人に、由里子は「ですね」と頷うなずく。

「でも、本当に禍々しい時なのかな？」

　そう言う和人に、由里子は小首を傾げた。

「どういうことですか？」

「妖あやかしも神も人も分からなくなる、この美しい『黄昏時』は、すべての世界の者たちがつながれる奇跡のような時間なんじゃないか、って僕は思うんだけど」

　和人は夕暮れ空を眺めて、しみじみとつぶやく。

　今まで考えもしなかった、想いもしなかった言葉に由里子は圧倒されて、言葉が出なかった。

　しばし空を見上げていた和人だが、思い出したように由里子の方を向いた。

「そういえば、愛衣さんの家のルーツのこと、色々分かったんだね。本当に神社だったとか」

「ええ。愛衣さんも私たちも、分かってスッキリしました」

「それは良かった。愛衣さん父娘おやこなら良い家主になれそうだよね」

「本当ですね」

　話しながら、境内を歩く。

　出口側、鳥居の近くに、『一いち條じよう戻もどり橋ばし』と刻まれた小さな橋があり、由里子はなんとなく目を向けた。

　現在、一条通に架かっている『一条戻橋』は、一九九五年に架け替えられたもので、ここにある小さな橋は、以前の橋の一部だ。

　京都では古くから、曰いわくが伝えられている橋であり、晴明神社に移すしかなかったのだろう。

　だが、その小さな橋からは、今も負の想念が漂っている。

　それは、多くの人が『これが、あの曰くつきの橋』『なんだか気持ち悪い』という念を残していることも大きな要因に思えた。

　近付かない方が賢明だ、と由里子は橋から目を離して、和人を見上げた。

「そういえば、和人さんは、この辺りに用があったと仰おつしやってましたけど、大学の関係ですか？」

　そう問うと、和人は「ううん」と首を振る。

「澪人達が、谷口さんのことを調べるって言ってたから、僕も役に立てることがないかなぁ、と思って色々調べていてね。でも、何もつかめないかもしれないから、黙っていたんだけど」

「相変わらず、弟思いですね」

　由里子はくすりと笑う。

「それもあるし、谷口さんのことをなんだか放っておけなくて……」

　そう言って、和人は目を伏せた。

「…………」

　由里子は何も言えなくなり、口を閉ざす。

　和人は、谷口から直接念を送り込まれた経験があるのだ。

　谷口が内に抱えた、負の感情を誰よりもダイレクトに受け取っている。

　澪人への羨せん望ぼうや、嫉しつ妬と、悔しさ──。

　和人は、もしかしたら、他の誰よりも谷口の気持ちが理解できるのかもしれない。

「でも、それでどうして、ここに？」

　由里子がふと思って顔を上げて尋ねると、和人は「ああ」と現在の一条戻橋に視線を移す。

「祖父に、谷口さんが『魔』に囚とらわれてしまったキッカケを聞いたんだ」

「キッカケとなった出来事があったんですか？」

「うん。すぐそこの一条戻橋に良からぬものが出てきたそうでね、谷口さんは、自ら除霊に行ったそうなんだよ。その時に祓はらい切れず、取り憑つかれてしまったんじゃないかという話でね」

「それで、普段の自分ではいられなくなり、あんなことを……」

　由里子は、独り言のように続ける。

「そうなんだ。で、現場に来たら何か分かるかなと思ったんだけど、そもそも、霊感が強くないから、何も分からなくて」

　頭に手を当てて、あはは、と笑う和人に、由里子は頰を緩ませた。

「それでは、私がちょっと行ってみますね」

「あ、僕も行くよ」

　二人は横断歩道を渡って、一条戻橋へと向かう。

　橋を渡り、中央に立って堀川を覗のぞき込んでみたが、何も感じることはなかった。

「……特に何も感じないですね。それなりに想念は残っていますけど、それはどこにでもあるものというか。谷口さんは、しっかり除霊したのかもしれないです」

「もしくは、それを持ったままでいるとか──」

　真顔でつぶやいた和人に、由里子は表情を強こわ張ばらせる。

　その時、和人のスマホが、ピピッと音を立てた。

「スマホ、鳴ってますよ」

「ああ、これはアラーム。そろそろ、家に戻らないと。午後診療が始まっているし」

「病院ですか？」

　和人の家は、個人病院を経営していて、彼は後継ぎの医大生だ。

「うん、雑用だけど、手伝いをしてるんだ」

「そういえば、関西では、午後からの診療が、夕方四時や五時からで驚きました」

「えっ、どうして？」

「関東では、午後は一時とか二時から五時くらいまでだったので」

「でも、それじゃあ、学校や仕事帰りの人とか大変じゃない？」

「そうなんですよね。だから、こっちの午後診療は親切だと思ってました。病院の方々は大変かもしれませんが」

「親切って言われると、関係者の一人としては、ちょっと嬉しいな」

　元々細い目をさらに細めて笑う和人に、由里子も口くち許もとを緩ませた。







　由里子は、和人と別れた後、バッグからスマホを取り出した。

「一応、今日のこと朔也に報告しようかしら」

　三善朔也の連絡先を表示し、ドキドキするのを感じて、ギュッと目を瞑つむる。

「報告するだけじゃない」

　馬鹿ね、とつぶやき、通話を押そうとして手を止める。

「やっぱりメッセージにしましょう」

　メッセージアプリを開き、

『今日、本家に行ってきました。安倍家は今、特に関わっていることはないようです。偶然和人さんに会いました。元気そうでした』

　そこまで打って、由里子は手を止めた。

「なにこれ、報告するようなことじゃないわね」

　スマホを見ながら、「うー」と唸うなり、やはり消そうとするも、間違ってそのまま送信してしまった。

「あ、しまった、どうしよう。こんなとりとめない文章を……」

　由里子が慌てていると、すぐにスマホが鳴動した。

　見ると朔也からの着信であり、由里子は慌てて電話に出る。

「は、はい」

　すると、スマホの向こうで、朔也は愉たのしげに笑っていた。

「何が可笑おかしいのかしら？」

　由里子は、すぐにいつもの調子で鼻息荒く尋ねる。

『ごめん。由里子センパイって、本当にうちの姉ちゃんみたいだ。普段は遠慮なくなんでも言ってくれるのに、文章では、すげー余所よそ余所よそしいっていうか』

　また笑う朔也に、由里子も小さく笑う。

「文章で伝えるって難しいのよ。朔也は、今何をしていたの？」

『今は、部室で勉強してる』

「どうして部室に？」

『家だと勉強する気になれなくて』

「邪魔しちゃったみたいで悪いわね」

『いやいや、もう集中力切れてるところ』

「それじゃあ、私も行こうかしら」

『うんうん、おいでよ。さっき、愛衣ちゃんにも会ったよ。早乙女先生と話すって、校舎に入っていった』

　由里子は、「今から行くわ」と返事をしてスマホをバッグにしまい、バス停へと急ぐ。

　小走りをしながら、ひとつの決意をしていた。

　もし、部室に朔也が一人だったら、想いを告げようと──。







　由里子が、学園の中庭に着く頃、すっかり空はオレンジに色付いていた。

　以前、夕暮れ空を小春と愛衣と共に、中庭のベンチに座って眺めたことがある。

　グラデーションを見せる空の下、佇たたずむ塔が一枚の絵のように美しかった。

　それは他愛もない出来事だが、由里子の中では、そのすべてが宝物のように大切な記憶として胸に残っていた。

　塔に向かって歩きながら、ドキドキと鼓動が強く音を立てる。

　廊下を歩き、扉の窓から、部室内を見ることができた。

　朔也は窓際の一人掛けソファーに座り、雑誌に目を落としている。

　窓からの逆光で、朔也の姿は影のようだ。

　これもまた、一枚の絵のようだ、と由里子は扉の前から動けなかった。

　朔也は、すぐに由里子の姿に気付き、にこりと微笑んで大きく手を振る。

　由里子はぎこちなく会釈して、部室に足を踏み入れた。

　これから、想いを告げる緊張に、全身が心臓になったようだ。

「えっ、由里子センパイ、どうしたの？」

　朔也はきょとんとして小首を傾げる。

「ど、どうしたって、何が？」

「すごい怖い顔してるから。何かあった？」

　怖い顔、と言われて、ぐさりと胸が傷付いた。

　自分はただ、緊張していただけなのだ。

　それなのに、怖い顔に見えてしまうなんて。

「生まれつきよ」

　由里子は、泣きそうになるのを堪こらえて、顔を背ける。

「えー、怒らないでよ、ごめん。本家で何かあったのかな、って心配になっただけで」

　空気を読んだのだろう、慌てたように言う朔也に、由里子はばつが悪くなり、目を伏せた。

「……こっちこそ、ごめんなさい。私、黙っていると『怒ってる？』とか聞かれることが多くて、それに慣れたつもりだったんだけど、時々こたえるというか」

　好きな人だから余計にだ、と由里子は息をついた。

「えっ、それは由里子センパイが美人だからだよ。俺なんて、ただ笑ってるだけなのに、『何企たくらんでるの？』って聞かれるんだよ？」

　すかさずそう言った朔也に、由里子は小さく笑った。

　気持ちは明るくなったが、美人と言われるより、可愛いと言ってもらいたかった、と由里子は一瞬思うも、すぐに、自分は決して、可愛いと言われるタイプではないのだ、小春とは違う、と苦笑する。

「朔也は、美人って言われる人と、可愛いタイプ、どっちが好きなの？」

「んー、どっちも好き」

　えっ、と由里子は顔をしかめた。

「なんていうか、その人によるというか、似合ってる雰囲気が一番というか、結局、見た目は窓口ですべてではないと思うし」

「やだ、朔也にしては、まともなことを……」

　由里子が口に手を当てると、朔也は「ひどっ」と声を上げた。

「にしても、いきなりどうしたんすか？」

　屈託のない笑顔を向ける朔也に、由里子の胸が詰まる。

　それなりに勘も強いだろうに、自分が今、恋心を募らせて爆発寸前なことに気付かないのだろうか？

　当事者ほど気付かないものだというが、これもそうなのかもしれない。

　だとするなら、やはり黙っていては、いつまでも気付いてもらえないだろう。

「……朔也に、伝えたいことがあるの」

　朔也は「うん？」と無邪気な様子で、聞く姿勢を整える。

　立っているのもやっとな緊張感の中、ごくりと喉のどが鳴ったのが、由里子は自分でも分かった。

　強く拳こぶしを握り、勇気を振り絞って口を開く。

「私ね──朔也が好きなの」

　そう告げると、朔也はぱちりと目を瞬まばたかせて、こちらを見返した。





四






　愛衣は、誰もいない教室で、呼び出した早乙女と向かい合って座っていた。

　彼女は『来るべき時が来てしまった』という様子で、顔を強こわ張ばらせて俯うつむいている。

「私が何を聞きたいのか、分かってますよね？」

　愛衣がそう口を開くと、早乙女は顔を歪ゆがませて、「ごめんなさい」と頭を下げた。

「いけないことだというのは、分かっているんです」

　そう続けた彼女に、愛衣は「いけないこと……」とつぶやき、

「父と付き合ってることがですか？」

　と、確認をした。

　すると早乙女は、ぶんぶん、と首を振る。

「ううん、付き合うなんて、そんな。孝たか志しさんには、気持ちも伝えていないし」

「えっ、それじゃあ、どうして私に謝るんですか？　何がいけないんですか？」

　愛衣は、ぱちりと目を見開く。

「孝志さんは、亡くなったとはいえ親友の夫で……教え子の父親だから、恋愛感情とか抱いてはいけない相手だって分かってる。だけど、再会した時から……」

　そこまで言って、早乙女は目を伏せた。

　彼女が、父にどうしようもないほどに恋をしていることが伝わってきた。

「少しでも会いたくて……理由を付けて会う機会を設けたりして」

　早乙女の声が、か細くなっていく。

　目には涙を浮かべていた。

「えっと、父は、先生の気持ちには？」

「多分、気付いてないと思うわ。分からないけど」

　二人はとっくに交際していると思っていた愛衣は、あまりに拍子抜けして、ぽかんと口を開けた。

「愛衣さんが、私の気持ちに気付いていることは察していたの。いつか、言われるだろうと覚悟していた。その時が、自分のタイムリミットだって。もう、孝志さんには連絡を取らないようにしようと思う。本当にごめんなさい」

　再び頭を下げた早乙女に、愛衣は慌てて前のめりになった。

「い、いえ、私のこともそうですし、死んだ母のことも気にしないでください。母はもう俗世にはいないんです。死ぬというのは、そういうことだと思うんです」

　こんな風に思えるようになったのは、ＯＧＭの活動を始めてからだ。

　それまで、死者は生者の延長線上にあるように思っていた。

　だが、そうではない。

　もし、延長線上にあったとしたら、次の世界に行けていない、所謂いわゆる成仏ができていない状態なのだ。

　亡くなって、次のステージに行った魂は、こちら側が幸せであるならば、それでいいと思うに違いないと今は感じている。

「私は、小春に母の想いを伝えてもらってから、母のことから逃げずに向き合おうと思って、色々と調べるようになりました。母はとてもはっきりした、カッコいい人だったことが分かりました。そんな母はきっと自分の亡き後に、生きている人たちが自分に遠慮して動けないなんて、そんなこと望まないと思います。『気にしないでよ』って、逆に活を入れるような人だったんじゃないかって……」

　愛衣がそう言うと、早乙女は心底驚いたように目を瞬かせる。

「私は、父が大好きで、だから父が再婚したら、やっぱり嫌だなとは思います。だから、新しいお母さんとかは、私的にすぐに受け入れられないんですが、でも、父が私とは違う世界で、恋愛するのは仕方ないなとも思います」

　愛衣はそこまで言って、息をつく。

「だから、恋愛に関して、私や亡くなった母のことは気にしないでください。でも、私たち父娘おやこの生活を乱しすぎないでほしい。これが、私の正直な気持ちです」

　顔を上げてしっかりと告げると、早乙女は圧倒されたような顔を見せていた。

　しばし固まったまま何も言わない早乙女に、愛衣は戸惑いながら顔を覗のぞく。

「えっと、先生？」

　すると早乙女の目から、ぼろぼろと涙が零こぼれ落ちた。

「わっ、先生、これはあくまで私の希望で、勝手なことを……」

　あたふたする愛衣に、早乙女は「違うの」と涙を拭ぬぐった。

「まるで、葉よう子こが目の前にいるみたいに思えて……葉子も、とてもまっすぐな人だったから。なんだか、葉子に言われたような気持ちで」

　早乙女はそう言って、泣き笑いを見せる。

「先生……」

　愛衣の目頭も熱くなった。

「ありがとう、愛衣さん。まだ、孝志さんに想いを告げる勇気はないんだけど、これからも連絡を取らせてもらえたら、嬉うれしいなと思ったわ」

　やはり、早乙女は生真面目なタイプなのだろう、と愛衣は微笑んで頷うなずく。

「そういえば、先生。宗次朗さん……小春の叔父おじさんに好意を持っているという話を聞いたんですが。彼が独身かどうか気にしてたって」

　思い出して尋ねると、早乙女は小さく笑った。

「やだ、あれは本気じゃないわよ」

「そうなんですか？」

「あんな華やかな人は、見ているだけで嬉しいというか。アイドルでも、ちょっと、ワイルドなタイプが好きなんだけど、実際に好きになる人は違うのよね。誠実で穏やかな人が好きというか」

　その言葉に愛衣は、「分かります」と笑う。

「愛衣さんもそうなの？」

「私の場合は、先生とは少し違っているんですが……」

　自分は、穏やかで誠実で正しい人が好きだろうと思っていた。けれど、実際にそういう人と親しくなると、自分もちゃんとしなくては、と息苦しくなる気がするのだ。自分には、もっと緩い人の方が良いかもしれない。

　愛衣がそうしたことを伝えると、早乙女は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

　その後、愛衣は早乙女と他愛もない話をし、礼を言って、校舎を出た。







「……思いきって、聞いてよかった」

　愛衣は清すが々すがしい気持ちで、中庭に出る。

　力いっぱい両手を天に向かって伸ばしていると、由里子が塔から出てきて、早足で中庭を後にする姿が見えた。

「あれ？」

　由里子さんっ、と大きな声を上げかけて、愛衣は口を噤つぐんだ。

　彼女が泣いていたからだ。

　何があったのだろう？

　部室に行っていただろうから、おそらく、朔也と何かあったに違いない。

　喧けん嘩かをしたのだろうか？

　あの二人は、仲が良いと思っていたのに。

　何より、軽口ばかり叩たたく朔也だが、誰かを泣かせるようなタイプではないというのに。

　愛衣は、戸惑いながら塔の中に入る。

　小走りで廊下を渡り、開け放たれたままの扉から、部室を見た。

　朔也は、テーブルに突っ伏していた。

「朔也君？」

　朔也の肩がぴくりと震えて、彼はゆっくりと体を起こした。

　その真っ赤な目を見て、朔也が泣いていたことが分かり、愛衣は絶句した。

　沈黙がその場を包む。

　朔也は、徐おもむろに立ち上がり、バッグを手にした。

「……誰かを傷付けてしまうって、自分も傷付くものなんだね。知らなかった」

　大好きな人だからかな、とつぶやいて、朔也はそのまま部室を後にする。

　愛衣は、何も言えずに朔也の背中を見送っていた。





五






　由里子は、放心したまま、バスも使わず堀川通を南へと歩いていた。

　気が付くと、陽は落ちていて、街灯が灯ともされている。

　部室でのことがぐるぐると頭を巡っていた。

　強い鼓動の中、自分は勇気を振り絞って口にしたのだ。

『私ね──朔也が好きなの』

　朔也は、目をぱちくりさせたが、すぐに、『うん、俺も好きだよ、由里子センパイ』なんて軽く言う。

　本気に受け取られないであろうことは、最初から覚悟していたため、目をそらさずにはっきりと告げた。

『そういうんじゃなくて、ちゃんとした恋愛感情で』

　すると、朔也は、虚を衝つかれたように目を見開く。

　その顔を見て、由里子は正直驚いた。

　心のどこかで、朔也は自分の気持ちに気付きながら、知らない振りを続けているのではないかと思っていたのだ。

　だが、そうではなく、本当に気付いていなかったことを感じ取ることができた。

　その真顔からは、喜びの色が一切感じられない。

　戸惑いだけを伝えていた。

『驚くわよね、ごめんなさい』

『あ、あー、うん。由里子センパイ、俺のことを弟のような気持ちで好きでいてくれてると本気で思ってて』

　朔也は弱ったように頭を搔かく。

　これも本心であることが伝わってくる。

『い、いいのよ。だから気持ちを伝えたかったの』

　これから、自分のことを異性として意識してもらえたら……。

　そんな気持ちを胸に伝えるも、

『──ごめん』

　と、朔也は、心から申し訳なさそうに頭を下げた。

『……えっ？』

『俺、由里子センパイのこと、すげー好き。こう言うと噓くさいけどマジで姉のように好きで慕っている。でも、そういう感情とは違っていて』

　そこまで言って、朔也は黙り込んだ。

　重苦しいような沈黙が訪れる。

『気持ちを伝えたことで、何かが変わったりとか……は？』

　我ながら、見苦しいと思いながら駄目押しすると、朔也は目を伏せた。

『実は、好きな人がいて……』

　ばくん、と心臓が跳ね上がった。

　やっぱり、そうなんだ、と、どこかで思う。

　それは、小春さん？　と確認をしようとして、由里子はやめた。

　愚問に決まっている。

　朔也は、今も小春を想っているのだろう。

　朔也は、小春のような子が好きなのだ。

『そ、そう、分かったわ。それじゃあ、仕方ないわね』

　自分は、そう言って部室を後にした。

　中庭で、愛衣が声をかけようとしていたのに気付いたけれど、今は誰とも話したくはない、と逃げるように出てきてしまった。

「……はぁ」

　由里子は、大きく息を吐き出す。

「小春さんは、いいなぁ」

　澪人のような人に愛され、朔也に想われ、和人に大切にされている。

　思えば、昔から小春のような子に憧あこがれを抱いていた。

　控えめで可愛らしい雰囲気で、誰にも警戒心を抱かせない優しさと朗らかさを持っているタイプの女の子。

　黙っているだけなのに怖がられてしまう自分にとって、眩まぶしく思える存在だった。

　これまでも恋をしたことがあった。

『安倍由里子？　ないない。美人かもしんないけど、なんか怖こえーし』

『まー、とりあえず、自分と変わらない身長の女は無理』

　以前、男子たちがそんな風に陰で言っていたのを偶然、聞いたことがある。

「…………」

　自分も小春のようだったら、何かが違ったかもしれない。

　朔也もふたつ返事で頷うなずいてくれたのかもしれない……。

　そこまで思い、じわり、と浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「たられば言ったって、しょうがないじゃない。私は小春さんじゃないんだから」

　自分を叱しつ咤たするように、小さく口にした。

　──どうして、あの子だけ。

　ふと浮かんだ負の感情に、由里子は、かぶりを振る。

　駄目だ。

　どうしてこんなことを考えてしまうんだろう。

　そんな今の自分がとても嫌いだ。

　自分の想いが成就しなかったことは、仕方がないことだというのに……。

　小春に憧れていた。

　だからこそコンプレックスもあった。

　もし、朔也の好きな人が、小春じゃなかったら、ここまでもやもやしないのかもしれない。

　自分の欲しいものを全部持っている小春が、とても羨うらやましく、妬ねたましい。

「小春さんは、賀茂君と付き合ったから、もう大丈夫だと思ったのに」

　今も、朔也の気持ちをつかんでいる。

　きっと、小春と澪人の間に亀き裂れつが入ったら、すぐに朔也は駆け付けて彼女を支えようとするのだろう。

　澪人との関係が上手うまくいかなくなっても、小春には朔也がいるのだ。

「ああ、もう」

　こんな風に考えたくないのに、と由里子は小声で洩もらして、こめかみに手を当てる。

　このどうしようもない感情を、どうしたら良いのだろう？

　理性では分かっているのだ。

　小春は、何一つ悪くない。

　自分が勝手に嫉しつ妬としているだけなのだ。

　嫉妬は、こんなにも苦しい。

　胸が、息が、詰まっていく。

　親しい人をこんな風に思いたくないのに……。

　もしかしたら、元審神者さにわ頭がしらの谷口も、こんな気持ちだったのかもしれない。

　気が付くと、一条戻橋まで来ていた。

　家に帰る気にもなれず、なんとなくそのまま通り過ぎて、堀川沿いの遊歩道を南へと歩いて行く。

　ふと、由里子は足を止めて振り返った。

「──そうよ」

　大おお伯父おじがやらなくては、と思っていた『縁のある土地』の仕事というのが、一条戻橋の話なのだ。

「それを祓はらいに行ったのが、谷口さん……」

　どうして、すぐ気付かなかったんだろう。

　もしかしたら、谷口は今も地から蘇よみがえった『穢けがれ』を抱えたままでいるのかもしれない。

　あらためて確かめようと由里子は踵きびすを返して、一条に向かって遊歩道を北へと歩く。

「……？」

　すると、妙な気配を感じて、由里子は足を止めた。

　いくつもの黒くて小さな人ひと形がたの影が、木の陰から覗のぞいている。

　うふふ、という笑い声が届いた。

　一見、愛らしいが、禍まが々まがしさを感じた。

　──ねぇ、

　あの、術式をやると良いよ。

　あの部屋で見たんだよね？

　あれで、たちまち、妬ましい女を呪えるよ。

　そうしたら、あの女は、

　持っているものをすべて失くすから。

　あの女が失くしたすべては、

　あなたの手に入るよ。

　あれは、幸運の術式なんだ。

　その黒い影は、うふふ、と笑って囁ささやき続ける。

「……幸運の術式？」

　──そう。

　あの術は、強い力を持っているから、

　禁忌としただけ。

　誰かが幸せなのに、

　自分だけが不幸なんて、

　許せないよね？

　黒い人影のひとつが木の陰から出てきて、由里子に向かって手を差し伸べた。

「…………」

　由里子は、無言でその手を取る。

　うふふ、という笑い声が響く中、由里子は黒い影と手をつないだまま、ぼんやりと宙を見るような目で歩いていた。








第三章　紐解かれる過去。













一






　チェストの上でスマホが振動する音で、澪人は目を覚ました。

　腕を伸ばしてスマホを手にし、「……はい」と言う。

　口から出た声は、自分が思う以上に低く、まだ声帯が機能していないと思わせる。

　部屋のカーテンは開いたままだ。

　窓の向こうには、朝焼けが広がっている。

　時計の針は、五時を指していた。

　こんな早朝に一体誰が？

　寝起きの頭で、ぼんやり思っていると、電話の向こうから愉たのしげな笑い声が聞こえてくる。

『澪人のことだから、とっくに起きて祝詞のりとでも上げているかと思えば、まだ寝ていたみたいだね』

　和人の声だった。

　たしかに、この時分は、身支度を整え、塩でうがいをし、祝詞を上げる準備に入る頃ではあるが、毎日必ずというわけではない。

　昨夜ゆうべは、寝付きが悪かったのだ。

「……兄さん？」

　澪人は、欠伸あくびを口の中で嚙かみ殺しながら尋ねる。

『ごめん、この時間なら澪人は起きていそうだし、ゆっくり喋しやべれる気がしたんだけど、寝ていたならかけ直すことにするよ』

「いや、大丈夫ですし」

　ゆっくりと上体を起こして、ベッドに腰を掛けた。

　まだ、頭がぼんやりとしているな、と額に手を当てる。

『あ、それなら、ビデオ通話にしたいな』

「僕に見せたいものでも？」

『僕が見たいんだ。寝起きでぼんやりしている澪人の姿を』

「お断りや」

　ぴしゃりと言う澪人に、和人はまた笑っている。

「ほんで、どないしました？」

『ああ、報告があって。僕は僕で谷口さんのことを調べたんだ』

　その言葉に、澪人は瞬時に眼まな差ざしを強くした。

「兄さんが、谷口さんのことを？」

『うん』

「それじゃあ、愛衣さんに『やらなきゃいけないことがあるから手伝えない』て言うてたのは、その調査で？」

『まぁ、そういうこと。澪人達が谷口さんのことを調べるというからさ。谷口さんは、京都で活動していた人なわけだし、僕もこっちで力になれないかなと思って』

「おおきに」

『僕は澪人が大好きなだけだから、気にしないで』

「……ほんで、何か分かりました？」

『ああ、うん。でも、きっと、澪人も既に知っていることばかりかもしれないけど、一応、調べたことを全部報告するね』

「ええ、そうしてください」

　ぺらり、とノートをめくる音が澪人の耳に届く。

『……谷口さんは、僕に攻撃をしてきた日の少し前に、一条戻橋へ除霊に行っているんだ。それは元々、妖あやかしの目撃情報が関西本部に届いて、現場の陰おん陽みよう師じが調査に行ったところ、返り討ちに遭って帰って来たからだそうなんだよ』

　それは澪人も知っていることであり、黙って相あい槌づちをうつ。

　和人の言う『現場の陰陽師』というのは、現場を調査し、除霊を行う実働部隊であり、かつては、澪人もその一人だった。

「そやね、魔をもらって帰ってきたという話やね」

『うん、それを祓はらったのが谷口さんなんだって。というのも、その部下は、谷口さんが元々可愛がっていたようなんだ』

「そうやね。たしか、その部下は──井いの上うえさんやったっけ」

『そう、井上さん。電話だけど井上さんの話を聞けたんだ。谷口さんは、井上さんに取り憑ついていた魔に触れて、ただならぬ気配を感じて、「これは自分が直接行く」と現場に出向いたそうなんだ。その後、本部に「何も問題はなかった」とメールで報告したんだけど、顔は出さなかったそうなんだよ』

　澪人は、話を聞きながら、うんうん、と相槌をうつ。

「その後、下鴨──うちにやって来たんやね……」

『そういうことなんだ。谷口さんは、うちに来る前に、井上さんに電話をして、「澪人君の自宅を教えてほしい」と聞いたそうなんだ。後から思うと、その時の様子がどこかおかしかったって』

　澪人は、苦い表情で話に耳を傾ける。

『そうして、谷口さんは、わが家にやって来た。家の前にいた僕に「魔」を寄よ越こして、姿を消した』

「やっぱり、最初から兄さんを狙っていたんやろか」

『うん、おそらくそうだろうね。ただ、僕とは限ってなかったのかもしれない』

「えっ？」

『谷口さんは、僕の背後で最初に「これは、なんて丁度いい」って言ったんだ。澪人に直接、攻撃をしても上手うまくいかないだろうし、家族の誰かを狙えたらと思っていたんじゃないかな。もしそれが母親だったら気が進まないけど、兄の僕に出会えたから、「丁度いい」って言葉が、彼の口から出たんだと思うよ』

　澪人は、なるほど、と頷うなずく。

『その後、井上さんが本部に「谷口さんの様子がおかしかった」と報告したことから、この件が発覚して、谷口さんは一度本部に捕らえられているというか、呼ばれているんだ。だけど、彼が憔しよう悴すいしきった様子だったことから、本部長は少し休ませてからしっかり話を聞こうと言ったそうでね……』

「そやけど、いつの間にか逃げられてしもた」

『そう。谷口さんは、すぐに今いま出で川がわのマンションを出ている。必要最低限の荷物だけを持って、家具は残したまま。井上さんに「自分の荷物を処分してほしい」って本部から支給されているスマホでメールをしているんだけど、そのスマホも家具もすべてマンションに置き去りのままだったとか。きっと彼は、二台持っていたんだろうね』

「そやろね。僕も二台持ってますし」

『えっ、そうなの？』

「ええ。今、兄さんと話しているこのスマホは個人用やけど、僕も他に本部から支給されているスマホがあるんです」

　澪人が、スマホを二台も持ってたなんて、と和人は複雑そうに息を吐く。

『ま、それはそうと、谷口さんは審神者さにわ頭がしらになる前に表の仕事もしていたそうなんだ』

　陰陽師組織は会社組織同様、出世するごとに本部から支給される活動資金が大きくなる。

　それは、生活費に充てても良いため、実質、給料のようなものだ。

　一介の陰陽師ならば割の良いアルバイト程度の金額だが、チームのリーダー、さらに審神者と支給額は上がっていき、審神者頭となれば、大企業の重役の年収に匹敵するほどであり、表で仕事をする必要がなくなる。

　また、表の仕事ができる時間の余裕もなくなるのだが──。

『それで、谷口さんは、失しつ踪そうする直前、以前働いていた河原かわら町まちのお店にふらりと訪れたそうだよ』

　それは初耳であり、澪人は前のめりになる。

「お店って……谷口さんは、どんな仕事をしたはったんやろ」

『澪人も知らなかったんだね。洋菓子店だって』

「洋菓子店……」

　澪人は、ぱちりと目を瞬まばたかせる。

『なんとなく意外だよね』

「そやね。甘いものを食べるイメージがなかったさかい」

　会合で、茶菓子が出ても、谷口は手をつけてはいなかったのだ。

　澪人の中では、甘いものが苦手な人という印象があった。

　食べるのと、作るのは、また別の話なのかもしれない。

「ほんで、谷口さんは、その店の人に別れの言葉を言うたんやろか」

『ううん、ただ、その店の看板メニューのスイーツを食べて、「やっぱり、ここのケーキは美味おいしいですね」って言ってたそうだよ。どこか様子がおかしかったから、仕事で辛つらいことでもあるのかもしれないと思った店主が、「仕事、大変なのかい？」って尋ねたら、「そうですね。これからやらなきゃいけないことがあるんです」って言ってたとか……』

「谷口さんが、やらなあかんこと……」

　澪人は、そっと眉まゆ根ねを寄せた。

『それから京都で谷口さんを見た人はいないんだ。まぁ、僕が調べられたのは、ここまでなんだけど』

　たいした情報じゃないんだけどね、と少し申し訳なさそうに言う和人に、澪人は首を振った。

「そんなことあらへん。ほんまにおおきに」

『澪人の方はどう？　谷口さんのこと、何か分かった？』

「今日、彼と親しかったていう、元陰陽師に会いに行こう思てます。あと、まだ、五社詣まいりの途中やし、その続きをするつもりで」

『途中って、この前五社回ったんじゃないの？』

「三社目の日枝神社を詣った後に、台たい東とう区に谷口さんがいたていう報告が入って、すぐに目撃現場に向かったんやけど、もういなくなってしもてて」

　澪人はそう言って息を吐き出した。

　ちなみにこれらの出来事──日枝神社で不思議な少年に会ったこと、その後に若宮とコウメが消えたことなどはすべて、小春が愛衣に伝えていた。

　愛衣から朔也と由里子に情報は回っていたが、一人別行動をしていた和人には伝わっていなかったようだ。

『それじゃあ、もしかして、また東京大神宮からやり直し？』

　和人が気の毒げな声を上げている。

「いえ、今回の祈き禱とうは、以前の新月の祈禱とはまた違ちごてるのと、若宮様のお力添えのおかげで、詣った三社には今もエネルギーの柱は立ったままやから、残りの二社で大丈夫や」

　日枝神社に訪れた際には、若宮は本殿で祈禱はしていないのだが、その地に訪れたことで強い力を持ったのか、エネルギーの柱は立っている。

　同時に、澪人は日枝神社で出会った不思議な少年の姿を思い浮かべた。

　他の参拝客にも見えていた事実から、疑っていなかったけれど、思えば彼は本当に『人』だったのだろうか？

　エネルギーが強いから、普通の人にも見えやすかっただけで、本当は『人ならざる者』だったのかもしれない。

　これまで感じたことのない、奇妙な感覚だった。

『それは良かった。小春さんと回るんだよね？』

　和人の声に、澪人は我に返って頷く。

「ええ。谷口さんの調査をしつつ、回れたらと思うてる。この皇居を見守る『櫓やぐら』である東の本部のビルからスタートした方がええと思うて、わざわざ、うちのビルまで来てくれるんやけど」

『ところで、小春さんとはどうなの？』

　和人がほんの少し声を潜めて尋ねる。

「どう、って、協力し合おうてるけど」

『そういうんじゃなくて。澪人は今一人暮らしのようなものじゃん。その部屋に二人きりでいて、少し進展したりして？』

　まるで女子高生同士の恋愛話のように前のめり気味に訊きいてくる和人に、澪人は額に手を当てる。

『でも、ほら、小春さんは、まだ高校生だから、その辺の節度はね』

　かと思うと、諭すようなことを言ってくる。

「…………」

　澪人は肩をすくめて、息を吐き出した。

「心配せんでも大丈夫や。兄さんまで東の本部長のようなことを言わんといてください」

『東の本部長がなんて？』

　澪人は、東の本部長の言葉を思い浮かべる。




『いやはや、驚いた。小春さんは本当に、精霊のような清らかなオーラを纏まとっておられる。ですが、それもこれも、彼女が「少女」でいるからこそなのかもしれないですね。実際、神み子こは結婚と同時に力を失ってしまう方も多いと聞きますし……澪人君もお若いから様々な欲求はあると思いますが、彼女はただの女性ではないことを決して忘れてほしくないと思いますねぇ』




　──などと言って、東の本部長は、澪人の肩をグッと強くつかんだのだ。

　口くち許もとは笑みを湛たたえていたが、目は決して笑っていなかった。

　そのことを伝えると、和人は電話の向こうで、くっくと笑っていた。

『そ、それは、釘くぎを刺されたね、澪人。「普通の女の子じゃないんだから手ぇ出して、彼女を穢けがすなよ」って言われたんだよ』

　和人はそう言って、また笑う。

「僕かて、分かってるつもりや……」

　小春と深い仲になるのは、まだ早いということも分かっていた。

　だが、そこまでいかなくても、なるべく触れられたら、と思っていたのだ。

　しかし、そう言われてしまっては、妙に意識してしまう。

　先日も、本当は小春の隣に座りたかったのに、対面に腰を下ろした。

　笑ってはいけない、と言われたら、途端に可笑おかしくなってしまうように、手を触れてはいけないと釘を刺されると、より触れたいという気持ちが強くなってしまうようだ。

　うっかり触れていて、自分がコントロールできなくなり、気が付くと彼女に覆いかぶさってしまっていたら、と怖くも感じる。

　自分は理性的な人間だと思っていたのだが、こと彼女に関しては、自信がないのだ。

　そこまでは口にしなかったが、澪人のそんな複雑な心中を和人は察したようだ。

『みんなに釘刺されるのも、なかなかつらいよね。かえって色んなものを募らせそうだし。分かった、僕はもう何も言わないよ』

「そやね。色々考えてしもて」

　昨夜ゆうべは寝つきが悪かったくらいだ、と澪人は心の中で続け、

「ほんで、やっぱり、兄さんも釘刺すつもりやったんや」

　と、澪人は肩を落とす。

『あはは、バレちゃったか。でも本気で釘刺すつもりはなかったよ。だって、澪人と小春さんが自然の流れでそうなって、その結果どうなろうと、賀茂家的に言うと「森羅万象の意思」ってものだと思うしね』

　その言葉に、心は少し軽くなり、澪人は頰を緩ませる。

「おおきに」

『えっ？』

「いや、なんでもあらへん」

『それじゃあ、朝早くにごめんね』

　和人がそう言って、電話を切ると、澪人は立ち上がって窓の外を眺める。

　上り始めた太陽が、都会のビル群を照らし出していた。





二






　同刻、宗次朗は、作さ務む衣えの襟を直しながら店先に出た。

　ちゅんちゅんと鳴く雀たちの愛らしい声が響く朝焼けの下、大きく腕を伸ばす。

「朝はまだ暑くなくていいな」

　箒ほうきを手に、掃き掃除を始めると、

「宗ちゃん、おはよう」

「今日も早いね」

　と、近隣の女将おかみさんたちも、箒を手に店先に出てきた。

　馴な染じみの蕎麦そば屋やと、すき焼き屋の女将で、共に五十代半ばだ。

「おはようございます」

　にこりと微笑む宗次朗に、二人は嬉うれしそうに頰を緩ませる。

「やっぱり、宗ちゃんが浅草に帰ってきてくれて嬉しいねぇ」

「そうそう、華やいだようだよ」

　二人は、ねぇ、と顔を見合わせた。

「でも、師匠には再三、早く京都帰れって言われてるよ」

　宗次朗が肩をすくめると、二人は「まぁねぇ」と洩もらす。

「宗ちゃんとこもお母さん一人だしね」

「でも、甚じんさんも寂しいくせに意地っ張りだよね」

　甚さんとは、師匠のことだ。

　師匠の名は、風かざ林ばやし甚じん八ぱちという。

「あの人は無口と言うか、いつも言葉足らずでね」

「そのくせ、あんなことをするんだもん、そりゃ奥さんも出ていくよね」

　ぽんぽんと話す二人に、「あんなこと？」と宗次朗は眉まゆ根ねを寄せた。

　浮気よ、と女将の一人が声を潜める。

「え、噓だろ？」

　宗次朗は心から言った。

　あの朴ぼく訥とつとした真面目で頑固な師匠が、浮気なんてありえないだろう。

「そう思うでしょう？　なんでも幼馴染の年上の人でね。初恋の相手だったらしいの」

「二人でこっそり会ってる時に、奥さんが病気で倒れて病院に運ばれていてね。一人息子さんが、それはもう激怒して……」

「そうそう、そのまま離婚しちゃったのよねぇ」

「息子さんは、高校を卒業した後、優秀だったのに大学には進学しないで、自分は『風林堂』の後継ぎになるんだって、一生懸命、店を手伝っていたのに……」

「たった一度の過ちで、すべてを失ってしまうこともあるのねぇ」

　二人は、はぁ、と息を吐き出す。

「…………」

　宗次朗は話を聞きながら、やはり信じられずに、うーん、と唸うなる。

「宗ちゃんったら、その顔は何？」

「いやぁ、どうも信じられなくて。その時、師匠は浮気を認めたんですか？」

　宗次朗は顔をしかめたまま、腕を組む。

「さぁ、そこまでは……甚さんのことだから、否定も肯定もしないで黙っていたような気がするよ」

「女の部屋に二人でいたのは、事実だったようだしねぇ」

　二人の話を聞きながら、宗次朗は何となく相あい槌づちをうち、

「ま、それより、今日、新作を発表するから来てくれよ」

　と、話題を変えた。

　すると、二人はすぐに目を輝かせる。

「それは楽しみ。蜂はち蜜みつレモンの寒天ゼリーも美味おいしかったしねぇ」

「今度は、どんなのなんだい？」

　前のめりになる彼女たちに、

「ま、それは、見てのお楽しみに」

　宗次朗は、白い歯を見せた。





三






　小春との待ち合わせは九時だったが、澪人はそれよりも随分早くに一階エントランスロビーに降りて、柱の前に立ち、手帳を開いていた。

　八時半を過ぎると、陰おん陽みよう師じたちがスーツ姿でこのビル内に入って来る。

　澪人に「おはようございます」と会釈をし、フラッパーゲートを潜っていく。

　その姿は、ビジネスマンのようにしか見えない。

「おはよう、澪人君」

　そんな中、川瀬がにこやかに歩み寄ってきた。

　スーツに眼鏡と、彼もまさに普通のサラリーマンのようだ。

「川瀬さん、おはようございます」

　澪人は会釈をする。

「皆の姿を見て、愉たのしそうにしていたけど、どうかしたのかな？」

「いえ、皆さん前線で働く陰陽師やのに、一見、普通のサラリーマンやなって」

　そう言った澪人に、川瀬はロビーを見回して、「たしかに」と頰を緩ませる。

「誰も、ここが陰陽師の本部だとは思わないよなぁ」

「ほんまに」

「澪人君は、祈き禱とうの続きを？」

「ええ。もうすぐ小春ちゃんもここに来てくれる予定で」

「ロビーで待ち合わせなんかしなくても、一度部屋まで来てもらって、お茶でも飲んでもらったらいいのに」

「まぁ、そやね。ほんなら、ここを出たら、まずカフェにでも行くことにします」

　澪人はぎこちなく言って、目をそらした。

　川瀬は、「おや」と、顔を覗のぞく。

「もしかして、小春さんと二人きりになるのを避けてるとか？」

「避けているてわけやなくて……」

「それはやっぱり、本部長の言葉を気にしてのこと？」

　東の本部長が、遠回しに『清らかな乙女である小春に手を出すな』と釘くぎを刺した際に、側に川瀬もいたのだ。

「そんなんやないんやけど」

　澪人は口を尖とがらせて、そっと俯うつむく。

「いやいや、気にしてるよ」

　川瀬は口に手を当てて、肩を小刻みに震わせる。

　明らかに笑いを堪こらえた様子であり、澪人は冷ややかに目を向けた。

　その様子に、川瀬は慌てたように「ごめん」と手をかざす。

「二人きりにならないように対策を取るなんて、澪人君は、小春さんに手を出さないでいる自信がなかったり？」

「……そんなこともないんやけど、念の為です」

　澪人は、ぽつりと弱ったように零こぼした。

「念の為って」

　今度は堪えきれなかったようで、川瀬はくっくと笑った。

　横目で見る澪人に、川瀬は「またまた、ごめん」と手を合わせた。

「ギャップがすごすぎて、ツボに入ってしまって」

「ギャップ？」

「澪人君はぞくっとするくらいの美男子だから、女性に対しても手練手管の百戦錬磨かと思ってたんだ。まさか、そんなに不器用だなんて」

「手練手管の百戦錬磨て、そないなことは」

「それとも、小春さん限定で可愛くなってしまってるとか？」

「…………」

　言葉を詰まらせる澪人に、川瀬はまた口に手を当てる。

「澪人君が、すごく真面目なのが分かったよ。でも、そうやって距離を取ることで、小春さんを不安にさせてしまうこともあるからね」

　川瀬の言葉に、澪人はぴくと眉まゆを顰ひそめた。

　それには、心当たりがあった。

　最近も、小春を意識するあまり、つい距離を取ってしまい、彼女を不安にさせていたのだ。

「それに、気を付けた方がいいよ」

「気を付ける？」

「小春さんって、エネルギーが強いから、そういう女性って霊感の強い男にモテるんだよね」

　澪人は何も言わずに、腕を組む。

　川瀬の言う通り、多くの男性は女性からエネルギーを補給したいという本能を持つ。

　霊感の強い男となると、それが顕著だ。

　そのため、陰陽師体質の男は、容姿の好み云うん々ぬんをさておき、『強いエネルギーを持つ女性』に惹ひき付けられる。

　良い香りのする花が、たくさんの蜂を惹き寄せるように。

　元々、エネルギーの強かった小春だが、今の彼女は段違いだ。

　間違いなく、以前よりも格段に霊感の強い男を惹き付けているだろう。

　おそらく、大広間にいた陰陽師のほとんどが、『あわよくば』と思ったに違いない。

「彼女に触れないようにと気を付けている間に、他の男に奪われてしまったら、元も子もないよね？」

「っ！」

　澪人は顔色を変えて、振り返った。

「大切にするのは良いけど、彼女を不安にさせて二人の仲をこじらせないようにね。ここにはライバルがいっぱいいるし」

　川瀬はぽんぽんと澪人の背中を軽く叩たたく。

　──ライバル。

　もしかして、川瀬もそうなのだろうか？

　小春に気があるのだろうか？

　そう思ったが、口には出さなかった。

　川瀬は、「それじゃあ、小春さんによろしく」と笑顔でフラッパーゲートを通っていった。

「からかったはるだけや……」

　澪人は息を吐き出すように言って肩をすくめるも、彼の言うことは一理ある気がした。

　自分は、どうにも極端なところがある。

　手を出してはならないと思ったら、つい頑かたくなになり、一切触れないように気を付けすぎてしまう。

　それでは、必ず小春をまた不安にさせてしまうだろう。

　ちゃんとカップルとしてコミュニケーションを取りつつ、一線を越えなければ良い話なのだ。

「って、こんなん、今さらの、当たり前の話や」

　澪人がつぶやいたその時、ロビーに小春が姿を現わした。

「おはようございます、澪人さん」

　小春は、クリーム色のブラウスに、ふんわりしたハーフパンツ姿で柔らかな笑顔を見せている。

　相変わらずの愛らしさに、澪人の頰が緩む。

　彼女が足を踏み入れた途端、まるで森の精がやってきたかのように、ロビー全体が清涼感に包まれていく。

　陰おん陽みよう師じたちが足を止めて振り返り、うっとりと惚ほうけたように口を開ける。

　受付に座る女性たちも組織の人間だ。普通の人よりも霊感が強いため、小春が放つオーラに心地よさそうに目を細めていた。

「おはよう、小春ちゃん。わざわざ、ここまで来てくれておおきに」

　澪人はにこりと微笑み、「早速やけど、行こか」と、すぐに小春の手を取り、指を絡ませるようにして、手をつないだ。

「っ！」

　手をつないだことはあるが、指を絡ませるようにつなぐのは初めてであり、小春は弾はじかれたように真っ赤になった顔を上げた。

「どないしました？」

「い、いえ、はい。行きましょう」

「それとも、来たばかりやし、僕の部屋で少し休憩しよか？」

「大丈夫です、すぐ行けます」

　小春は、真っ赤になったまま早口で言う。

「ほな、行こか」

　澪人は振り返って、ロビーにいた陰陽師たちを見回して口くち許もとに笑みを湛たたえながら、いってきます、と会釈をする。

　陰陽師たちはその微笑みに迫力を感じつつ、会釈を返した。





四






　小春と澪人は、ビルを出てすぐに地下鉄大手町駅へと向かう。

「次は、金刀比羅宮なんやけど、その前に寄りたいところがあるんや」

　澪人は行き先を確認しながら、ＩＣカードを使って改札を通る。

　小春は彼の後に続きながら、寄りたいところ？　と、首を傾げた。

「谷口さんをよく知る人が新しん橋ばしで商売をしたはって、お話を聞けることになったんや」

「新橋なら、ここからすぐですね。どういうご関係の方なんですか？」

　小春の問いに、「元関東本部の陰陽師をやったはった人や」と澪人は声を潜めた後、話を続ける。

「谷口さんと同年代で親しくしてたって話を東の本部長から聞いて、連絡を取ったら、開店前やったらええ言うてくれたんや」

「元ってことは、今は違うんですよね？」

「そうやね。齢としを重ねるごとに力がのうなってしもて引退したて話や。今はサイクルショップを経営してるて」

　小春は、へぇ、と洩もらす。

「そうやって、引退された方は多いんですか？」

「そこそこやね。陰陽師自体、そないに大勢いるわけやないし」

「引退した人たちは、こうした裏稼業があることを世間にリークしたりしないんですか？」

　小春は少し不安になって尋ねた。

　一般的に、陰陽寮は明治三年に解体されたとされている。

　しかしそれは表向きのことであり、裏では今もこうして活動しているのだ。

「一応、そうしたことはしないよう契約書を交わしているんやけど、もし、そないなことを世間に言うても、本気で信じる人は少なそうやね」

「……ですよね」

　現代でも陰陽師が活動しているなんて、アニメやドラマの観すぎだ、と一笑に付されて終わるだろう。

「そやけど、本気で表おもて沙ざ汰たになったら、面倒なことやね。僕らは今や官公庁のお荷物やし」

「お荷物？」

「陰陽師組織は、表向き明治時代に解体してから、税金のお世話にはならず、宗教法人としてやって来てはいるんやけど、国とのつながりは深いままやって。しばらくは、官公庁も好意的やったんやけど、近年は『時代錯誤な胡う散さん臭くさい組織』て、関係を切りたがってる存在も多いんや。上の者たちは、なんとか政治家の機嫌を取ったはったりして……結界の祈き禱とうも、結局、主上おかみに話を通してくれてへんみたいやし。ひと昔前やったら、あり得へんことなんやけど、これも時代やね」

　澪人の口から語られるなかなか世知辛い話に、小春は、はぁ、と息をついた。







　日に本ほん橋ばしで乗り換えて、約五分で新橋駅に着いた。

　スマホの地図アプリに店の名前を入力して案内を頼りに向かうと、元陰陽師が経営しているサイクルショップは、駅から徒歩十五分先にあった。

「やあ、いらっしゃい」

　迎えてくれたのは、丸い眼鏡をかけた細身で穏やかそうな中年の男性だ。

　店内にはロードバイクという小春が乗ったことのない種類の自転車がずらりと並び、壁にも飾られていた。

「突然、すみません。はじめまして、賀茂澪人と申します」

　頭を下げた澪人に続いて、小春も一礼する。

「櫻井小春です」

　彼は、篠しの田だです、と会釈をし、二人に店内の椅子に座るよう勧めた。

「賀茂っていうと、やっぱり、賀茂家の？」

　篠田は、コーヒーの用意をしながらにこやかに尋ねる。

「はい、そうです」

「すごいな、エリート中のエリート一族だ」

　ははっと笑うその言葉からは、自虐に近い羨せん望ぼうが感じられる。

　いかに、組織の中において、由緒正しき血筋がヒエラルキーのトップであるかを感じさせた。

「どうぞ」

　と、彼は、テーブルの上にカップを置き、

「それで、俺に用というのは？」

　不思議そうに澪人を見た。

「あなたが東の陰陽師として活躍していた頃、谷口透さんと親しくしていたという話を聞きまして」

　そう言うと、篠田は「あー」と懐かしそうに声を上げる。

「谷口か。その名前も久しぶりに聞いたなぁ。西の本部に異動して審神者さにわ頭がしらにまでなったって話は聞いてるよ。彼は元気にしている？」

「それが、行方が分からなくなってしもて……なんでも良いので、彼について知ってることがあれば、教えていただけたらと」

　澪人は、谷口が迷走したことを伏せて、心底心配している風に言う。

　すると篠田は弱ったように、頭を搔かいた。

「困ったな。本当に最近は付き合いがなくて」

「篠田さんは、谷口さんと同い年だとか」

　と、尋ねた澪人に、彼は「うん、そうだよ」と頷うなずく。

「でも、陰おん陽みよう師じとしてはあなたの方が先輩やった」

「いやいや、先輩なんて。たまたま早くに属していただけで、力はずっと谷口の方が上だったよ」

「篠田さんは、どういうキッカケで本部に？」

「……俺は小さい頃から霊感が強くてさ。けど、そういう特殊な力を持て余していたんだよ。親はそんな俺のことを頭がおかしいと思っていて、嫌がる俺を引き摺ずるようにして、病院に連れて行ったんだ。それが、幸運なことに、そこの院長が関東本部に属している陰陽師でね。親がいないところで、『君は、精神が壊れているわけでも、頭がおかしいわけでもなく、特別な力を持ってるんだよ。だけど、普通の人には理解してもらえないだろう。私が力のコントロールの仕方を教えてあげるから、少しの間、病院に通いなさい』って言ってくれたんだ」

　そう話す篠田に、小春は「へぇ」と洩らす。

「その先生のお陰で、俺は自分の力をコントロールできるようになってね。高校卒業後に、先生の勧めで関東本部の陰陽師として働き始めた。まぁ、大学に通いながらのバイト感覚だったけどね」

　澪人は黙って相あい槌づちをうつ。

「谷口に会ったのは二十歳くらいかな。その頃の俺たちは歌舞伎町に出る魔物の除霊に手こずっていたんだ。発端はなかなか霊力のある町角の占い師が惨殺されたことで、世を恨んだその占い師が、『魔』の塊のようになって、道行く人に取り憑ついては、精神的に追い詰め、最悪の場合自殺に追い込んだりしていた。俺たちがその魔物を祓はらったつもりでも、祓い切れずにいくらでも湧き出てくる。元々、波動の良くない地ということもあったんだけど……」

　篠田は、苦々しい表情でコーヒーを口に運んだ。

「そんな時に現われたのが、谷口だ。ただの通りがかりだったそうなんだ。自分の前に現われた魔物を一気に滅したんだよ」

「滅した……」

　ぽつりと零こぼした澪人に、彼は「そう」と頷く。

　それは、朔也のような力なのだろうか、と小春は聞きながら思っていると、

「独学だったらしいんだけど、印を結んで、魔物に向かって手をかざした。谷口は周囲の浮遊霊や良くない波動さえも自分のエネルギーに変えて、一気に放出したんだ」

　そう、篠田は続けた。

　朔也は、自らの怒り──つまりは生命エネルギーを火の力に変えて放出する。

　そのため、体力の消費が激しい。

　だが、谷口は違っていたようだ。

　自らを媒体に、周囲にあるエネルギーを取り込んで放出する。

　それは、天からのエネルギーを受け取って除霊する澪人とも、また違っている。

「そんな谷口の話は本部にも伝わって、当時の審神者頭が──今の本部長だと思うけど、すぐにでも会いたいと言ってね。谷口を関東本部の陰陽師として迎え入れることになったんだ。谷口は最初、世の中にこんな裏稼業があるなんて夢にも思っていなかったようだけど、自分に声がかかったこと、陰陽師になれたことをとても誇りに思っているようだったよ。でも……」

　そこで話を切った篠田に、澪人はほんの少し前のめりになる。

「でも？」

「俺もそうなんだけど、活動を続けていくうちに嫌になることがあってね。俺たちみたいな外部からの入隊組はずっと下っ端扱いだし、たいして能力もないのに、家柄の良い陰陽師は持て囃はやされる。力もないのにリーダーになって俺たち一兵卒を顎あごで使う。政治家とずぶずぶの輩やからも多い。『この組織自体、腐ってる。立て直さなければ、日本が駄目になる』なんて、俺たち下っ端だけの時は、熱く語っていたよ」

　話を聞きながら、澪人は沈痛の表情で強く首を縦に振る。

　澪人は、良い家柄の出身ではあるが、組織の体制に嫌気が差している部分があり、共感できるのだろう。

「だけど、谷口も西の本部長に会って変わったんだよ。西の本部長は俺たちと同じ、外部からのスカウト。叩たたき上げでトップまで上り詰めた人だ。もう、谷口は西の本部長に心酔してね。どうしても関西本部に異動したいと願い出たんだ。彼の許もとで働きたいって。その希望はあっさり叶かなって、谷口は京都に行ってしまった。彼も母を亡くしたばかりで、父親はいなかったし、新たな土地で人生をやり直したかったのかもしれないね」

　そう言って篠田は、遠い目を見せる。

「その頃、篠田さんはまだ陰陽師やったんですか？」

「俺？　ううん、俺は大学卒業と同時に引退したよ。どんどん力が失くなっていくことが分かったし、自転車メーカーに就職も決まっていたから、卒業がいいキッカケでね」

　今はこうして独立しているけど、と篠田は店内を見回す。

「谷口さんとの付き合いは続いていましたか」

「時々、連絡をするくらいかな。彼が審神者になった時と、その頭になった時は、報告の電話が来たよ。『篠田、俺もやれたよ』って。あれは俺も嬉うれしかったなぁ」

　懐かしげに話しながら、篠田は何かを思い出したように立ち上がる。

　店内の棚の引き出しを開けて、そこから銀の鈴を取り出した。

「これ、谷口が京都に発たつ際に、うちの店に来て置いていってくれたんだ。『魔ま除よけと商売繁盛の御守』だって。おかげで、とびぬけて嫌なことはないし、まあまあやっていけてるよ」

　鈴は、ちりん、と透明な音を立てる。

　澪人はその鈴を凝視して、篠田に、にこりと微笑んだ。

「篠田さん、その鈴、必ずお返ししますので、貸していただけませんか？」

　えっ？　と、篠田は戸惑った顔を見せる。

「いなくなった谷口さんを探す、大きな手掛かりになりますさかい」

　そう続けた澪人に、篠田は納得した様子で、鈴を持つ右手を差し出した。

「谷口に何があったのか分からないけど、あいつは本当にまっすぐな良いい奴なんだ。よろしく頼むよ」

「……はい」

　澪人は頷いて、しっかりとした眼まな差ざしで、その鈴を受け取った。
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　篠田から話を聞き終えた澪人と小春は、サイクルショップを出て、新橋駅から東京メトロ銀ぎん座ざ線・渋しぶ谷や行に乗っていた。

　乗車時間は三分にも満たずに、虎とらノ門もん駅に着き、二人は地下鉄を降りる。

　もし、ここに若宮とコウメがいたら、『もう降りるんですか？』と残念がるくらいにアッという間だ。

　降車しながら、口を尖とがらせている若宮の姿を想像し、小春は頰を緩ませる。

　しかし、どうして若宮は同行してくれると言って現われたのに、消えるようにいなくなってしまったのだろう？

　澪人が言っていたように、あの不思議な少年が関係しているのだろうか？

　ぼんやりと虎ノ門駅二番出口から、外に出る。

　ムッとした暑さに顔をしかめながら歩いていくと、ビルとビルの間に『金刀比羅宮』という石碑と、石造りの鳥居が見えた。

　日枝神社ほどではないが、ここもまた『都会の神社』という感じがする。

　そう思いながら、澪人と共に鳥居の前で一礼をして、境内に入る。

「…………」

　一歩、足を踏み入れて、そこが清涼な空気に包まれていることが分かった。

　歩みを進めると、古めかしい本殿と、その前に鳥居がある。

　本殿からは荘厳な雰囲気と、強いエネルギーに、小春は全身の毛が逆立つような感覚を覚えた。

「す、すごい。すごいです、ここ」

「ほんまやね」

　ビルとビルの谷間にすっぽりと、隠れるようにして存在する神社。

　それは、まるで聖域のようで、すでに天に向かってエネルギーの柱が伸びているようだ。

「ビルに囲まれていることで、エネルギーの坩堝るつぼのようになっている。ほんまに都会とうまく融合した、すごい神社やね」

　はい、と小春は頷うなずいた。

　二人は手水ちようず舎やで手と口を清めて、社殿の前に並んで立った。

　これも計らわれていることなのか、今境内には小春と澪人だけだ。

　そっと目を瞑つむり、祝詞のりとを唱える。

　──高天たかまの原はら爾に 神かむ留づまり坐ま須す 皇すめら賀が親むつ 神かむ漏ろ岐ぎ 神かむ漏ろ美み乃の 命みこと以も知ち氐て 八や百お萬よろずの神かみ等たち乎を 神かむ集つど閉へ爾に集つどへ賜たま比い 神かむ議はか里り爾に議はかり賜たま比い氐て 我あ賀が、皇すめ御み孫まの命みこと波は 豊とよ葦あし原はら水みず穂ほの國くに乎を 安やす國くに登と 平たいら介け久く 知しろ食しめ世せ登と──

　祝詞が自分たちの周りを囲む円陣となって、そのまま螺ら旋せん状に天へと伸びていく。

　髪も服もふわりと舞い上がるようだ。

　宇宙へのエレベータができていく。

　祝詞を唱え終え、小春は熱っぽく火照った心身を落ち着かせようと、頰に手を当てた。

「東京で生まれ育ったというのに、こんなすごいところがあるなんて知らなかったです」

「僕もずっと京都で育って、京都の社寺こそ素晴らしいて思うてたんやけど、東京の社寺を詣まいって、そのパワーに驚かされたんや。やっぱり、今現在『首都』として前線を走ったはる土地は違ちごてる。前線を退いた奈良も京都も、すっかりご隠居様にならはって、のんびりしてるさかい」

　小春は、「ご隠居様って」と小さく笑う。

　澪人はポケットから、鈴を取り出した。

　篠田から預かった、谷口からの贈り物の鈴だ。

「今ならええやろ」

　澪人は掌てのひらに鈴を載せて、腕を伸ばす。

　何をするんだろう？

　小春が注目していると、彼は空に向かって指笛を吹いた。

　ややあって、カアカア、と烏からすの鳴き声が聞こえてくる。

　ハッ、として顔を上げると、頭上に数えきれないほどの烏が旋回していた。

　澪人が、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱えると、鈴から煙のようなものが立ち昇る。

　それは、おそらく普通の人の目には見えないものだろう。

「この鈴の元の持ち主を探してほしいんや。自転車屋の店主の方やあらへんよ。最初の持ち主や。よろしゅうに」

　烏たちは鈴から立ち昇った煙をくぐり、『承知した』とばかりに、カアッと鳴いて、どこかへと飛んで行った。

　黒い羽が舞い落ちる中、澪人は空を見上げている。

　こうした光景は以前も見たことがあるが、やはり圧巻だ。

　以前は人外めいた恐ろしさを澪人に感じていたのだが、今はない。

「そういえば、澪人さん、動物を操れるんですもんね」

「操れるて……協力を要請できるて言うてや」

　人聞きの悪い、と横目で見る澪人に、小春は口に手を当てて肩をすくめた。

「そやけど、前に学園内で小春ちゃんを見付けてもろたのとはわけが違うてて、ここまで広範囲やったら、本人の手がかりになる物がないとあかんのや。そやけどこの鈴じゃあ、弱いかもしれへん」

　澪人は手の中の鈴に目を落として、息をつく。

「…………」

　小春も彼の手の中にある鈴をジッと見詰め、そうだ、と顔を上げた。

「私にも貸してもらえますか？　谷口さんの何かが分かるかもしれません」

　霊感の強い者が持っていた物となれば、エネルギーも違っているはず。

　その鈴から、何かを読み解くことができるかもしれない。

　澪人は頷いて、小春に鈴を手渡した。

　すると霊視を始めようとしたその時、どこに隠れていたというのか、以前日枝神社で出会った不思議な純白の少年が現われて、素早く小春のハンドバッグを奪ったのだ。

「えっ？」

　気配すらキャッチしていなかった小春と澪人は、一瞬何が起こったか分からず、戸惑いながら振り返る。

　少年は微かすかに振り返って、ニッと笑い、そのまま軽快な足取りで境内を後にした。

「なんやねん、あの子は」

　澪人は間髪を容いれずに、すぐに駆け出して少年の後を追う。

　小春も澪人の後に続いた。

　少年は、境内の外に出て、一目散に駆け抜ける。

「あっちや」

　澪人は追い掛けながら、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なんて速いんや」

　澪人の遥はるか後ろで、小春が懸命に追い掛ける。

　しばし走ると、少年は裏道へと入っていった。

　澪人は、小春が追い付くのを待って、少年の後を追う。

　狭い路地を通り抜けると、夜には賑にぎやかだと思わせる飲食店街が続いている。

「いない……」

　少年の姿がどこにも見えず、見失ったかと思ったその時、バシャッという水音と共に、小春の全身がずぶ濡ぬれになった。

　呆ぼう然ぜんとして見上げると、少年が塀の上でバケツを手に笑みを浮かべている。

　文字通り、小春は頭の上にバケツの水をひっくり返されたのだ。

「なんてことをするんや」

　澪人がムキになってその塀に上れるところを探そうとするも、少年は、あはは、と笑って、最後に小春のバッグを上から、ほいっ、と放り投げた。

　小春は慌てて、バッグをキャッチする。

　中を確認すると、財布もスマホも入ったままであり、ホッと息をつく。

　再び見上げた時には少年の姿はなく、追い掛けようとする澪人に、小春は思わず彼のシャツをつかんだ。

「もう、バッグは戻ってきましたし、行かないでください」

　こんなずぶ濡れの状態で、一人きりになるのは、心こころ許もとない。

　澪人は、そんな小春の気持ちを察したようで、足を止めた。

「小春ちゃん、かんにん」

「いえ、澪人さんが謝ることじゃないです。幸い夏なので、寒いということはないですし」

　濡れた衣服が肌に張り付いて気持ちが悪い程度のものだ。

　だが、澪人は弱ったように目をそらす。

「あかん」

「えっ？」

「服が濡れて、その……下着が……」

　ぎこちなく言う澪人に、小春は胸元を確認すると、濡れたことでクリーム色の服が透けて、ブラジャーがはっきりと分かった。

　澪人は自分の着ているシャツを脱ごうとして、上半身が裸になってしまうことに気付き、躊ちゆう躇ちよしたように手を止める。

「ほんまに、しゃあないことやし、服を乾かすために休みましょうか」

　澪人の言葉に、小春は「休むってどこで？」と言いかけて、口を噤つぐんだ。

　気が付くと、そこはホテル街だった。

　様々なホテルが並んでいる。

　レジャーホテル、ファッションホテルなどと色々な呼び方をされているが、時間制で休憩できる所謂いわゆるラブホテルが多い。

　こんなずぶ濡れの状態で、誰にも見られずに休憩できるところに出くわすなんて、偶然が過ぎる。

　もしかしたら、あの少年は自分たちをからかってこんなことをしたのだろうか？

「いや、こんなところはやっぱりあかんし、タクシーで帰ろか」

「でも、こんなずぶ濡れなら、迷惑をかけてしまいそうです」

　数あるホテルの中には、『ビジネスホテル』もあった。

「服を乾かして、すぐに出るなら……」

　今は背に腹は替えられない状態であり、小春は俯うつむいたまま、小声でつぶやいた。





六






　こんなところに来て、本当に良かったのだろうか？

　こうした部屋に入るのは、もちろん初めてだが、『ビジネスホテル』と銘打っていたものの、見たところここはもう『ラブホテル』ではないか？　と、小春は顔を強こわ張ばらせる。

　外観の雰囲気よりも、室内は綺き麗れいだ。決して広くない部屋を、大きなベッドが占領していて、間接照明がムーディな雰囲気を醸しだしている。

「小春ちゃん、とりあえず、バスローブに着替えて、服を乾かした方がええ。気持ち悪かったら、シャワー浴びた方がよろしいやろ」

「あ、はい」

　小春は躊躇ためらいつつ、洗面所に入ると乾燥機付き洗濯機があって、少し驚いた。

　こんなものまでついているなんて、知らなかった。

　本当に普通の旅行者が利用しているホテルなのかもしれない。

　そう思うと少し気が楽になり、小春は濡れた衣服を乾燥機に入れて、やはり気持ち悪かったので、シャワーを浴びることにした。

　簡単に髪と体を洗い流して、バスローブを羽織り、ドライヤーで乾かす。

　小一時間もすれば、服は乾くだろう。

　気持ちが落ち着くことを感じながら部屋に戻ると、澪人がベッドに腰を下ろしていた。

　狭いこの部屋には、ソファーすらもなく、ベッドだけだった。

「えっと、乾燥機があったので、今乾かしてます」

「そら、良かった」

　澪人は笑みを返したが、どこかぎこちない。

　小春は、身の置き場に困りつつ、少し距離を置いてベッドに腰を下ろした。

「…………」

　何も話せず、小春は弱り切って目を伏せた。

　微かに音楽が流れているだけで、続く沈黙に耐え切れず、テレビのリモコンを手にする。

「そ、そうだ、テレビでも観ましょうか」

　電源ボタンを押そうとすると、

「あ、そら、あかん」

　澪人が小春の手首をつかむ。

　だが、既に電源ボタンは押され、悩ましい女性の喘あえぎ声が部屋いっぱいに広がった。

　澪人が素早くチャンネルを変えると、テレビはニュースに切り替わった。

「す、すみません」

　やはり、ビジネスホテルとは言えない、と小春は顔を背ける。

「いえ」

　今の悶もん着ちやくで、二人の体は接近していた。

　触れ合う腕が、とても熱く感じ、心臓がバクバクとうるさい。

　それは、澪人も同じなのか、先ほどから少しも目を合わせてこようとはしなかった。

　彼の部屋で二人きりでいても、こんな妙な雰囲気にはならないのに。

　それは、やはりロケーションのせいなのだろうか。

　こんな大きなベッドに、二人で並んで座っているのだから。

「僕、外で待ってることにするし、服が乾いたら出てきてくれたら」

　空気に耐えられなくなったのか、澪人はそう言って立ち上がりかける。

　小春は、思わずその手をつかんだ。

「いえ、そんな。外も暑いですし」

　こんなところに一人残されるのは、やはり寂しい。

　澪人は戸惑ったように、ベッドに腰を下ろした。

　再び訪れた沈黙の中、テレビは相変わらず、ニュースを流している。

「……小春ちゃん」

　ぽつりと零こぼした澪人に、小春は戸惑いながら顔を上げた。

「キス、してもええ？」

　そう問われて、ばくん、と心臓が跳ね上がる。

「それ以上のことは、絶対にしぃひんさかい」

　弱ったように続けた澪人に、小春は顔が熱くなることを感じながら、ぎこちなく頷うなずく。

　おおきに、と澪人は静かに囁ささやき、小春の肩を引き寄せて、唇を合わせた。

　触れる唇の熱さに眩暈めまいを覚える。

　肩に触れる澪人の手が、微かすかに震えていた。

　澪人は、そっと唇を離したかと思うと、もう一度重ねる。

　強い鼓動に気が遠くなりそうだ、と思ったその時、

「……小春ちゃん、何か飲む？」

　彼はゆっくりと離れて、優しい瞳ひとみでそう尋ねた。

　ほんの少しの名残惜しさと、安あん堵どの気持ちを抱きながら、「はい」と小春は頷く。

「思えば、喉のどからからです」

「そやね。随分、走ったし」

　澪人は、そう言いながら、冷蔵庫からオレンジジュースを取り出した。

　ベッドに腰を掛けた状態で、ジュースを飲んでいると、

『それでは、次のニュースです』

　テレビでは、ニュースキャスターが微笑むような目でそう言った。

『フランスで開催されているＥＵ国際芸術映画祭で、「ＭＩＴＳＵＫＯ」の主演を務めた女優の杏奈さんが、主演女優賞を受賞しました。この賞を日本人が受賞するのは初めてのことで、関係者から喜びの声が届いております』

「…………」

　小春と澪人は、無言で顔を見合わせる。

　次の瞬間、画面が切り替わり、杏奈の顔が映し出された。

　彼女はさぞかし喜び、明るい笑顔を見せているだろうと思いきや、まるで子どものように泣きじゃくっていた。

『も、もう、本当に嬉うれしいです。夢のようです。私、この賞に賭かけていて……』

　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら話す杏奈に、澪人は額に手を当てた。

「姉さん……せっかくの晴れの場やのに」

「でも、杏奈さんらしいですよ」

　と、小春は微笑んだ。

　そんな杏奈が好きだ、と心から思う。

『杏奈さんには、噂の意中の方が京都にいらっしゃるじゃないですか。その方に向けて、何か一言ありますか？』

　当たり前だが、日本のマスコミは、宗次朗が今浅草にいることを知らないようだ。

　その質問に杏奈は、涙を拭ぬぐって、こほんと呼吸を整えた。

『この賞に賭けていると言ったのは、私の中で決めたことがあったからです。この映画祭で、なんらかの結果を残せたら、私は女優としてのひとつの証あかしをもらえたことになるんじゃないかなと思って……その証があれば、私の私生活がどうあれ、仕事に大きく影響することはないだろうとも思いました』

　そう言った杏奈に、画面の向こうのマスコミも、小春と澪人も思わず前のめりになる。

『私、結婚します！　日本に帰ったら、彼にプロポーズをします。だから、宗ちゃん、首を洗って待っててね』

　杏奈は、カメラに顔を近付けてとびきりの笑顔を見せる。

　小春と澪人は、画面に目を向けたまま、ぽかんと口を開けていた。

「首を洗って、って、ちゃうやろ。ほんま、姉さんやわ」

「ですね。本当に杏奈さんです」

　二人でくすくすと笑い合う。

　やがて服も綺き麗れいに乾き、小春と澪人は部屋を後にした。

「ほんま、危険なとこやね。気を付けな。どれだけ頭の中で般はん若にや心しん経ぎようを唱えたか分からへん」

　ホテルを出るなり、静かにつぶやいた澪人に、小春は「え、そんな危険な霊なんていましたか？」と目を丸くする。

　ああしたホテルには、想念が溜たまりやすいが、般若心経を唱え続けなければならないほどの強いものは感じなかった。

　不思議そうにする小春に、澪人は、くしゃくしゃと髪をかき上げて、

「それにしても、ホテルの側で水をかけるなんて、あの子はなんなんやろ」

　目をそらしながら、話題を変えた。

「本当ですね。私たちをからかったんでしょうか？」

　どうやろ？　と、澪人は顔をしかめて、首を傾げる。

「そういえば、この前、あの子が夢に出てきたんですよ」

「……どんな夢やろ？」

「ええと……」

　少年が、誰かに頭を撫なでられていたこと。

　そんな中、近くで大人たちが話をしている。

『やっかいなことに、結界を強化させようとしているらしい』

『なんとかして、阻止しなくては』

『とりあえず、次の満月まで──』

　小春は夢を思い返しつつ、そう伝えると、澪人は「分かった」と顔色を変えて足を止めた。

「おそらく、あの子は、『凶星』の仲間や。ほんで、今のは、からかいやなくて意図的に僕と小春ちゃんをホテルに行かせるよう、仕向けたんや」

　どういうことですか？　と、小春は顔をしかめる。

「あなたの神み子ことしての力は、男性と交わることで失くなる可能性があるんや」

　そう言った澪人に、小春は息を吞のんだ。

　前世でも、夫だった澪人の前身──左さ近こん衛えの大だい将しようと結婚したことで、自分は神通力を失くしてしまった。

「結界の補強は、あなたの力が備わってこそ、と『凶星』は考えてるんやろ」

　陰陽、つまり男女の力が揃って、力を増すことがある。

「あなたの力を失くしてしまえば、恐れることはないと思ってるんや。そやから、僕らをいかがわしいホテルに行くように誘導した……」

　澪人の言葉に、小春はギョッとした。

　つまり、自分たちを男女の仲にしようと、画策したことだったのだ。

「し、信じられない」

「ほんまやで。ああ、ほんまにムカつく」

　澪人は珍しく苛いら立だったように、髪の毛をつかんだ。

　操られていたことが、悔しいのだろう。

「でも、そんなことはしてないわけですし……」

　小春が小声で言うと、澪人は目をそらした。

「そやけど、すんでのところや」

　そのつぶやきが聞き取れず、「えっ？」と聞き返すと、澪人は「なんでもあらへん」と苦笑した。

　小春が首を傾げたその時、バッグの中で、ちりん、と鈴の音が響いた。

「あっ、そういえば、服を乾燥機に入れる時に、鈴の御守をバッグの中に入れていたんです」

「そうや、それを視ようとしてたところやった」

「そうでしたね」

　周囲を見回すと、小さな公園があり、二人はそこに入って、あらためて鈴の霊視をすることにした。

　小春は鈴を掌てのひらで優しく包むように握り、目を瞑つむって額に力を入れる。

　この鈴は御守として、もうずっとサイクルショップの引き出しの中に入れっぱなしだったようだ。

　最初に浮かんできたのは、篠田の意識。

　谷口が店に訪ねてきて、これから京都に行くと伝え、『御守に』と鈴を手渡す光景が浮かぶ。

『生まれ育った土地を離れて、京都に行くんだ。やっぱり寂しさもあるだろ？』

　そう問うた篠田に、谷口は苦笑する。

『母を亡くした今、身内はいないから、そんなんでもないよ』

　そう答えながらも、谷口の脳裏にはある人物の姿が浮かんでいた。

　おそらく、父親のことを思い浮かべたのだろう。

　母一人子一人と言いながら、谷口には父親がいたのだ。

　その時に谷口が思い浮かべた男の姿が、小春の脳裏にも映し出された。

「……っ」

　小春は目を開き、絶句して口に手を当てる。

「小春ちゃん、どないしたん？」

　ただならぬ様子に、澪人が身を乗り出し、小春の体を支えるように腕をつかんだ。

「分かったんです。谷口さんは、あの人の息子さんなんだって」

「あの人？」

「浅草に……宗次朗さんのいる『風林堂』に行きましょう」

　強い口調で言った小春に、澪人は戸惑いに瞳ひとみを揺らしながらも、「分かった」と頷うなずいた。








第四章　重なる影。
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　愛衣は『一条戻橋・晴明神社前』の停留所でバスを降りて、地図アプリを確認する。

　すぐに見える晴明神社を前に、参拝したい気持ちにかられたが、今は行くところがあった。

『体調が芳しくないので、しばらくＯＧＭの活動を休みます』

　由里子が、ＯＧＭのメンバーに向けてそんなメッセージを発信したのは、一昨日おとといのことだった。

　そのメッセージに対し、メンバーはそれぞれ『お大事に』というメッセージを送り、愛衣も同じような言葉を返していたが、気持ちは複雑だった。

　由里子が泣きながら中庭を突っ切る姿を目撃してしまっていたからだ。

　おそらく、複雑なのは朔也も一緒だろう。

『……誰かを傷付けてしまうって、自分も傷付くものなんだね。知らなかった』

　あの時、朔也はそんな風につぶやいていたのだ。

　詳しい事情を聞いたわけではないが、予想はつく。

　おそらくあの時、由里子は朔也に告白をし、朔也はそれを断ったのだろう。

　どうしてなのだろう？

　愛衣は、そっと首を捻ひねる。

　由里子と朔也はとても仲が良く、交際に至るのは時間の問題であり、二人は両想いに違いないと思っていたのに。

「…………」

　傍で見ていただけの自分ですら、こんなにもやもやするのだ。

　当の由里子は、苦しくて仕方がないに違いない。

　愛衣は以前聞いていた住所をもとに、由里子の住むマンションに向かって歩く。

「ここだ」

　愛衣はスマホを確認しながら、五階建てのマンションを見上げた。

　堀川通よりも西側にある、オートロックマンションだった。

　和菓子が入っている紙袋の紐ひもをギュッ、と握って、エントランスに足を踏み入れる。

　紙袋には『風林堂』と書かれていた。

　これは、東京から『宗次朗さんの新作の和菓子なの。みんなで分けてね』と小春が送ってくれたばかりのものだった。

　この和菓子が届いたことで、由里子に会うための口実ができた愛衣は、家を訪ねることにしたのだ。

　だが、もしかしたら迷惑だったかもしれない。

　もし誰にも会いたくなさそうだったら、このお土産だけを渡して帰ろう。

　愛衣は、オートロックキーを見下ろして、あらためてスマホを確認する。

「ええと、安倍さんは、三〇六……」

　小声でつぶやきながら、まず『３』を押そうとした時、

「あら、うちにご用かしら？」

　背後で女性の声がして、愛衣は肩を震わせた。

　振り返ると、細面であっさりとした顔立ちの女性が笑みを浮かべている。

　年齢は四十代後半であり、おそらく由里子の母親だろう。

「あ、えっと、水原愛衣と申します。由里子さんに会いに……」

　ぎこちなく自己紹介をすると、彼女は目を輝かせた。

「あら、あなたが愛衣さん。ＯＧＭの」

「は、はい」

　自分と同様に、由里子も親にＯＧＭの活動を伝えていたことに愛衣は少し驚いた。

　だが、彼女は陰おん陽みよう師じの流れを汲くむ一族なのだ。

　伝えていても不思議はないだろう、と愛衣は思い直す。

「あの子ったら、夏バテだって言って部屋で寝てばかりいて」

　と、由里子の母は頰に手を当てて、息をつく。

「体調を崩されたと聞いて、お見舞いに来たんですが、もし今も寝込んでいらっしゃるようでしたら、これを由里子さんに……」

　愛衣が紙袋を差し出そうとすると、彼女は「ううん」と首を振る。

「今朝から動き出していたから大丈夫よ。ぜひ、上がって行って」

　由里子の母はロックを解除して、どうぞどうぞ、と案内する。

　愛衣は、ありがとうございます、と会釈をしながら、彼女と共にエレベータに乗り込んだ。







「──由里子、お友達が来てくれたわよ」

　由里子の母は、愛衣を家に招き入れて、そう声を上げた。

　玄関を入ってすぐに廊下があり、突き当たりにリビングに続く扉が見える。

「由里子、聞こえてる？」

　廊下には二つ扉がついていて、由里子の母は玄関から近い方の扉をノックしながら尋ねる。

「いないのかしら」

　躊ちゆう躇ちよもせずに、部屋の扉を開ける。

「あら、本当にいないわね。多分、近所のコンビニにでも行ってると思うから、愛衣さん、由里子の部屋で待っていてちょうだい」

「あ、いえ、いらっしゃらないのでしたら、私はここで」

　すぐに帰ろうとする愛衣に、由里子の母は「ううん」と首を振る。

「長時間出掛ける時は、連絡くれる子だから、ちょっと買い物に行ってる程度だと思うの。入って待っていて」

　と、やや強引に背中を押されて、愛衣は由里子の部屋に足を踏み入れた。

　母親が友達を躊躇なく招き入れたことが納得できるほど、部屋は綺き麗れいに整理整せい頓とんされていた。ベッドに机、本棚、チェスト、カウチソファーにテーブルと、とても規則正しく並んでいるように見える。だが、ベッドには、ピンクのベッドカバーが掛けられ、動物を模かたどった可愛らしいクッションが置かれていた。

　キチッとしながら可愛らしい、まさに由里子らしい部屋だ。

　そして彼女の母親が言うように、由里子はおそらく、ほんのひと時、家を空けただけなのだろう。

　テーブルの上には、ノートが開かれたままになっている。

　覗のぞき見するつもりはなかったのだが、ふと目に飛び込んできた文字に愛衣の心臓が嫌な音を立てた。

『どうして、あの子ばかり？』『悔しい』『面白くない』『羨うらやましくて苦しい』

　そんな文字がノートいっぱいに連ねられている。

　名前こそ書いていないが、由里子が誰のことを書いているのかすぐに分かった。

　小春のことを言っているのだろう。

　朔也に想いを告げたものの、由里子は振られてしまった。

　その原因は、小春にあったのかもしれない。

「朔也君、まだ小春のことが好きだったんだ……？」

　愛衣は少し意外に感じながら、そう零こぼす。

　口では小春に気のあるようなことを言うのも、澪人に対して面白くない態度を取るのも、すべて冗談であるように感じていたためだ。

　皆に好かれる小春を、面白くなく思う気持ちは、分からなくもない。

　だが小春は、一人一人に心を尽くしてきたのだ。

　朔也の過去の傷に寄り添い、澪人に振られても前を向いて歩き、和人からの想いにも誤魔化さずに向き合った。

　愛衣は、そんな小春のこれまでの悩みや苦しみを知っている。

　それは由里子も同じだろう。

　だからこそ、どこにも出さずに、こうして心の中の苦しみをノートに書き出して昇華させようとしている。

　きっと、これは良い方法なのだろう。

　見なかったことにしよう、と目を背けようとしたが、ノートの下に白い紙があることに気が付いた。

　それはＡ４サイズのごく普通のコピー用紙だ。

　そこには、円陣が描かれていて、

「……魔法陣？」

　愛衣は思わず目を凝らす。

　その瞬間、廊下から由里子の母の声が聞こえてきた。

「由里子、どこ行ってたの？」

「伯父おじ様のところにちょっとだけ」

「あら、そうだったの。お友達来ているわよ」

「友達？」

　訝いぶかしげな由里子の声も聞こえてきた。

　愛衣はすぐにテーブルから離れて、取り繕うようにカウチソファーに腰を掛ける。

　すぐに部屋の扉が開かれて、

「──愛衣さん」

　由里子は、驚いたように立ち尽くした。

「突然、ごめんなさい。お見舞いに」

　愛衣は立ち上がって、申し訳なさそうに会釈する。

「こちらこそ悪いわね。ちょっとした夏バテだったのよ」

　そう言って由里子は、テーブルの上のノートをさり気なく閉じた。

　その動作は、自然ではあったが、内心慌てているのが伝わってくる。

　愛衣もノートを見ていない振りをするのに、精一杯だった。

　空気がぎこちなく、そして重い。

「東京の小春から和菓子が送られてきたんです。宗次朗さんのこの前の蜂はち蜜みつレモンの寒天ゼリーと新作でして、『みんなで食べて』って。それで由里子さんの分も」

「ありがとう。でも、今、ちょっと食欲がなくて……」

　互いの会話もぎこちない。

　今日はもう帰った方がいいだろうと、愛衣は顔を上げ、

「保存がきくそうなので、冷蔵庫に入れておいてください。美味おいしいものを食べたら心身ともに元気になれると思います」

　そう言って、紙袋をテーブルの上に置いた。

「突然すみませんでした。元気になったら、また祇ぎ園おんの『さくら庵』か部室に集まりましょうね」

「愛衣さん……」

　由里子は、複雑な表情で愛衣を見詰め返す。

　愛衣は一礼をし、そのままそそくさと部屋を後にした。





二






　一方の朔也は、以前のように部室に一人でいながら、窓枠に頰ほお杖づえをついて、窓の外に目を向けていた。

　机には参考書とノートがあり、一応は勉強をするために来ていたが、まるで進んでいない。

　ぼんやりと外を眺めていると、中庭に和人が姿を現わし、窓に向かって大きく手を振ったので、朔也はぱちりと目を瞬かせた。

「和人さん？」

　窓を開けると同時に声を上げると、

「今からそっちに行ってもいいかな」

　と、和人はにこやかに尋ねた。

　そっち、とは部室のことであり、朔也は戸惑いながら「もちろんっす」と頷うなずく。

　和人は入口から塔の中に入り、ややあって部室に顔を出した。

　涼しくていいね、と心地良さそうに目を細めて、朔也の対面に腰を下ろす。

「さっき、愛衣さんからメッセージをもらったんだ。由里子さんとこにお見舞いに行くって」

「…………」

　朔也は、ばつの悪さに思わず目をそらした。

　すると和人は、小さく笑う。

「なんすか？」

「ううん、朔也君も正直な子だなと思って。由里子さんと何かあったんだよね？」

「えっ？」

「なんとなくグループ内のメッセージのやり取りを見ていて感じたんだ。体調を崩したという由里子さんに対する君の返事もなんだかぎこちなかったし」

　そう言って真っすぐに見詰める和人の瞳ひとみには、一切の批難がなく、朔也は逆に居たたまれなさを感じた。

「もしかして、告白された？」

　そう問われて、朔也は何も言わずに俯うつむく。

　否定も肯定もしない姿から、和人は状況を理解したように微かすかに頷いた。

「それで断ってしまったんだね」

　朔也は、苦々しい表情でグッと唇を嚙かむ。

「別に責めてないよ。気持ちもないのに受け入れる方が罪だと思うし。ただ、少し意外だった」

「……意外？」

　ようやく口を開いた朔也に、和人は「うん」と答える。

「二人は仲が良かったし、お互い同じ気持ちなのかと思ってたから」

「仲が良かったのは認めます。由里子センパイって、うちの姉とよく似てるんです。一見サバサバしているのに、実は、すごく女性らしいところがあるのも知ってて」

「うん、強く見えるけど、落ち込みやすかったり、すごく可愛い人だよね」

「はい……。俺はそんな由里子センパイを心から慕っていたんです。けど、そういうんじゃなくて……」

　うん、と和人は頷いた。

「俺、マジで由里子センパイのことが、恋愛感情とは違う意味で大好きだったから、傷付けてしまったことが、すげぇ苦しくてこたえてます」

　深くうな垂れた朔也を前に、和人はそっと腕を組んだ。

「これは、単純に疑問に思ったことなんだけど」

「はい？」

「朔也君の由里子さんに対する『大好き』という気持ちは、恋愛感情には移行できないものなのかな？　いくら実のお姉さんと似ていても、由里子さんは実際の姉ではないわけだし」

　そう問うた和人に、朔也は苦い表情を見せる。

「……こう言うと良くないことかもしれないんすけど、やっぱり俺、どうしても駄目なんすよ」

　うん？　と和人は小首を傾げる。

「多少ならともかく、霊感の強すぎる人に心を許しきれないんすよ。霊感の強い人間に対して警戒し尽くして育ってしまったので、自分ではどうしようもないことっていうか。だから、コハちゃんのことを気に入ってはいたけど、憧あこがれどまりというか恋愛感情まではいかなかったし、賀茂くんと由里子センパイのことも大好きで尊敬してるし、かけがえのない仲間なんすけど、根っこの部分では警戒してしまってるんす」

　和人はようやく理解したように、首を大きく縦に振る。

「それは、簡単に恋愛感情に移行ってわけにはいかないよね」

　思ったよりもすんなり理解してくれたことに、朔也は安あん堵どの色を見せた。

「それでも、ゆっくり時間をかけて、その警戒の壁を解くことはできないのかな？」

　和人がそう問うと、朔也は弱ったような顔をする。

　その様子から、和人はピンと来たように、ああ、と相あい槌づちをうつ。

「なるほど、他に好きな子がいるんだ」

　ズバリ言われ、朔也は両手で顔を覆った。

「露骨に言うのはやめてくださいよ」

　和人は、ごめん、と手をかざし、「そっかぁ」と背もたれに身を預ける。

「それは本当に仕方ないよね。その子とは上手うまくいってるの？」

「上手くいくも何も、その子は俺の気持ちに気付いてないと思いますし、彼女も俺を恋愛対象とは見てない気がします」

　朔也は頰杖をついて、再び窓の外に目を向けた。

　その瞳には切なさが込められていて、和人は微かに口角を上げる。

「なんで、ちょっと笑いそうなんすか？」

「いや、本当にごめん。朔也君も可愛いなと思って。うちの弟ほどじゃないけど」

「いちいち、ブラコンぶっこまなくていいっすよ」

　口を尖とがらせた朔也に、和人は愉たのしげに笑った。

「実は、その可愛い弟が、わざわざ東京から宗次朗さんの和菓子を送ってくれたんだ。朔也君と一緒に食べられたらと思って持ってきたんだけど」

　そう言って和人は、バッグの中にゴソゴソと手を入れ、シルバーの保冷バッグの中から、二つの丸い包みを取り出した。

「これ、なんすか？」

　てっきり、先日の『蜂はち蜜みつレモンの寒天ゼリー』が出て来ると思って楽しみにしていた朔也は、拍子抜けした声を出して、白い紙に包まれたその丸いものを手に取った。

　それは、ひんやりと冷たい。

「開けてみて」

「…………」

　朔也が丁寧に包み紙を取り除くと、そこには大きめの夏みかんが入っていた。

「夏みかん？」

　その夏みかんは、中央に切れ込みが入っている。

「ああ、これ、ゼリーが入ってるやつっすよね」

　果物の皮を器とした果汁ゼリーを見たことがあるため、朔也は「美味うまそ」とつぶやいた。

「でも、果物の皮を器にしたゼリーって、もう少し上の方で切られていますよね。蓋ふたが帽子っぽくなってるっていうか。これは、随分ど真ん中だなぁ」

　朔也は独り言を言いながら、お椀わんの蓋を取るように、夏みかんの皮の上部を取る。

「へっ？」

　中には、まさに夏みかんの中身が入っていた。

　いや、夏みかんの中身に見えただけで、違っている。一つ一つが和菓子になっていて、ぷるるんと揺れていた。

「これは、夏みかん型の水みず羊よう羹かんなんだって」

「水羊羹？」

　菓子切りを使って一切れ、口に入れる。

　冷たさと甘酸っぱい風味が口の中いっぱいに広がる夏みかん味の水羊羹に、朔也は目を瞑つむった。

「やばい、美味いっす」

「たまらないよね」

　和人も頷きながら、夏みかん水羊羹を口に運ぶ。

「はー、甘酸っぱくてマジで美味いっす。愛衣ちゃんや由里子センパイにも食べさせてあげたいっすね」

　ここで、みんなで食べられたら、どれだけ楽しかっただろう。

　そう思うと朔也の胸を切なさが襲った。

　由里子の告白を断ってしまった今、もう以前の関係には決して戻れないのだ。

「大丈夫、愛衣さんも由里子さんも別の場所で食べていると思うよ」

「えっ？」

「この和菓子、澪人が僕に、小春さんが愛衣さんのところに送ったそうなんだ。受け取った愛衣さんが、お見舞いがてら由里子さんのところに持って行くって言ってたから、二人で食べると思うよ」

「……そっか、良かった」

　切なげに微笑む朔也に、和人は見守るような目を見せた後、窓の外に目を向けた。

　夏の青い空に、飛行機雲が伸びている。

「いや、本当に甘酸っぱいね……」

　和人は、ぽつりとつぶやいて、甘酸っぱい夏みかんの水羊羹を口に運んだ。





三






　気が付くと、太陽は西の空に今にも沈みそうになっていた。

　和人は腕時計に目を落とし、腰を上げる。

「ああ、もう、こんな時間なんだ。それじゃあ、僕はそろそろ行くね。勉強の邪魔しちゃったみたいでごめん」

「いえ、そんなことないっす。救われました、ありがとうございました」

　朔也はそう言って、頭を下げる。

　大おお袈げ裟さだよ、と和人は笑って、

「それじゃあ、また」

　と、部室を後にした。

　中庭に出たところで、スマホを確認すると愛衣からメッセージが入っていることに気付き、指先でタップして確認する。

『由里子さんのところにお見舞いに行ってきました。体調は良くなっていて、陰おん陽みよう師じの勉強もしているみたいですが、落ち込んでいる様子で心配です』

　そんなメッセージに、和人は返事をする。

『報告ありがとう。早くＯＧＭに戻ってきてくれると良いいね』

　すると、少しの間があって愛衣から着信があった。

「はい、もしもし」

『すみません、直接話した方が早いと思いまして』

　ぎこちなく言う愛衣に、和人は「僕も話す方が早くて好きかな」と頷うなずく。

『和人さんは、由里子さんが落ち込まれている原因に気付いていますか？』

「……うん。朔也君とのことだよね」

　由里子から直接、『朔也に告白しようと思っている』という宣言を受けたことを話そうと思ったが、和人はそこまでに留とどまった。

『はい。それで、実際は分からないんですけど、朔也君はまだ小春のことが好きみたいなんです』

　そう言った愛衣に、和人は「んん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

　今しがた、朔也は霊感の強すぎる人にはどうしても心を開けないし、小春への気持ちは恋愛感情には届かなかったと聞いたばかりなのだ。

「そうかな。僕はそう思わないんだけど」

『実は、私もそうは思わないんですが、由里子さんはそう思い込んでいるみたいで、小春に対して悔しさを募らせていて……。だから、こうなってしまっては、ＯＧＭに戻るのは難しいことなのかなって』

　話しながら、愛衣の声がくぐもってきていた。

　おそらく涙ぐんでいるのだろう。

　由里子は失恋に落ち込みながら、小春に対して悔しさを募らせている。

　そんな中、陰陽師の勉強をしていたということに、和人の中に嫌な予感がよぎった。

「ちなみに、由里子さんがしていたっていう陰陽師の勉強は、どんなことを？」

『たまたま、見てしまったんですけど、白い紙に魔法陣のような円陣を書いていたんです』

　その言葉を聞くなり、和人は「え……」と声を洩もらした。

　安倍本家で『禁忌の術式を見た』と話していた由里子の姿が過よぎる。




『そういう呪じゆ術じゆつはやっぱり丑うし三みつ時に行うものなのかな？』

『それもそうですし、実は陽が落ちる時刻も効果があるとか』

『「逢おう魔まが時」と言うからね』




　その時に二人で交わした会話も──。

「そうか、ありがとう、愛衣さん。ちょっと用事ができたから、また」

　急ぐあまり簡単な言葉で通話を切り、和人はすぐに由里子に電話を掛ける。

　だが、何度発信しても由里子が電話に出ることはなかった。

　和人は駆け足で学園を出て、ちょうど出くわしたタクシーに乗り込み、

「堀川一条まで」

　と、取り越し苦労であってほしいと思いながら、運転手に行き先を告げた。

　戻橋で由里子は、『特に何も感じない』と言っていた。

　だが、あれは本当だったのだろうか？

　もし、何かまだ『魔』が残っていて、由里子に憑ついたとして、そんな時に失恋し、その原因が──事実は別としても──小春だと思ったとする。

　タイミングが良いのか悪いのか、人を呪う安倍家の秘術を知ってしまったとしたら、普段は決してやらないようなことをやってしまうかもしれない。

　審神者さにわ頭がしらだった谷口が、『魔』に囚とらわれて、攻撃を仕掛けてきたように……。

　タクシーは、すぐに堀川一条に着き、和人は急いで支払いをして、降車した。

　陽は、どんどんと傾き、人の姿が影と重なっていく。

　戻橋に女性の人影が見えるが、顔がはっきり見えない。

　誰たそ彼かれ、黄昏たそがれ時、禍まが々まがしい、逢魔が時。

　どうか、彼女ではありませんように。

　そんな気持ちで、戻橋に行くと、その人影が長い髪を揺らして振り返った。

「──和人さん」

　白い紙を手に、驚いた表情をしている由里子だった。

　愛衣が言うように、その紙には円陣が描かれている。

「由里子さん、そこで何を？」

　和人は息を吞のみながら、一歩由里子に近付く。

　由里子は、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

「和人さん、私……朔也にフラれちゃいました」

　和人は足を止めて、何も言わずに目を細める。

「落ち込みながら、ここを歩いている時に、黒い影が出てきて私に取り憑いたんです。和人さんと一緒の時は何も感じなかったんですけど、おそらくその時の波動の状態とかも関係しているのかもしれないですね」

　由里子は橋の手すりに手を置いて、小さく息をついた。

　彼女が言う通り、幽霊や妖あやかしは、たまたま、波動──周波数が合った時に感じたり、見えたりすることが多い。

　明るく強い状態ならば、『魔』に遭遇しても気付かないのだ。

　逆に波動が低ければ人よりも霊感が強くても高次の神の声は届かないと聞く。

「その黒い影に憑かれた状態で、この橋に来た時に、私……見えなかったものが見えたんです」

　そう続けた由里子に、和人は眉根を寄せる。

「何が見えたの？」

「……これが」

　由里子は、自分が手にしている紙をかざして見せた。

　そこには、円の中に正方形を二つ重ねた八はち芒ぼう星せいが描かれていた。

「……それは？」

「『召喚の術式』です。この橋の上に描かれていました」

　と、由里子は足元に目を落とす。

「それはつまり、誰かが何かをここで召喚したってことだよね？」

「はい。かつて、ここに『魔』が発生し、谷口さんが囚われたという話でした。その『魔』とは、大おお伯父おじ曰いわく『黄泉よみの穢けがれ』。それは、自然現象ではなく、何者かが故意に召喚したのではないかと」

　視線をそらさずに告げた由里子に、和人はぽかんと口を開く。

「今は、その『穢れ』の気配はありませんが、その影響が少し残っています。私に取り憑いた黒い影もその名残で……おかげで、その痕こん跡せきを見つけることができました」

　良かったです、と由里子は紙に描いた召喚図と、橋の上に描かれた普通の人の目には見えない召喚図を確認する。

「やっぱり、黄昏時は普通の時よりも、よく見えます」

　そうつぶやいた後、ぽかんとして立ち尽くしている和人に目を向けて、そっと首を傾げた。

「ところで、和人さんはどうなさいました？」

「え、いや……由里子さんが、呪いの術式を描いたのかと」

「私が、呪いの術式を？　誰を呪うんですか？」

「……小春さん、とか」

　言い難にくさを感じながらぽつりと口にすると、由里子は苦笑した。

「小春さんのことは、羨うらやましいです。妬ねたましいし、悔しいって気持ちも正直あります。その気持ちをどうして良いか分からなくなって、ノートに悔しさをぶつけて書き殴ってしまったりもしました」

　それでちょっとすっきりもしまして、と由里子は肩をすくめ、話を続けた。

「自分のコンプレックスもあって、小春さんに嫉しつ妬とはしました。でも私は小春さんのこれまでの苦悩も知っています。何より小春さんは大切な友人で仲間です。たとえ『魔』に憑かれようとも、大切な人を陥れるようなことは、私の魂にかけてしません」

　はっきりと告げた由里子に、和人は絶句して細い目を見開いた。

　何も言わない和人に、由里子は急に気恥ずかしくなったようで、身を縮める。

「あ、でも、ノートに愚痴を書き込んでおいて、それはないですよね……」

　由里子がそこまで言いかけ、「えっ」と声を洩らす。

　気が付くと和人は、駆け寄って強く由里子を抱き締めていた。

　和人の腕の中で、由里子は何が起こったのか分からず、目を丸くする。

「由里子さんは、本当に素敵な人なんだね」

　和人はそう言って、抱き締めた腕に力を込めた。

「え、あの、和人さん？」

「あ、ごめん、なんだか、どうしようもなくなってしまって、すみません」

　和人は、すぐに手を離す。

「あの、その、大丈夫ですけど」

　由里子は目をぐるぐるさせながら、首を振る。

「すみません、自分でも驚いていて。今まで感じたことがなかった感覚なんです」

「は、はい？」

「これがきっとそうなんだと思うんです」

「何がですか？」

「今──僕は、恋に落ちました」

　はっ？　と由里子は目と口を大きく開く。

「あなたは、まだ朔也君に気持ちを残しているだろうし、今すぐに僕となんて思いません。けど、僕はあなたを好きになりました。そのことを許してもらえますか？」

　瞳ひとみをそらさずにそう告げた和人に、由里子はさらに大きく目を見開いた。

　眼まな差ざしから逃れるように、顔を背けた由里子に、和人は弱ったように頭に手を当てた。

「いきなり、こんなこと言われても困るだけですよね。ごめん、今はスルーで構わないから」

　そう言って立ち去ろうとする和人に、由里子は慌てたように声を上げた。

「ゆ、許すも何もないです」

　和人は、「えっ？」と振り返る。

「だって、奇跡みたいなことなんです」

「奇跡って？」

「……和人さんの言う通り、私はまだ朔也のことが好きです。けど、私みたいな女を好きだって言ってくれる人が現われてくれるなんて、奇跡みたいなことなんです。嬉うれしくないわけがないです……」

　そこまで言って由里子は、目に涙を浮かべた。

　和人は苦笑して、首を振る。

「由里子さん、『私みたいな女』なんて言わないで。由里子さんは本当に素敵で、とても可愛い人だよ」

「和人さん……」

　由里子は体を震わせて、ぽろぽろと涙を零こぼし始めた。

　両手で顔を覆って、「見ないでください」と俯うつむく。

「ごめん、泣いてる姿は見られたくないよね」

「はい。『涙の似合わない大女』って言われたことがあって」

「由里子さん、時に、男はバカだから、思ってもいないことを言ったりするんです。きっと、由里子さんの涙にときめいた気持ちを誤魔化すために言ったんだと思うな」

　由里子は、「そんなこと、あるわけないです」と首を振る。

「そんなことあるよ。だって、今、僕がそうだから。可愛くてドキドキしてる」

　由里子は顔の前で、両手をギュッと握る。

「やめて、ください。嬉しさと恥ずかしさで、どうにかなりそうです」

　そんな由里子を前に、和人は胸に手を当てた。

「あー、もう、そんな。由里子さん、可愛すぎる、勘弁して」

「か、和人さん？」

「弟と同じくらい可愛い存在ができるなんて思わなかった」

　そう言った和人に、由里子は思わず噴き出した。

「『同じくらい』なんですね」

「うん、でも、すぐに追い抜かしてしまうかも。今、僕の前にいる可愛い人が」

　そう言って微笑んだ和人に、

「っ！」

　由里子は、真っ赤になってその場にしゃがみこんだ。

「あ、由里子さん、大丈夫？」

「……だ、大丈夫です」

　由里子はしゃがみこんだまま、「でも少し反則です」と小声でつぶやき橋に目を落とす。

　その手には、今も『召喚の術式』が描かれた紙が握られていて、和人は「そういえば」と口を開いた。

「大事な話の途中だったんだよね」

　由里子は深呼吸をしたあと、「はい」と頷うなずいて、ゆっくりと立ち上がる。

　平静を取り戻したように見せて、今も頰は赤い。

「それにしても、何者かが『黄泉の穢れ』を召喚したって、一体誰なんだろう？」

「谷口さんかもしれませんし、谷口さんの前に取り憑つかれてしまったという陰おん陽みよう師じの話も聞けたら……」

「井上さんだね。一度電話で話を聞いてるから、今度は会ってみるよ」

「もしかしたら、その井上さんという方が、何らかの目的で召喚したものの『黄泉よみの穢けがれ』が大きすぎてコントロールできなくなった可能性もあります」

　なるほど、と和人は相あい槌づちをうった。

「ちなみに、その『黄泉の穢れ』って、どんなものなの？」

　あらためて問うた和人に、由里子は「あ、はい」と頷く。

「本家で私も色々調べたんですが、『禍まが津つ日ひの神かみ』のことのようです」

「『禍津日神』」

　和人は、ごくりと喉のどを鳴らした。

　力はないが、賀茂家の人間のため、名前は知っている。

　神話の話だ。国産み・神産みを行った夫婦神であるイザナギとイザナミ。

　だが、イザナミは火の神を産んだことで、大火傷を負って死んでしまう。

　嘆き悲しんだ夫のイザナギは、黄泉の国へとイザナミを迎えに行くのだが、イザナミは既に腐敗してしまっていた。

　そのことから、夫婦は諍いさかいを起こし、イザナギは黄泉から逃げ帰る。

　イザナギは穢れを浄きよめるために禊みそぎを行い、その際に『禍津日神』は誕生したとされている。

　黄泉の穢れから生まれた神であり、『災厄の神』と呼ばれていた。

「おそらく、この地中深くに封印されていたのだと……」

　由里子は、ゆっくりと立ち上がってそう告げる。

「それじゃあ、それを召喚したのは誰かはさておき、谷口さんは『災厄の神』が取り憑いた状態で、僕に攻撃をしたということだよね」

「ええ。そして今も谷口さんに『禍津日神』が憑いたままではないかと」

「その後、谷口さんはお世話になった人のところに行って、『やらなきゃいけないことがある』と言っていたそうなんだ」

「そうして、東京に行ったということですよね。それって……」

　顔色を変えた由里子に、和人は強く頷く。

「うん、すぐに澪人達に知らせよう。これは大変なことになるかもしれない」

「朔也と愛衣さんにも知らせましょう。そして吉乃さんにお願いして、祇園の『さくら庵』に集まりましょう」

　すぐにそう言った由里子に、和人は「そうだね」と頷き、こんな状況ながらも嬉しさを覚えた。

「それじゃあ、行こうか」

　由里子は「はい」と頷いて和人と共に歩き出す。

　夕陽の下、長く伸びた二人の影が、寄りそうように重なっていた。





四






　小さな公園で、鈴の霊視をした小春と澪人は、すぐに浅草へと向かった。

『風林堂』を前に、ごくりと息を吞のむ。

　店内に客はいるようだったが、ちょうど買い物を終えて出たところだ。

　二人は顔を見合わせ、澪人が店の引き戸を開けた。

「おっ、澪人に小春」

　店内にはカウンターに宗次朗と師匠の姿があった。

　師匠は、澪人と小春を前に「どうも」と会釈をする。

　相変わらず、無口な様子だ。

「あの……伺いたいことがあるんです」

　小春は一歩前に出て、師匠に向かって尋ねる。

　師匠は、うん？　と目を凝らした。

「谷口透さんって、ご存じですか？」

　小春がそう問うと、師匠は動きを止めて大きく目を見開いた。

「なぜ、透のことを？」

　師匠は、小声で聞き返す。

　その声は微かすかに震えていた。

　小春は、やっぱり、と息をついた。

「谷口透さんは、師匠の息子さんなんですよね？」

「…………」

　目を泳がせる師匠に、宗次朗は眉まゆ根ねを寄せる。

「『谷口透』って、もしかして……」

　澪人が「ええ」と首を縦に振った。

「元審神者さにわ頭がしらの谷口さんです」

　不思議な縁やね、と澪人は苦笑する。

　宗次朗の師匠の息子が、西の審神者頭・谷口透だった。

　そう分かると、合点がいくこともある。

　ウーパールーパーにつけていた『クリア』という名前。

　あれは、透明──『透』から取ったもの。

　京都に移った谷口さんが洋菓子店で働いていたことも、それでいて和菓子を口にしなかったのも、実家との確執があってのことなのかもしれない。

「息子を知っているのか？」

　声を震わせて尋ねる師匠に、澪人は深く頷く。

「息子さんは今、行方不明なんです。もし良かったら、なんでも良いので知ってることを教えてもらえませんか？」

　小春がそう言った時、スマホにメッセージが入った。

　こんなタイミングでメッセージが入るなんて。

　そう思ったが、親からかもしれないので確認すると、愛衣からだった。

『今、連絡取れないかな？　谷口さんのことで、分かったことがあって』

　小春はそのまま画面を澪人や宗次朗に見せた。

　師匠は大きく息を吐き出し、調理帽を脱いだ。

「宗、暖簾のれんをしまえ。今日は店仕舞いだ。そして、二階にお茶の用意をしろ」

　ぶっきらぼうに言う師匠に、宗次朗は「はい」と頷いて、すぐに準備をする。

「あ、宗次朗さん、私も手伝うよ」

「僕もや」

「いいって。お前たちは、とりあえず二階に行ってろ」

　ニッと笑う宗次朗に、二人は躊躇ためらいがちに頷き、二階へと向かった。








エピローグ









　小春、澪人、宗次朗、そして師匠は、風林堂二階の和室で、テーブルの上のタブレットに目を向けていた。

　画面の向こうには、朔也、愛衣、由里子、和人の京都組の姿がある。

　その後ろには、吉乃の姿もあった。

　彼らは、いつものように祇園の『さくら庵』二階に集まっているようだ。

　吉乃は、師匠の姿を見て、『あら』と微笑んだ。

『あなたが、お師匠様。うちの愚息がいつもお世話になって』

「あ、いや、こちらこそ、助けられています。なるべく早くに、そちらにお返しいたしますので」

　師匠はぎこちなく言って、頭を下げる。

『いえいえ、宗次朗は、あなたを慕ってますさかい。ほんでそうや、宗次朗、杏ちゃんに公開プロポーズされてたやん。女の方から言わせてどないすんねん』

　いきなり思い出したように宗次朗の方を向く吉乃に、宗次朗は、やれやれ、と肩をすくめ、皆は微笑ましさに頰を緩めた。

　そんな、やりとりがあった後、

「愛衣、谷口さんのことで、分かったことって」

　小春が前のめりで尋ねると、

「いや、その前に」

　宗次朗が、声を上げる。

「うん？」

　皆が、なんだろう？　と注目する中、宗次朗が、由里子と和人の方を見て、首を傾げた。

「ちょっと気になったんだけどよ、そこの二人、なんでそんなに密着してるんだ？」

　その言葉に、小春と澪人は「えっ？」と目を凝らす。

　すると、吉乃が口を開いた。

『二人て言うか、和人ちゃんが、由里子さんに寄り添ってるだけや』

　澪人と小春は、あらためて由里子と和人を見る。

「言われてみれば、和人さんと由里子さん、随分距離が近いような」

「ほんまやね」

　和人は、『ああ、ごめん』と、少しだけ距離を取った。

『実は本当に突然なんだけど、まるで滝たき壺つぼに突き落とされたみたいに、僕は由里子さんに恋をしました。それで、さっき勢いで告白を……』

　えっ、と皆は揃って、目と口を開く。

『由里子さんの気持ちが僕に向くには、時間がかかるかもしれないけど、好きでいる許可はもらえたから、いつか振り向いてもらうようにがんばろうと思ってるところなんです。それで自然と近い位置に……』

　その言葉に、朔也は絶句し、吉乃は愉たのしげに微笑み、当の由里子は耳まで赤くして俯うつむいていた。

「和人さんが、由里子さんを……」

　小春は呆ぼう然ぜんとしながら、咄とつ嗟さに愛衣の方を向いた。

　以前、愛衣は和人を想っているのではないか、と感じたことがあるからだ。

　だが、愛衣は嬉うれしそうに微笑み、それどころかどこか安あん堵どの表情を見せている。

　その姿から、愛衣と電話で交わした会話を思い出した。

　──なんとなく、「好きかもしれない」と思っていた人がいてね。

　──でも、もしかしたら、好きは好きだけど恋愛とは違うのかも？　と思うことがあって、自分が分からなくなって。

　あれは、和人のことを指していたのは、感じていた。

　もしかしたら、その後、愛衣の中で『和人への気持ちは恋愛ではなかった』と腑ふに落ちるものがあったのかもしれない。

　一方の朔也は、とても複雑な表情を見せながらも、何も口にしなかった。

　宗次朗は「そういうことか」と、納得の表情を見せる。

「脱線させて悪い。愛衣ちゃん、話を続けて」

　愛衣は、『あ、はい』と頷うなずいた。

『色々と分かったことがあって』

　そう言って愛衣は、由里子の方に顔を向ける。

　由里子は頷いて、話を引き継ぐ。

『一条戻橋で、何者かが「禍津日神」を召喚したようなの』

　その言葉に、澪人は顔色を変えた。

　禍津日神と聞いても、ピンと来なかった小春だが、澪人の様子から、それが大変なことであるのが伝わってくる。

『その気配を受けて、関西本部は安倍家に依頼をし、うちの当主も動き出そうとしたんだけど、陰おん陽みよう師じの井上さんが祓はらいにいったことで「魔」に当てられ、井上さんの状態を見た谷口さんが、これはただ事ではないと現場に向かった。谷口さんは本部に「何もなかった」と報告したけれど、そうではなくて……』

「災厄の神に憑つかれたままの状態で、うちに……賀茂家に来たんやな」

　澪人は、納得したように、大きく首を縦に振る。

『谷口さんは、和人さんに「負」のエネルギーを渡して、その後に姿を消した』

　由里子に続いて、和人が口を開いた。

『そして、谷口さんは、かつて世話になった店に立ち寄って、「自分にはやらなきゃいけないことがある」と言っていた……』

　澪人は話を聞きながら、眉まゆ根ねを寄せる。

「あの、『禍津日神』って？」

　ぎこちなく尋ねた小春に、宗次朗が答えた。

「簡単に言うと災厄の神だな」

「災厄の神……」

「そうや。黒龍様同様に、冥めい界かいのエネルギーを司つかさどるんや。そやけど、黒龍様と禍津日神の違いは、禍津日神は、『穢けがれ』から生まれたということ。負の力と同調し、世の中を破壊に導く。その地の波動が低ければ低いほど、力を発揮しやすいんや」

　澪人の言葉を聞いて、小春は、だからなんだ、と息を吞のんだ。

「あの蛇を飛ばして東京の波動を落としていたのは、『禍津日神』の力を最大限に使うためだったんだ……」

『え、それじゃあ、谷口さんは、東京の町を破壊しようとしているということ？』

　目を剝むく朔也に、澪人は苦い表情を見せる。

「目に見える破壊とはちゃうんやけど、少しずつ色んなものを壊していって、最終的にすべてをひっくり返そうとしてるのかもしれへん」

　空恐ろしさに、皆は黙り込んだ。

　和人が『もしかしたら』と腕を組む。

『今の陰陽師組織を解体に追い込むのが目的かもしれないよ』

　えっ？　と澪人が顔を上げる。

『だって、禍津日神が猛威を振るって、東京がめちゃくちゃになったとしたら、「陰陽師たちは何をやってるんだ」って、面目丸まる潰つぶれだし、そもそもそんな組織はいらないって流れにもなりそうじゃない。現時点でも、この裏の組織は煙たがられつつあるくらいだし』

「たしかに、それは言えてるかもしれへん」

『その上で、あわよくば、自分が新しい組織のトップに立とうとしている可能性だってある』

　そう続けた和人に、ごくりと皆の喉のどが鳴るのが、聞こえてくるようだ。

　そんな中、

「申し訳……ありません」

　師匠が呻うめくような低い声で洩もらした。

「師匠……」

　宗次朗は沈痛の面持ちを浮かべ、澪人と小春は口を噤つぐむ。

　祇園の京都チームは、なぜ師匠が謝罪するのか分からずに、困惑の表情を浮かべている。

　そんな皆の気持ちに応こたえるように、小春が口を開いた。

「師匠の息子さんが、谷口さんだったんです」

　思いもしない偶然に、皆は何も言えずに目を瞬まばたかせる。

「話を聞きながら、自分にはよく分からないことばかりでしたが、透がご迷惑をかけていることだけは分かりました。本当に申し訳ないです。そして、息子をどうかよろしくお願いします」

　そう言って頭を下げる師匠に、皆は「尽力します」と頷く。

　澪人は振り返って、しっかりと師匠の目を見詰めた。

「僕は必ず、息子さんをここに連れてきますし」

「……っ」

　師匠は目に涙を浮かべて、さらに深く頭を下げる。

　そんな師匠の背後で、亡くなった彼の元奥さんが頭を下げていた。

　彼女は以前、小春と澪人の前に現われて、息子をよろしくお願いします、と伝えたのだ。

　谷口さんのことだったんだ、と小春はつぶやく。

『凶星』のリーダーが谷口で、『禍津日神』を使って、恐ろしいことを画策している。

　日枝神社と金刀比羅宮で出会った、あの不思議な純白の少年も谷口の仲間だとするなら、どんな役割を持っているのだろう？

　少年に会った時に消えてしまった若宮とコウメは、今どこにいるのだろう？

　数々の疑問が、浮かんでは消えていく。

　それらをすべて解決しなくては、と小春は拳こぶしを握り締めた。




　　　　＊　＊　＊




　純白の少年は、二段ベッドの上段で壁に寄りかかるように座って、ぼんやりと外を眺めていた。

「千ち歳とせ君、ベッドにばかりいないで、ちゃんと宿題もしなさいよ」

　そんな声が廊下から聞こえてくる。

「はい、先生」

　と、少年はにこり、と目を細めた。

『先生』の姿がなくなり、少年は息をついて、再び壁に寄りかかる。

　──宿題をしなくても良いのですか？

　聞こえてきた声に、少年は口角を上げた。

「そんなのとっくにやっちゃったよ。何もかも簡単すぎるんだ」

　──優秀なんですね。

「テストの答案も、わざと間違えるんだ。そうしないと、カンニングだろうって言いがかりをつけられる」

　──そんなことが？

「親がいない、施設の子に負けるのが悔しいんだろうね」

　少年は自じ嘲ちよう的に嗤わらって、膝ひざを抱えた。

「ねぇ、本当に僕が『選ばれし器』なの？」

　──そうですよ。

　ベッドの中心に、旋風が起こる。

　──わたしは、あなたに会えるのを楽しみにしていたのですから。

　水干を纏まとった見目麗しい青年──若宮が、姿を現わして、少年の手を取った。

　少年は顔を引きつらせるようにして、肩をすくめる。

「世の中が面白くなさすぎて、変な幻覚を見ちゃってるのかも？」

　若宮は、ふふっ、と笑って、少年の頭を撫なでる。

　──これから、面白いことが起こりますよ。

　その言葉に、少年は「だといいけど」と微かすかに笑った。

　窓の外は、陽が傾き、世の中が橙だいだい色いろに染まっている。

　──誰たそ彼かれ……、黄昏たそがれ時ですね。

　若宮はそう言って口くち許もとを扇で隠し、微笑むように目を細めた。
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